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は
じ
め
に　

本
稿
は
、
唐
代
ま
で
の
中
国
鬼
話
の
集
大
成
で
あ
る
『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話

四
十
巻
の
う
ち
、
巻
三
五
一
「
鬼　

三
十
六
」
か
ら
巻
三
五
五
「
鬼　

四
十
」
ま
で
の

鬼
話
の
特
徴
を
分
析
し
つ
つ
、
晩
唐
期
の
鬼
話
の
特
徴
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
り
、
論
者
の
既
発
表
論
文
「『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼
一

〜
鬼
十
― 

）
1
（

」「『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼
十
一
〜
鬼
十
五
― 
）
2
（

」「『
太
平
広

記
』
鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼
十
六
〜
鬼
二
十
― 

）
3
（

」「『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成

―
鬼
二
十
一
〜
鬼
二
十
五
― 

）
4
（

」「『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼
二
十
六
〜
鬼

三
十
― 

）
5
（

」「『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼
三
十
一
〜
鬼
三
十
五
― 

）
6
（

」
の
続
編

で
あ
る
。

右
の
六
本
の
論
文
に
お
い
て
、
巻
三
一
六
「
鬼　

一
」
か
ら
巻
三
五
〇
「
鬼

三
十
五
」
ま
で
の
説
話
を
分
析
し
、
鬼
話
の
代
表
的
な
話
型
パ
タ
ー
ン
を
７
種
類
に

大
別
し
た
。
以
下
に
そ
れ
を
掲
げ
る
。

①
冥
婚
譚
　
男
が
女
の
鬼
と
結
婚
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、
女
と
男
の
鬼
の
例
は
少

『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成 

― 

鬼
三
十
六
〜
鬼
四
十 

―
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弘

M
IT

TA
 A

kihiro

な
い
。
跡
継
ぎ
の
子
を
産
む
場
合
も
有
る
が
、
夫
婦
は
長
く
共
に
暮
ら
す
こ
と
は
な

い
。

②
塚
墓
宿
泊
譚
　
一
夜
の
宿
を
借
り
た
家
が
、
翌
朝
起
き
て
見
る
と
墓
で
あ
っ
た
と

い
う
話
。
冥
婚
譚
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
話
型
で
あ
る
。

③
変
鬼
帰
還
譚
　
鬼
と
な
っ
た
家
族
や
友
人
が
帰
っ
て
く
る
話
。
死
後
の
自
分
の
身

分
・
境
遇
、
鬼
ゆ
え
に
知
り
得
る
現
世
の
人
々
の
未
来
、
冥
界
の
秘
密
な
ど
を
鬼
が

語
る
。仏
教
の
影
響
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
追
福
を
求
め
る
パ
タ
ー
ン
も
増
え
て
く
る
。

再
婚
し
た
配
偶
者
へ
の
憎
悪
か
ら
鬼
が
出
現
し
、
か
つ
て
の
妻
や
夫
に
危
害
を
加
え

る
例
も
多
い
。　

④
冥
界
召
喚
譚
　
冥
府
の
吏
で
あ
る
鬼
が
人
を
冥
途
に
召
喚
す
る
。
命
に
従
い
冥
途

に
赴
く
話
も
あ
る
が
、
賄
賂
や
身
代
わ
り
な
ど
の
手
段
で
死
を
免
れ
よ
う
と
す
る
話

が
多
い
。

⑤
鬼
神
遭
遇
譚
　
外
や
自
宅
（
厠
の
例
も
多
い
）
な
ど
で
鬼
に
遭
遇
す
る
と
い
う
話

型
。
逃
げ
た
り
争
っ
た
り
す
る
展
開
の
場
合
は
、そ
の
場
で
取
り
殺
さ
れ
な
く
て
も
、

間
も
な
く
絶
命
す
る
話
が
多
い
。
鬼
神
に
改
葬
や
廟
の
修
復
を
依
頼
さ
れ
る
と
い
う
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パ
タ
ー
ン
も
少
な
く
な
い
。

⑥
凶
宅
鬧
鬼
譚
　
家
に
鬼
が
居
つ
い
て
、
住
人
や
宿
泊
者
を
悩
ま
せ
る
と
い
う
話
型

で
あ
る
。
初
期
の
鬼
話
に
も
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
家
の
元

の
持
ち
主
で
あ
っ
た
り
、
外
か
ら
来
た
り
鬼
の
出
自
も
様
々
で
あ
る
が
、
振
る
舞
い

も
騒
霊
現
象
程
度
か
ら
人
の
命
を
奪
う
も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
食
を
盗
む
、
食

を
求
め
る
と
い
う
要
素
が
多
く
の
話
に
見
ら
れ
る
。
例
は
多
く
な
い
が
、
住
人
を
助

け
る
鬼
の
話
も
あ
る
。

⑦
冥
事
占
判
譚
　
人
の
運
命
（
冥
事
）
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
鬼
の

大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
優
れ
た
道
士
な
ど
も
鬼
と
同
じ
よ
う
に
冥
事
の
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
人
や
鬼
が
、
人
の
運
命
に
関
す
る
情
報
を
知

り
、
予
言
し
た
り
運
命
を
操
作
し
た
り
す
る
話
。

本
稿
で
は
巻
三
五
一
「
鬼　

三
十
六
」
か
ら
巻
三
五
五
「
鬼　

四
十
」
ま
で
の
全
話

の
標
題
と
談
刻
本
『
太
平
広
記
』
に
記
す
典
拠
、
説
話
内
容
の
概
略
を
掲
げ 

）
7
（

、
そ
れ

ら
を
右
に
掲
げ
た
話
型
一
覧
に
基
づ
き
、
話
型
毎
に
分
類
し
た
上
で
分
析
を
行
う
。

一　

乱
世
の
兆
し
―
巻
三
五
一
「
鬼　

三
十
六
」
―

 

（
唐
宣
宗
・
大
中
年
間
〜
僖
宗
・
乾
符
年
間
）

邢
群
（『
宣
室
志
』）
　
大
中
二
年
（
８
４
８
）、
も
と
歙
州
（
安
徽
省
）
刺
史
、
邢

部
員
外
の
邢
群
は
洛
陽
で
重
病
の
床
に
あ
っ
た
。
親
友
の
御
史
の
朱
琯
が
見
舞
い
に

来
て
、
す
ぐ
に
治
る
と
言
っ
て
去
っ
た
。
実
は
朱
琯
は
病
没
し
て
お
り
、
そ
の
死
亡

し
た
の
は
ま
さ
に
邢
群
を
訪
問
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。

李
重
（『
宣
室
志
』）
　
大
中
五
年
（
８
５
１
）、
検
校
郎
中
・
知
塩
鉄
河
陰
院
事
で

あ
っ
た
李
重
は
退
職
し
、
河
東
郡
（
山
西
省
）
で
病
床
に
あ
っ
た
。
あ
る
夕
、
親
友

の
河
西
令
の
蔡
行
己
が
見
舞
い
に
来
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
そ
の
姿
は
別
人
へ
と

変
わ
っ
て
い
っ
た
。
蔡
は
連
れ
て
き
た
末
弟
に
木
製
の
小
猿
を
使
っ
た
易
占
を
さ
せ

「
病
気
の
こ
と
は
心
配
な
い
が
、
酒
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
」
と
忠
告
し
て
去
っ
た
が
、

李
重
は
回
復
す
る
と
以
前
の
よ
う
に
酒
を
飲
み
、
そ
の
年
、
杭
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ

た
。

王
坤
（『
宣
室
志
』）
　
大
中
四
年
（
８
５
０
）
春
、
国
子
博
士
の
王
坤
は
、
数
年
前

に
死
ん
だ
婢
の
軽
雲
が
会
い
に
来
る
夢
を
見
た
。
王
坤
は
軽
雲
に
夜
の
街
に
連
れ
出

さ
れ
、
空
腹
を
感
じ
て
下
役
の
家
に
行
く
と
、
下
役
や
そ
の
家
族
に
は
王
坤
た
ち
の

姿
が
見
え
ず
、
外
か
ら
や
っ
て
来
た
霊
と
し
て
祀
ら
れ
て
食
事
が
供
え
ら
れ
た
。
そ

れ
か
ら
郊
外
の
軽
雲
の
墓
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
目
が
覚
め
た
。
王
坤
は
嫌
な
夢
を
見

た
と
思
っ
た
が
、下
役
に
確
認
す
る
と
実
際
に
起
き
た
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
の
冬
、

王
坤
は
死
ん
だ
。

蘇
太
玄
（『
桂
林
風
土
記
』）
　
陽
朔
（
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
桂
林
市
）
の
農
夫
蘇

太
玄
の
妻
の
徐
氏
は
三
人
の
子
を
産
ん
で
死
ん
だ
が
、「
ま
だ
寿
命
が
尽
き
て
お
ら

ず
冥
府
の
帳
簿
に
名
が
な
か
っ
た
」
と
帰
っ
て
き
た
。
声
の
み
で
姿
は
見
え
な
か
っ

た
が
、
子
供
の
た
め
に
繕
い
物
を
し
た
り
、
近
隣
の
人
々
を
占
っ
て
吉
凶
を
告
げ
た

り
し
た
。
人
が
占
い
の
報
酬
を
誤
魔
化
そ
う
と
す
る
の
も
見
破
っ
た
。
帝
舜
の
蛮
族

討
伐
軍
の
た
め
に
食
事
を
作
る
の
に
駆
り
出
さ
れ
て
家
を
空
け
、
人
の
世
の
物
よ
り

美
味
い
食
べ
物
を
持
っ
て
帰
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
冥
界
の
事
を
人
に
話
し

た
た
め
に
冥
府
に
追
わ
れ
る
身
と
な
っ
た
こ
と
を
泣
き
な
が
ら
告
げ
て
、
い
な
く

な
っ
た
。

房
千
里
（『
投
荒
雑
録
』）
　
春
州
（
広
東
省
）
南
門
外
の
仙
署
館
に
あ
る
盧
公
亭
に

左
遷
さ
れ
た
房
千
里
が
滞
在
し
た
時
、
そ
の
下
僕
の
も
と
に
魁
偉
な
朱
衣
の
者
が
現

れ
る
怪
異
が
起
き
た
。
ま
た
、
下
級
役
人
が
東
の
部
屋
に
泊
ま
っ
た
時
は
、
昼
間
に

み
す
ぼ
ら
し
い
男
が
現
れ
、
さ
っ
さ
と
立
ち
退
く
よ
う
言
わ
れ
た
。
牙
門
将
の
陸
建

（39）
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宗
の
話
で
は
、
下
級
役
人
が
見
た
男
は
、
元
和
（
８
０
６
〜
８
２
０
）
に
李
師
道
が

誅
さ
れ
た
時
、
こ
の
地
で
処
刑
さ
れ
た
従
事
の
陸
行
倹
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

韋
氏
子
（『
唐
闕
史
』）
　
京
兆
の
韋
氏
の
息
子
が
側
室
と
し
た
洛
陽
の
妓
女
は
、
杜

甫
詩
集
の
写
本
の
誤
り
を
正
す
こ
と
も
出
来
る
才
女
で
あ
っ
た
が
、
年
二
十
一
で
死

ん
で
し
ま
っ
た
。
韋
は
悲
し
み
で
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
嵩
山
の
任
処
士
に
反
魂
の
術

を
行
っ
て
貰
っ
た
。
近
づ
い
た
り
泣
い
た
り
し
な
け
れ
ば
、蠟
燭
が
一
寸
燃
え
る
間
、

霊
魂
は
留
ま
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
香
を
焚
い
た
部
屋
に
幕
を
廻
ら
し
、
夕

刻
、
任
処
士
が
長
嘆
し
て
招
く
と
幕
の
向
こ
う
に
女
が
現
れ
た
。
生
前
と
変
わ
ら
な

い
様
子
で
あ
っ
た
が
、
話
し
か
け
て
も
頷
く
の
み
で
あ
っ
た
。
時
間
に
な
り
、
近
寄

ろ
う
と
し
た
が
女
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
任
処
士
は
同
情
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
謝
礼

を
受
け
取
ら
ず
、
思
い
を
断
つ
よ
う
韋
に
忠
告
し
た
が
、
韋
は
悲
し
み
か
ら
逃
れ
ら

れ
ず
翌
年
に
死
ん
だ
。

李
潯
（『
劇
談
録
』）
　
咸
通
中
（
８
６
０
〜
８
７
４
）、
中
牟
（
河
南
省
）
尉
の
李

潯
は
強
気
で
神
の
存
在
を
信
じ
ず
、
人
が
地
面
に
酒
を
撒
い
て
神
を
祀
ろ
う
と
す
る

と
怒
っ
て
止
め
さ
せ
た
。
あ
る
時
、
李
潯
が
病
気
に
な
っ
て
寝
て
い
る
と
、
数
名
の

ひ
ど
く
醜
い
者
た
ち
が
見
舞
い
に
来
て
、「
お
前
は
い
つ
も
人
が
我
々
に
酒
を
ふ
る

ま
お
う
と
す
る
の
を
惜
し
ん
で
い
る
が
、今
日
は
お
前
を
酔
わ
せ
て
や
ろ
う
」と
言
っ

て
、
ぐ
で
ん
ぐ
で
ん
に
な
る
ま
で
李
に
酒
を
飲
ま
せ
た
。
ひ
ど
い
二
日
酔
に
な
り
、

数
ヶ
月
し
て
よ
う
や
く
治
っ
た
。

段
成
式
（『
南
楚
新
聞
』）
　
相
国
の
段
文
昌
の
子
の
太
常
卿
段
成
式
は
咸
通
四
年

（
８
６
３
）
六
月
に
死
ん
だ
。
そ
の
年
の
十
一
月
十
三
日
、
大
雪
の
冬
至
の
日
に
、

親
交
の
深
か
っ
た
温
庭
筠
は
、
段
成
式
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
文
意
の
よ
く

分
か
ら
な
い
手
紙
で
あ
っ
た
が
、
温
段
二
家
に
そ
れ
ぞ
れ
伝
わ
っ
て
い
る
。
沂
王
の

守
り
役
で
あ
っ
た
段
安
節
は
成
式
の
子
で
温
庭
筠
の
壻
で
も
あ
り
、
こ
の
話
を
語
っ

た
。

鬼
葬
（『
洽
聞
記
』）
　
辰
州
（
湖
南
省
懐
化
市
）
漵
浦
県
の
西
四
十
里
に
鬼
葬
山
が

あ
る
。
黄
閔『
沅
川
記
』に
よ
る
と
、そ
の
山
中
の
岩
壁
に
十
余
丈
の
木
棺
が
有
り「
鬼

葬
の
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
故
老
の
話
で
は
、
鬼
が
こ
の
棺
を
作
っ
た
時
、
七
日

間
、
昼
も
暗
く
な
り
、
斧
と
鑿
の
音
だ
け
が
響
い
た
。
家
々
で
は
い
つ
の
間
に
か
斧

な
ど
が
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
七
日
経
っ
て
晴
れ
る
と
な
く
な
っ
た
物
も
戻
っ
て
き

た
。
た
だ
戻
っ
て
き
た
鍋
や
斧
は
脂
ま
み
れ
で
生
臭
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

董
漢
勛
（『
三
水
小
牘
』）
　
汝
墳
（
河
南
省
葉
県
）
の
董
漢
勛
は
騎
射
に
優
れ
、
西

北
で
は
羌
族
に
も
畏
れ
ら
れ
て
い
た
。
乾
符
丙
申
の
年（
８
７
６
）、董
は
龍
興
鎮（
河

南
省
平
頂
山
市
宝
豊
県
）
の
将
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
妻
に
十
人
余
り
の
酒
食
を
用

意
さ
せ
、正
装
で
空
に
向
か
っ
て
拝
し
、人
と
談
笑
す
る
よ
う
な
様
子
で
広
間
に
入
っ

た
。
酒
食
は
ま
る
で
お
供
え
の
よ
う
で
あ
り
、
妻
が
詰
る
と
「
辺
境
で
陣
没
し
た
仲

間
た
ち
が
久
し
ぶ
り
に
会
い
に
来
て
く
れ
て
い
た
の
だ
」
と
言
っ
た
。
翌
年
秋
に
土

賊
王
仙
芝
の
軍
数
万
が
郡
を
襲
い
、
迎
撃
し
た
精
鋭
五
百
人
は
み
な
捕
ま
り
、
唯
一

逃
げ
の
び
た
董
は
城
内
五
百
人
の
兵
力
で
籠
城
し
多
く
の
敵
を
討
っ
た
が
、
飢
え
疲

れ
て
殺
さ
れ
た
。
そ
の
奮
戦
の
様
子
は
賊
将
も
感
嘆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

巻
三
五
「
鬼　

三
十
六
」
は
、
宣
宗
の
大
中
年
間
か
ら
僖
宗
の
乾
符
年
間
を
時
代

背
景
と
す
る
鬼
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
比
較
的
安
定
し
て
い
た
宣
宗
の
治
世
は

「
大
中
の
治
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
宣
宗
自
身
も
「
小
太
宗
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、

跡
を
継
い
だ
長
男
の
懿
宗
は
暗
愚
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
懿
宗
の

子
の
僖
宗
の
時
代
か
ら
唐
は
滅
亡
期
に
入
る
。
本
巻
の
最
後
の
「
董
漢
勛
」
は
王
仙

之
軍
が
郡
城
を
屠
っ
た
話
で
あ
る
が
、
塩
の
闇
商
人
で
あ
っ
た
王
仙
之
は
乾
符
元
年

（
８
７
４
）
に
反
乱
を
起
こ
し
、
そ
の
配
下
に
い
た
の
が
黄
巣
で
あ
り
、
唐
を
滅
亡

に
導
く
黄
巣
の
乱
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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パ
タ
ー
ン
も
少
な
く
な
い
。

⑥
凶
宅
鬧
鬼
譚
　
家
に
鬼
が
居
つ
い
て
、
住
人
や
宿
泊
者
を
悩
ま
せ
る
と
い
う
話
型

で
あ
る
。
初
期
の
鬼
話
に
も
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
家
の
元

の
持
ち
主
で
あ
っ
た
り
、
外
か
ら
来
た
り
鬼
の
出
自
も
様
々
で
あ
る
が
、
振
る
舞
い

も
騒
霊
現
象
程
度
か
ら
人
の
命
を
奪
う
も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
食
を
盗
む
、
食

を
求
め
る
と
い
う
要
素
が
多
く
の
話
に
見
ら
れ
る
。
例
は
多
く
な
い
が
、
住
人
を
助

け
る
鬼
の
話
も
あ
る
。

⑦
冥
事
占
判
譚
　
人
の
運
命
（
冥
事
）
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
鬼
の

大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
優
れ
た
道
士
な
ど
も
鬼
と
同
じ
よ
う
に
冥
事
の
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
人
や
鬼
が
、
人
の
運
命
に
関
す
る
情
報
を
知

り
、
予
言
し
た
り
運
命
を
操
作
し
た
り
す
る
話
。

本
稿
で
は
巻
三
五
一
「
鬼　

三
十
六
」
か
ら
巻
三
五
五
「
鬼　

四
十
」
ま
で
の
全
話

の
標
題
と
談
刻
本
『
太
平
広
記
』
に
記
す
典
拠
、
説
話
内
容
の
概
略
を
掲
げ 

）
7
（

、
そ
れ

ら
を
右
に
掲
げ
た
話
型
一
覧
に
基
づ
き
、
話
型
毎
に
分
類
し
た
上
で
分
析
を
行
う
。

一　

乱
世
の
兆
し
―
巻
三
五
一
「
鬼　

三
十
六
」
―

 

（
唐
宣
宗
・
大
中
年
間
〜
僖
宗
・
乾
符
年
間
）

邢
群
（『
宣
室
志
』）
　
大
中
二
年
（
８
４
８
）、
も
と
歙
州
（
安
徽
省
）
刺
史
、
邢

部
員
外
の
邢
群
は
洛
陽
で
重
病
の
床
に
あ
っ
た
。
親
友
の
御
史
の
朱
琯
が
見
舞
い
に

来
て
、
す
ぐ
に
治
る
と
言
っ
て
去
っ
た
。
実
は
朱
琯
は
病
没
し
て
お
り
、
そ
の
死
亡

し
た
の
は
ま
さ
に
邢
群
を
訪
問
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。

李
重
（『
宣
室
志
』）
　
大
中
五
年
（
８
５
１
）、
検
校
郎
中
・
知
塩
鉄
河
陰
院
事
で

あ
っ
た
李
重
は
退
職
し
、
河
東
郡
（
山
西
省
）
で
病
床
に
あ
っ
た
。
あ
る
夕
、
親
友

の
河
西
令
の
蔡
行
己
が
見
舞
い
に
来
た
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
そ
の
姿
は
別
人
へ
と

変
わ
っ
て
い
っ
た
。
蔡
は
連
れ
て
き
た
末
弟
に
木
製
の
小
猿
を
使
っ
た
易
占
を
さ
せ

「
病
気
の
こ
と
は
心
配
な
い
が
、
酒
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
」
と
忠
告
し
て
去
っ
た
が
、

李
重
は
回
復
す
る
と
以
前
の
よ
う
に
酒
を
飲
み
、
そ
の
年
、
杭
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ

た
。

王
坤
（『
宣
室
志
』）
　
大
中
四
年
（
８
５
０
）
春
、
国
子
博
士
の
王
坤
は
、
数
年
前

に
死
ん
だ
婢
の
軽
雲
が
会
い
に
来
る
夢
を
見
た
。
王
坤
は
軽
雲
に
夜
の
街
に
連
れ
出

さ
れ
、
空
腹
を
感
じ
て
下
役
の
家
に
行
く
と
、
下
役
や
そ
の
家
族
に
は
王
坤
た
ち
の

姿
が
見
え
ず
、
外
か
ら
や
っ
て
来
た
霊
と
し
て
祀
ら
れ
て
食
事
が
供
え
ら
れ
た
。
そ

れ
か
ら
郊
外
の
軽
雲
の
墓
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
目
が
覚
め
た
。
王
坤
は
嫌
な
夢
を
見

た
と
思
っ
た
が
、下
役
に
確
認
す
る
と
実
際
に
起
き
た
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
の
冬
、

王
坤
は
死
ん
だ
。

蘇
太
玄
（『
桂
林
風
土
記
』）
　
陽
朔
（
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
桂
林
市
）
の
農
夫
蘇

太
玄
の
妻
の
徐
氏
は
三
人
の
子
を
産
ん
で
死
ん
だ
が
、「
ま
だ
寿
命
が
尽
き
て
お
ら

ず
冥
府
の
帳
簿
に
名
が
な
か
っ
た
」
と
帰
っ
て
き
た
。
声
の
み
で
姿
は
見
え
な
か
っ

た
が
、
子
供
の
た
め
に
繕
い
物
を
し
た
り
、
近
隣
の
人
々
を
占
っ
て
吉
凶
を
告
げ
た

り
し
た
。
人
が
占
い
の
報
酬
を
誤
魔
化
そ
う
と
す
る
の
も
見
破
っ
た
。
帝
舜
の
蛮
族

討
伐
軍
の
た
め
に
食
事
を
作
る
の
に
駆
り
出
さ
れ
て
家
を
空
け
、
人
の
世
の
物
よ
り

美
味
い
食
べ
物
を
持
っ
て
帰
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
冥
界
の
事
を
人
に
話
し

た
た
め
に
冥
府
に
追
わ
れ
る
身
と
な
っ
た
こ
と
を
泣
き
な
が
ら
告
げ
て
、
い
な
く

な
っ
た
。

房
千
里
（『
投
荒
雑
録
』）
　
春
州
（
広
東
省
）
南
門
外
の
仙
署
館
に
あ
る
盧
公
亭
に

左
遷
さ
れ
た
房
千
里
が
滞
在
し
た
時
、
そ
の
下
僕
の
も
と
に
魁
偉
な
朱
衣
の
者
が
現

れ
る
怪
異
が
起
き
た
。
ま
た
、
下
級
役
人
が
東
の
部
屋
に
泊
ま
っ
た
時
は
、
昼
間
に

み
す
ぼ
ら
し
い
男
が
現
れ
、
さ
っ
さ
と
立
ち
退
く
よ
う
言
わ
れ
た
。
牙
門
将
の
陸
建

（39）

『太平広記』鬼部説話の構成 ― 鬼三十六～鬼四十 ―

宗
の
話
で
は
、
下
級
役
人
が
見
た
男
は
、
元
和
（
８
０
６
〜
８
２
０
）
に
李
師
道
が

誅
さ
れ
た
時
、
こ
の
地
で
処
刑
さ
れ
た
従
事
の
陸
行
倹
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

韋
氏
子
（『
唐
闕
史
』）
　
京
兆
の
韋
氏
の
息
子
が
側
室
と
し
た
洛
陽
の
妓
女
は
、
杜

甫
詩
集
の
写
本
の
誤
り
を
正
す
こ
と
も
出
来
る
才
女
で
あ
っ
た
が
、
年
二
十
一
で
死

ん
で
し
ま
っ
た
。
韋
は
悲
し
み
で
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
嵩
山
の
任
処
士
に
反
魂
の
術

を
行
っ
て
貰
っ
た
。
近
づ
い
た
り
泣
い
た
り
し
な
け
れ
ば
、蠟
燭
が
一
寸
燃
え
る
間
、

霊
魂
は
留
ま
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
香
を
焚
い
た
部
屋
に
幕
を
廻
ら
し
、
夕

刻
、
任
処
士
が
長
嘆
し
て
招
く
と
幕
の
向
こ
う
に
女
が
現
れ
た
。
生
前
と
変
わ
ら
な

い
様
子
で
あ
っ
た
が
、
話
し
か
け
て
も
頷
く
の
み
で
あ
っ
た
。
時
間
に
な
り
、
近
寄

ろ
う
と
し
た
が
女
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
任
処
士
は
同
情
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
謝
礼

を
受
け
取
ら
ず
、
思
い
を
断
つ
よ
う
韋
に
忠
告
し
た
が
、
韋
は
悲
し
み
か
ら
逃
れ
ら

れ
ず
翌
年
に
死
ん
だ
。

李
潯
（『
劇
談
録
』）
　
咸
通
中
（
８
６
０
〜
８
７
４
）、
中
牟
（
河
南
省
）
尉
の
李

潯
は
強
気
で
神
の
存
在
を
信
じ
ず
、
人
が
地
面
に
酒
を
撒
い
て
神
を
祀
ろ
う
と
す
る

と
怒
っ
て
止
め
さ
せ
た
。
あ
る
時
、
李
潯
が
病
気
に
な
っ
て
寝
て
い
る
と
、
数
名
の

ひ
ど
く
醜
い
者
た
ち
が
見
舞
い
に
来
て
、「
お
前
は
い
つ
も
人
が
我
々
に
酒
を
ふ
る

ま
お
う
と
す
る
の
を
惜
し
ん
で
い
る
が
、今
日
は
お
前
を
酔
わ
せ
て
や
ろ
う
」と
言
っ

て
、
ぐ
で
ん
ぐ
で
ん
に
な
る
ま
で
李
に
酒
を
飲
ま
せ
た
。
ひ
ど
い
二
日
酔
に
な
り
、

数
ヶ
月
し
て
よ
う
や
く
治
っ
た
。

段
成
式
（『
南
楚
新
聞
』）
　
相
国
の
段
文
昌
の
子
の
太
常
卿
段
成
式
は
咸
通
四
年

（
８
６
３
）
六
月
に
死
ん
だ
。
そ
の
年
の
十
一
月
十
三
日
、
大
雪
の
冬
至
の
日
に
、

親
交
の
深
か
っ
た
温
庭
筠
は
、
段
成
式
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
文
意
の
よ
く

分
か
ら
な
い
手
紙
で
あ
っ
た
が
、
温
段
二
家
に
そ
れ
ぞ
れ
伝
わ
っ
て
い
る
。
沂
王
の

守
り
役
で
あ
っ
た
段
安
節
は
成
式
の
子
で
温
庭
筠
の
壻
で
も
あ
り
、
こ
の
話
を
語
っ

た
。

鬼
葬
（『
洽
聞
記
』）
　
辰
州
（
湖
南
省
懐
化
市
）
漵
浦
県
の
西
四
十
里
に
鬼
葬
山
が

あ
る
。
黄
閔『
沅
川
記
』に
よ
る
と
、そ
の
山
中
の
岩
壁
に
十
余
丈
の
木
棺
が
有
り「
鬼

葬
の
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
故
老
の
話
で
は
、
鬼
が
こ
の
棺
を
作
っ
た
時
、
七
日

間
、
昼
も
暗
く
な
り
、
斧
と
鑿
の
音
だ
け
が
響
い
た
。
家
々
で
は
い
つ
の
間
に
か
斧

な
ど
が
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
七
日
経
っ
て
晴
れ
る
と
な
く
な
っ
た
物
も
戻
っ
て
き

た
。
た
だ
戻
っ
て
き
た
鍋
や
斧
は
脂
ま
み
れ
で
生
臭
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

董
漢
勛
（『
三
水
小
牘
』）
　
汝
墳
（
河
南
省
葉
県
）
の
董
漢
勛
は
騎
射
に
優
れ
、
西

北
で
は
羌
族
に
も
畏
れ
ら
れ
て
い
た
。
乾
符
丙
申
の
年（
８
７
６
）、董
は
龍
興
鎮（
河

南
省
平
頂
山
市
宝
豊
県
）
の
将
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
妻
に
十
人
余
り
の
酒
食
を
用

意
さ
せ
、正
装
で
空
に
向
か
っ
て
拝
し
、人
と
談
笑
す
る
よ
う
な
様
子
で
広
間
に
入
っ

た
。
酒
食
は
ま
る
で
お
供
え
の
よ
う
で
あ
り
、
妻
が
詰
る
と
「
辺
境
で
陣
没
し
た
仲

間
た
ち
が
久
し
ぶ
り
に
会
い
に
来
て
く
れ
て
い
た
の
だ
」
と
言
っ
た
。
翌
年
秋
に
土

賊
王
仙
芝
の
軍
数
万
が
郡
を
襲
い
、
迎
撃
し
た
精
鋭
五
百
人
は
み
な
捕
ま
り
、
唯
一

逃
げ
の
び
た
董
は
城
内
五
百
人
の
兵
力
で
籠
城
し
多
く
の
敵
を
討
っ
た
が
、
飢
え
疲

れ
て
殺
さ
れ
た
。
そ
の
奮
戦
の
様
子
は
賊
将
も
感
嘆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

巻
三
五
「
鬼　

三
十
六
」
は
、
宣
宗
の
大
中
年
間
か
ら
僖
宗
の
乾
符
年
間
を
時
代

背
景
と
す
る
鬼
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
比
較
的
安
定
し
て
い
た
宣
宗
の
治
世
は

「
大
中
の
治
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
宣
宗
自
身
も
「
小
太
宗
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、

跡
を
継
い
だ
長
男
の
懿
宗
は
暗
愚
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
懿
宗
の

子
の
僖
宗
の
時
代
か
ら
唐
は
滅
亡
期
に
入
る
。
本
巻
の
最
後
の
「
董
漢
勛
」
は
王
仙

之
軍
が
郡
城
を
屠
っ
た
話
で
あ
る
が
、
塩
の
闇
商
人
で
あ
っ
た
王
仙
之
は
乾
符
元
年

（
８
７
４
）
に
反
乱
を
起
こ
し
、
そ
の
配
下
に
い
た
の
が
黄
巣
で
あ
り
、
唐
を
滅
亡

に
導
く
黄
巣
の
乱
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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二　

黄
巣
の
乱
の
時
代
―
巻
三
五
二　

鬼
三
十
七
―

 

（
唐
宣
宗
・
大
中
年
間
〜
前
蜀
・
天
漢
年
間
）

牟
頴
（（『
瀟
湘
録
』）
　
洛
陽
の
牟
頴
は
、
若
い
時
に
酔
っ
て
郊
外
に
出
て
し
ま
い
、

夜
中
に
目
を
覚
ま
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
傍
ら
に
夜
露
に
濡
れ
た
骸
骨
が
あ
り
、
夜

が
明
け
て
か
ら
埋
葬
し
て
や
っ
た
。
す
る
と
夜
に
な
っ
て
二
十
歳
ぐ
ら
い
の
剣
を
杖

突
い
た
白
衣
の
者
が
頴
を
拝
し
て
、
自
分
は
ほ
し
い
ま
ま
に
人
を
殺
し
て
い
た
強
盗

で
あ
っ
た
が
仲
間
と
争
っ
て
殺
さ
れ
た
の
だ
と
語
り
、
埋
葬
の
恩
を
謝
し
た
。
さ
ら

に
、
毎
晩
僅
か
の
供
え
物
で
祀
っ
て
く
れ
れ
ば
、
赤
丁
子
と
一
声
呼
ば
れ
た
時
に
馳

せ
参
じ
て
頴
の
た
め
に
働
く
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
頴
は
い
つ
も
赤
丁
子
に
盗
み

を
さ
せ
て
金
持
ち
に
な
っ
た
。
あ
る
時
、
頴
は
隣
家
の
妻
を
見
か
け
、
美
人
で
あ
っ

た
の
で
赤
丁
子
に
連
れ
て
来
さ
せ
た
。
女
は
悲
し
ん
で
泣
き
、
隣
家
も
役
所
に
届
け

た
の
で
、
数
日
後
に
家
に
帰
ら
せ
、「
妖
怪
に
攫
わ
れ
て
い
た
」
と
言
わ
せ
た
。
そ

れ
か
ら
は
家
人
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
数
日
お
き
に
夜
だ
け
来
さ
せ
て
一
年
が
過

ぎ
た
。
女
は
頴
の
使
う
妖
術
に
つ
い
て
知
り
た
が
り
、
話
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
事
実

を
暴
露
す
る
と
迫
っ
た
の
で
、頴
は
秘
密
を
話
し
た
。
女
は
そ
の
事
を
家
人
に
告
げ
、

隣
家
は
道
士
に
護
符
で
家
を
守
ら
せ
た
が
、
女
は
黒
雲
に
攫
わ
れ
、
牟
頴
は
女
を
連

れ
て
失
踪
し
て
し
ま
っ
た
。

游
氏
子
（『
三
水
小
牘
』）
　
乾
符
（
８
７
４
〜
８
７
９
）
の
初
め
の
夏
、
許
（
河
南

省
許
昌
市
）
の
游
氏
の
息
子
は
勇
猛
を
誇
り
、
凶
宅
と
怖
れ
ら
れ
「
住
む
こ
と
が
出

来
た
人
に
進
呈
す
る
」
と
告
知
さ
れ
て
い
た
旧
趙
将
軍
邸
に
乗
り
込
ん
だ
。
果
た
し

て
、
夜
が
更
け
て
く
る
と
紫
衣
の
者
た
ち
が
現
れ
、
歌
舞
音
曲
に
興
じ
つ
つ
宴
会
を

始
め
、
游
氏
の
息
子
は
捕
ま
え
よ
う
と
し
た
が
、
足
が
押
さ
え
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に

動
か
ず
、
声
を
出
す
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
夜
明
け
を
告
げ
る
太
鼓
が
鳴
る
と
怪

異
は
消
え
、
游
氏
の
息
子
は
屋
敷
か
ら
這
い
出
て
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
よ
う
や
く

変
鬼
帰
還
譚

「
邢
群
」「
李
重
」
は
ど
ち
ら
も
鬼
の
見
舞
い
を
受
け
、
平
癒
が
予
言
さ
れ
る
話
で

あ
る
。
鬼
と
会
っ
て
話
が
出
来
た
の
は
、
重
篤
な
病
の
た
め
に
自
身
が
死
に
近
い
存

在
に
な
っ
て
い
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

「
王
坤
」
は
、
鬼
の
視
点
か
ら
人
の
世
を
見
る
と
い
う
、
通
常
の
鬼
話
を
裏
返
し

た
構
造
の
話
で
あ
る
。

「
蘇
太
玄
」
に
お
い
て
、
妻
の
声
し
か
聞
こ
え
な
い
の
は
蘇
太
玄
が
死
か
ら
遠
い

健
康
体
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
民
間
の
流
行
神
が
発
生
す
る
構
造
を
示
唆
す
る

話
で
も
あ
る
。

  「
韋
氏
子
」は
、唐
代
の
降
霊
術
の
具
体
的
な
記
録
と
し
て
も
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

「
段
成
式
」
は
、
鬼
と
な
っ
た
友
人
が
手
紙
を
寄
越
す
話
な
の
で
、
変
鬼
帰
還

譚
の
派
生
型
と
す
る
。
沂
王
は
昭
宗
の
第
四
子
李
禋
の
こ
と
で
あ
り
、
乾
寧
元
年

（
８
９
４
）
に
沂
王
に
封
じ
ら
れ
た
が
、
朱
全
忠
に
よ
っ
て
天
祐
二
年
（
９
０
５
）
に

他
の
王
と
共
に
殺
さ
れ
た
。

「
董
漢
勛
」
に
お
い
て
、
董
に
戦
友
た
ち
が
見
え
た
の
は
、
董
自
身
の
死
が
翌
年

に
迫
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
李
潯
」
は
、
無
鬼
論
者
を
鬼
が
訪
問
す
る
と
い
う
話
型
の
派
生
型
で
あ
る
。

「
鬼
葬
」
は
、
山
中
の
岸
壁
に
設
置
し
た
棒
杭
や
岩
穴
に
木
棺
を
置
く
「
懸
棺
葬
」

と
呼
ば
れ
る
中
国
古
代
の
南
方
に
見
ら
れ
る
葬
儀
様
式
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
房
千
里
」
は
、
文
人
房
千
里
に
関
す
る
逸
話
と
し
て
の
側
面
を
も
っ
て
い
る
。

平
盧
節
度
使
で
あ
っ
た
李
師
道
は
元
和
十
三
年
（
８
１
８
）
に
反
乱
を
起
こ
し
て
処

刑
さ
れ
た
。
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口
が
き
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
こ
の
屋
敷
に
住
ん
で
み
よ
う
と
す
る
者
は
な

か
っ
た
。

李
雲
（『
聞
奇
録
』）
　
先
の
南
鄭
県
（
陝
西
省
漢
中
市
）
の
尉
で
あ
っ
た
李
雲
は
、

長
安
の
貴
人
の
娘
で
あ
る
楚
賓
に
求
婚
し
、
余
人
と
は
決
し
て
結
婚
し
な
い
こ
と
を

誓
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
母
の
承
諾
を
得
た
。
数
年
後
に
楚
賓
は
亡
じ
、
一
年
後
に

李
雲
は
先
の
南
鄭
県
令
沈
氏
の
娘
と
再
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
婚
姻
の
日
、
李
雲

が
風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
、
楚
賓
が
現
れ
、
結
婚
祝
い
と
称
し
て
香
料
を
湯
に
入
れ
、

簪
で
か
き
混
ぜ
て
去
っ
て
行
っ
た
。
李
雲
は
不
安
を
覚
え
た
が
、
眠
気
と
疲
労
感
に

襲
わ
れ
風
呂
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
死
ん
だ
。
遺
体
は
綿
の
よ
う
に
な
り
、
骨
も

肉
も
溶
け
て
し
ま
っ
た
。

鄭
総
（『
聞
奇
録
』）
　
進
士
の
鄭
総
は
妾
が
病
気
に
な
っ
た
の
で
、
科
挙
受
験
の
た

め
の
上
京
を
取
り
や
め
よ
う
と
し
た
が
、
妾
に
た
し
な
め
ら
れ
て
都
に
行
っ
た
。
春

に
な
り
、落
第
し
て
帰
宅
す
る
と
妾
は
既
に
死
ん
で
い
た
。
葬
っ
て
一
月
ほ
ど
し
て
、

深
夜
に
妾
が
や
っ
て
き
た
の
で
、
何
か
欲
し
い
も
の
が
な
い
か
聞
く
と
、
良
い
茶
を

乞
う
た
の
で
、
鄭
総
は
自
分
で
煮
て
や
っ
た
。
幼
い
娘
に
も
会
わ
せ
て
や
ろ
う
と
し

た
が
、「
驚
く
だ
ろ
う
か
ら
」
と
会
わ
ず
に
去
っ
て
行
っ
た
。

王
紹
（『
聞
奇
録
』）
　
明
経
科
の
受
験
生
の
王
紹
は
、深
夜
に
読
書
を
し
て
い
る
と
、

筆
を
借
り
た
い
と
外
か
ら
窓
越
し
に
頼
ま
れ
た
。
貸
し
て
や
る
と
、「
何
人
ぞ
窓
下

に
読
書
の
声　

南
斗
は
闌
干
と
し
て
北
斗
は
横
た
は
る　

千
里
家
を
思
へ
ど
も
帰
る

を
得
ず　

春
風
に
腸
を
断
ず
石
頭
の
城
」
と
窓
に
張
っ
た
紙
に
記
し
、
詠
じ
終
え
る

と
あ
た
り
は
し
ん
と
静
ま
り
か
え
り
、
誰
も
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
相
手
は
人
で
は

な
か
っ
た
と
分
か
っ
た
。

王
鮪
（『
劇
談
録
』）
　
鳳
翔
（
陝
西
省
宝
鶏
市
）
の
少
尹
（
副
官
）
の
王
鮪
は
礼
部

侍
郎
王
凝
の
叔
父
で
あ
る
。
十
四
五
歳
の
頃
、
果
樹
園
の
竹
林
の
糞
土
に
埋
も
れ
て

い
た
二
個
の
髑
髏
を
埋
葬
す
る
と
、
感
謝
し
た
霊
が
吉
凶
を
予
め
知
ら
せ
て
く
れ
る

こ
と
を
約
束
し
、
年
月
を
経
て
霊
と
親
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
交
友
の
深
い
度
支
使

（
財
務
管
理
官
）
の
崔
珙
の
家
で
の
宴
会
に
招
か
れ
た
際
、
崔
珙
の
歌
妓
が
急
死
し
、

王
鮪
は
白
牛
の
頭
と
酒
一
斛
を
遺
体
を
安
置
し
た
浄
室
に
準
備
さ
せ
、
夜
明
け
の
太

鼓
が
鳴
る
と
牛
が
吠
え
る
の
で
、
そ
の
時
に
急
い
で
戸
を
開
け
れ
ば
蘇
生
す
る
と
教

え
た
。
崔
珙
が
そ
の
通
り
に
す
る
と
歌
妓
は
生
き
返
り
、「
夕
方
、
華
麗
な
屋
敷
で

の
紫
や
朱
の
衣
を
着
た
青
年
た
ち
の
宴
会
に
召
し
出
さ
れ
た
が
、
牛
頭
の
大
男
が
戟

を
手
に
乱
入
し
、
自
分
を
背
負
っ
て
出
て
、
気
が
つ
い
た
ら
部
屋
の
中
で
寝
て
い
た
」

と
語
っ
た
。
後
に
崔
珙
は
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
王
鮪
に
尋
ね
た
が
、
王
鮪
は
答
え

な
か
っ
た
。

李
戴
仁
（『
北
夢
瑣
言
』）
　
川
の
ほ
と
り
に
は
倀
鬼
が
よ
く
現
れ
て
人
の
名
を
呼
び
、

応
え
て
し
ま
っ
た
者
は
必
ず
溺
死
す
る
。
李
戴
仁
が
舟
を
枝
江
県
の
曲
浦
に
係
留
し

て
い
る
と
、
月
明
か
り
の
下
、
老
婆
と
男
が
水
上
に
現
れ
、「
人
が
い
る
」
と
驚
き
、

水
面
を
平
地
を
行
く
よ
う
に
走
り
、岸
に
登
っ
て
去
っ
て
行
っ
た
。
ま
た
、当
陽
（
湖

北
省
当
陽
市
）令
の
蘇
汭
が
江
陵（
湖
北
省
江
陵
県
）で
月
明
り
の
夜
に
着
衣
が
び
っ

し
ょ
り
濡
れ
た
ざ
ん
ば
ら
髪
の
美
女
を
見
か
け
、
ふ
ざ
け
て
「
川
の
倀
鬼
じ
ゃ
な
い

か
」
と
言
う
と
、
女
は
「
幽
霊
と
言
っ
た
な
」
と
怒
り
、
追
い
か
け
て
来
た
。
蘇
汭

は
逃
げ
、
夜
警
に
出
合
っ
て
止
ま
る
と
、
女
は
引
き
返
し
て
去
っ
た
。

劉
璪
（『
北
夢
瑣
言
』）
　
漢
水
の
北
、
鄧
州
（
河
南
省
鄧
州
市
）
州
境
の
穴
口
に
、

漢
水
に
合
流
す
る
川
が
あ
っ
た
が
、
砂
が
溜
ま
っ
て
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
い
た
。
前

の
江
陵
（
湖
北
省
江
陵
県
）
令
で
あ
っ
た
劉
璪
は
、
丙
子
の
年
（
８
５
６　

宣
宗
・

大
中
十
年
）、
穴
口
に
行
き
、
当
地
の
韓
氏
か
ら
鄰
村
の
張
家
の
三
日
前
に
死
ん
だ

新
妻
が
生
き
返
っ
た
話
を
聞
い
た
。
新
妻
が
言
う
に
は
、
廟
神
が
将
兵
た
ち
に
川
の

砂
を
取
り
除
く
作
業
を
さ
せ
て
お
り
、
張
家
の
祖
霊
た
ち
に
彼
ら
の
軍
糧
を
作
ら
せ

て
い
た
が
、
餅
を
作
る
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
新
妻
が
召
喚
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

村
人
た
ち
は
新
妻
の
話
を
信
じ
な
か
っ
た
が
、
久
し
か
ら
ず
し
て
川
の
砂
溜
ま
り
が
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二　

黄
巣
の
乱
の
時
代
―
巻
三
五
二　

鬼
三
十
七
―

 

（
唐
宣
宗
・
大
中
年
間
〜
前
蜀
・
天
漢
年
間
）

牟
頴
（（『
瀟
湘
録
』）
　
洛
陽
の
牟
頴
は
、
若
い
時
に
酔
っ
て
郊
外
に
出
て
し
ま
い
、

夜
中
に
目
を
覚
ま
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
傍
ら
に
夜
露
に
濡
れ
た
骸
骨
が
あ
り
、
夜

が
明
け
て
か
ら
埋
葬
し
て
や
っ
た
。
す
る
と
夜
に
な
っ
て
二
十
歳
ぐ
ら
い
の
剣
を
杖

突
い
た
白
衣
の
者
が
頴
を
拝
し
て
、
自
分
は
ほ
し
い
ま
ま
に
人
を
殺
し
て
い
た
強
盗

で
あ
っ
た
が
仲
間
と
争
っ
て
殺
さ
れ
た
の
だ
と
語
り
、
埋
葬
の
恩
を
謝
し
た
。
さ
ら

に
、
毎
晩
僅
か
の
供
え
物
で
祀
っ
て
く
れ
れ
ば
、
赤
丁
子
と
一
声
呼
ば
れ
た
時
に
馳

せ
参
じ
て
頴
の
た
め
に
働
く
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
頴
は
い
つ
も
赤
丁
子
に
盗
み

を
さ
せ
て
金
持
ち
に
な
っ
た
。
あ
る
時
、
頴
は
隣
家
の
妻
を
見
か
け
、
美
人
で
あ
っ

た
の
で
赤
丁
子
に
連
れ
て
来
さ
せ
た
。
女
は
悲
し
ん
で
泣
き
、
隣
家
も
役
所
に
届
け

た
の
で
、
数
日
後
に
家
に
帰
ら
せ
、「
妖
怪
に
攫
わ
れ
て
い
た
」
と
言
わ
せ
た
。
そ

れ
か
ら
は
家
人
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
数
日
お
き
に
夜
だ
け
来
さ
せ
て
一
年
が
過

ぎ
た
。
女
は
頴
の
使
う
妖
術
に
つ
い
て
知
り
た
が
り
、
話
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
事
実

を
暴
露
す
る
と
迫
っ
た
の
で
、頴
は
秘
密
を
話
し
た
。
女
は
そ
の
事
を
家
人
に
告
げ
、

隣
家
は
道
士
に
護
符
で
家
を
守
ら
せ
た
が
、
女
は
黒
雲
に
攫
わ
れ
、
牟
頴
は
女
を
連

れ
て
失
踪
し
て
し
ま
っ
た
。

游
氏
子
（『
三
水
小
牘
』）
　
乾
符
（
８
７
４
〜
８
７
９
）
の
初
め
の
夏
、
許
（
河
南

省
許
昌
市
）
の
游
氏
の
息
子
は
勇
猛
を
誇
り
、
凶
宅
と
怖
れ
ら
れ
「
住
む
こ
と
が
出

来
た
人
に
進
呈
す
る
」
と
告
知
さ
れ
て
い
た
旧
趙
将
軍
邸
に
乗
り
込
ん
だ
。
果
た
し

て
、
夜
が
更
け
て
く
る
と
紫
衣
の
者
た
ち
が
現
れ
、
歌
舞
音
曲
に
興
じ
つ
つ
宴
会
を

始
め
、
游
氏
の
息
子
は
捕
ま
え
よ
う
と
し
た
が
、
足
が
押
さ
え
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に

動
か
ず
、
声
を
出
す
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
夜
明
け
を
告
げ
る
太
鼓
が
鳴
る
と
怪

異
は
消
え
、
游
氏
の
息
子
は
屋
敷
か
ら
這
い
出
て
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
よ
う
や
く

変
鬼
帰
還
譚

「
邢
群
」「
李
重
」
は
ど
ち
ら
も
鬼
の
見
舞
い
を
受
け
、
平
癒
が
予
言
さ
れ
る
話
で

あ
る
。
鬼
と
会
っ
て
話
が
出
来
た
の
は
、
重
篤
な
病
の
た
め
に
自
身
が
死
に
近
い
存

在
に
な
っ
て
い
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。

「
王
坤
」
は
、
鬼
の
視
点
か
ら
人
の
世
を
見
る
と
い
う
、
通
常
の
鬼
話
を
裏
返
し

た
構
造
の
話
で
あ
る
。

「
蘇
太
玄
」
に
お
い
て
、
妻
の
声
し
か
聞
こ
え
な
い
の
は
蘇
太
玄
が
死
か
ら
遠
い

健
康
体
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
民
間
の
流
行
神
が
発
生
す
る
構
造
を
示
唆
す
る

話
で
も
あ
る
。

  「
韋
氏
子
」は
、唐
代
の
降
霊
術
の
具
体
的
な
記
録
と
し
て
も
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

「
段
成
式
」
は
、
鬼
と
な
っ
た
友
人
が
手
紙
を
寄
越
す
話
な
の
で
、
変
鬼
帰
還

譚
の
派
生
型
と
す
る
。
沂
王
は
昭
宗
の
第
四
子
李
禋
の
こ
と
で
あ
り
、
乾
寧
元
年

（
８
９
４
）
に
沂
王
に
封
じ
ら
れ
た
が
、
朱
全
忠
に
よ
っ
て
天
祐
二
年
（
９
０
５
）
に

他
の
王
と
共
に
殺
さ
れ
た
。

「
董
漢
勛
」
に
お
い
て
、
董
に
戦
友
た
ち
が
見
え
た
の
は
、
董
自
身
の
死
が
翌
年

に
迫
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
李
潯
」
は
、
無
鬼
論
者
を
鬼
が
訪
問
す
る
と
い
う
話
型
の
派
生
型
で
あ
る
。

「
鬼
葬
」
は
、
山
中
の
岸
壁
に
設
置
し
た
棒
杭
や
岩
穴
に
木
棺
を
置
く
「
懸
棺
葬
」

と
呼
ば
れ
る
中
国
古
代
の
南
方
に
見
ら
れ
る
葬
儀
様
式
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
房
千
里
」
は
、
文
人
房
千
里
に
関
す
る
逸
話
と
し
て
の
側
面
を
も
っ
て
い
る
。

平
盧
節
度
使
で
あ
っ
た
李
師
道
は
元
和
十
三
年
（
８
１
８
）
に
反
乱
を
起
こ
し
て
処

刑
さ
れ
た
。
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口
が
き
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
、
こ
の
屋
敷
に
住
ん
で
み
よ
う
と
す
る
者
は
な

か
っ
た
。

李
雲
（『
聞
奇
録
』）
　
先
の
南
鄭
県
（
陝
西
省
漢
中
市
）
の
尉
で
あ
っ
た
李
雲
は
、

長
安
の
貴
人
の
娘
で
あ
る
楚
賓
に
求
婚
し
、
余
人
と
は
決
し
て
結
婚
し
な
い
こ
と
を

誓
っ
て
、
よ
う
や
く
そ
の
母
の
承
諾
を
得
た
。
数
年
後
に
楚
賓
は
亡
じ
、
一
年
後
に

李
雲
は
先
の
南
鄭
県
令
沈
氏
の
娘
と
再
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
婚
姻
の
日
、
李
雲

が
風
呂
に
入
っ
て
い
る
と
、
楚
賓
が
現
れ
、
結
婚
祝
い
と
称
し
て
香
料
を
湯
に
入
れ
、

簪
で
か
き
混
ぜ
て
去
っ
て
行
っ
た
。
李
雲
は
不
安
を
覚
え
た
が
、
眠
気
と
疲
労
感
に

襲
わ
れ
風
呂
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
死
ん
だ
。
遺
体
は
綿
の
よ
う
に
な
り
、
骨
も

肉
も
溶
け
て
し
ま
っ
た
。

鄭
総
（『
聞
奇
録
』）
　
進
士
の
鄭
総
は
妾
が
病
気
に
な
っ
た
の
で
、
科
挙
受
験
の
た

め
の
上
京
を
取
り
や
め
よ
う
と
し
た
が
、
妾
に
た
し
な
め
ら
れ
て
都
に
行
っ
た
。
春

に
な
り
、落
第
し
て
帰
宅
す
る
と
妾
は
既
に
死
ん
で
い
た
。
葬
っ
て
一
月
ほ
ど
し
て
、

深
夜
に
妾
が
や
っ
て
き
た
の
で
、
何
か
欲
し
い
も
の
が
な
い
か
聞
く
と
、
良
い
茶
を

乞
う
た
の
で
、
鄭
総
は
自
分
で
煮
て
や
っ
た
。
幼
い
娘
に
も
会
わ
せ
て
や
ろ
う
と
し

た
が
、「
驚
く
だ
ろ
う
か
ら
」
と
会
わ
ず
に
去
っ
て
行
っ
た
。

王
紹
（『
聞
奇
録
』）
　
明
経
科
の
受
験
生
の
王
紹
は
、深
夜
に
読
書
を
し
て
い
る
と
、

筆
を
借
り
た
い
と
外
か
ら
窓
越
し
に
頼
ま
れ
た
。
貸
し
て
や
る
と
、「
何
人
ぞ
窓
下

に
読
書
の
声　

南
斗
は
闌
干
と
し
て
北
斗
は
横
た
は
る　

千
里
家
を
思
へ
ど
も
帰
る

を
得
ず　

春
風
に
腸
を
断
ず
石
頭
の
城
」
と
窓
に
張
っ
た
紙
に
記
し
、
詠
じ
終
え
る

と
あ
た
り
は
し
ん
と
静
ま
り
か
え
り
、
誰
も
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
相
手
は
人
で
は

な
か
っ
た
と
分
か
っ
た
。

王
鮪
（『
劇
談
録
』）
　
鳳
翔
（
陝
西
省
宝
鶏
市
）
の
少
尹
（
副
官
）
の
王
鮪
は
礼
部

侍
郎
王
凝
の
叔
父
で
あ
る
。
十
四
五
歳
の
頃
、
果
樹
園
の
竹
林
の
糞
土
に
埋
も
れ
て

い
た
二
個
の
髑
髏
を
埋
葬
す
る
と
、
感
謝
し
た
霊
が
吉
凶
を
予
め
知
ら
せ
て
く
れ
る

こ
と
を
約
束
し
、
年
月
を
経
て
霊
と
親
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
交
友
の
深
い
度
支
使

（
財
務
管
理
官
）
の
崔
珙
の
家
で
の
宴
会
に
招
か
れ
た
際
、
崔
珙
の
歌
妓
が
急
死
し
、

王
鮪
は
白
牛
の
頭
と
酒
一
斛
を
遺
体
を
安
置
し
た
浄
室
に
準
備
さ
せ
、
夜
明
け
の
太

鼓
が
鳴
る
と
牛
が
吠
え
る
の
で
、
そ
の
時
に
急
い
で
戸
を
開
け
れ
ば
蘇
生
す
る
と
教

え
た
。
崔
珙
が
そ
の
通
り
に
す
る
と
歌
妓
は
生
き
返
り
、「
夕
方
、
華
麗
な
屋
敷
で

の
紫
や
朱
の
衣
を
着
た
青
年
た
ち
の
宴
会
に
召
し
出
さ
れ
た
が
、
牛
頭
の
大
男
が
戟

を
手
に
乱
入
し
、
自
分
を
背
負
っ
て
出
て
、
気
が
つ
い
た
ら
部
屋
の
中
で
寝
て
い
た
」

と
語
っ
た
。
後
に
崔
珙
は
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
王
鮪
に
尋
ね
た
が
、
王
鮪
は
答
え

な
か
っ
た
。

李
戴
仁
（『
北
夢
瑣
言
』）
　
川
の
ほ
と
り
に
は
倀
鬼
が
よ
く
現
れ
て
人
の
名
を
呼
び
、

応
え
て
し
ま
っ
た
者
は
必
ず
溺
死
す
る
。
李
戴
仁
が
舟
を
枝
江
県
の
曲
浦
に
係
留
し

て
い
る
と
、
月
明
か
り
の
下
、
老
婆
と
男
が
水
上
に
現
れ
、「
人
が
い
る
」
と
驚
き
、

水
面
を
平
地
を
行
く
よ
う
に
走
り
、岸
に
登
っ
て
去
っ
て
行
っ
た
。
ま
た
、当
陽
（
湖

北
省
当
陽
市
）令
の
蘇
汭
が
江
陵（
湖
北
省
江
陵
県
）で
月
明
り
の
夜
に
着
衣
が
び
っ

し
ょ
り
濡
れ
た
ざ
ん
ば
ら
髪
の
美
女
を
見
か
け
、
ふ
ざ
け
て
「
川
の
倀
鬼
じ
ゃ
な
い

か
」
と
言
う
と
、
女
は
「
幽
霊
と
言
っ
た
な
」
と
怒
り
、
追
い
か
け
て
来
た
。
蘇
汭

は
逃
げ
、
夜
警
に
出
合
っ
て
止
ま
る
と
、
女
は
引
き
返
し
て
去
っ
た
。

劉
璪
（『
北
夢
瑣
言
』）
　
漢
水
の
北
、
鄧
州
（
河
南
省
鄧
州
市
）
州
境
の
穴
口
に
、

漢
水
に
合
流
す
る
川
が
あ
っ
た
が
、
砂
が
溜
ま
っ
て
流
れ
が
悪
く
な
っ
て
い
た
。
前

の
江
陵
（
湖
北
省
江
陵
県
）
令
で
あ
っ
た
劉
璪
は
、
丙
子
の
年
（
８
５
６　

宣
宗
・

大
中
十
年
）、
穴
口
に
行
き
、
当
地
の
韓
氏
か
ら
鄰
村
の
張
家
の
三
日
前
に
死
ん
だ

新
妻
が
生
き
返
っ
た
話
を
聞
い
た
。
新
妻
が
言
う
に
は
、
廟
神
が
将
兵
た
ち
に
川
の

砂
を
取
り
除
く
作
業
を
さ
せ
て
お
り
、
張
家
の
祖
霊
た
ち
に
彼
ら
の
軍
糧
を
作
ら
せ

て
い
た
が
、
餅
を
作
る
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
新
妻
が
召
喚
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

村
人
た
ち
は
新
妻
の
話
を
信
じ
な
か
っ
た
が
、
久
し
か
ら
ず
し
て
川
の
砂
溜
ま
り
が
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次
々
と
砕
け
て
水
没
し
た
。

李
矩
（『
北
夢
瑣
言
』）
　
成
汭
が
荊
州
（
湖
北
省
・
湖
南
省
）
を
治
め
て
い
た
時
期

の
こ
と
。
墊
江
県
（
重
慶
市
墊
江
県
）
令
の
崔
令
と
主
簿
の
李
矩
は
仲
が
悪
く
、
崔

令
が
群
盗
に
殺
さ
れ
た
際
、
李
矩
は
内
通
を
疑
わ
れ
、
豫
州
（
河
南
省
）、
つ
い
で

江
陵
（
湖
北
省
江
陵
県
）
に
送
ら
れ
た
。
獄
吏
の
常
某
は
判
官
の
范
某
が
許
さ
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
李
矩
を
拷
問
し
、
む
り
や
り
罪
を
認
め
さ
せ
た
。
処
刑
に

臨
み
、
李
矩
は
冥
府
で
冤
罪
を
訴
え
ら
れ
る
よ
う
に
家
人
に
紙
や
筆
を
多
く
焼
か
せ

た
。
一
ヶ
月
後
、
常
某
が
急
死
し
、
范
某
の
前
に
李
矩
が
現
れ
て
、
范
某
の
こ
と
は

恨
ん
で
い
な
い
が
証
人
と
し
て
冥
府
に
来
て
貰
う
必
要
が
あ
る
と
言
っ
た
。
范
の
妻

子
も
懸
命
に
頼
み
、
范
は
一
ヶ
月
の
猶
予
を
貰
い
、
家
の
後
始
末
を
し
て
翌
月
に
死

亡
し
た
。

陶
福（『
北
夢
瑣
言
』）　
蜀
将
の
陶
福
は
若
い
時
は
無
頼
漢
で
犬
や
牛
を
盗
ん
で
食
っ

た
り
し
て
い
た
が
、
後
に
功
を
立
て
て
郡
守
と
な
り
、
興
元
府
（
陝
西
省
漢
中
市
）

に
属
す
る
西
県
（
甘
粛
省
隴
南
市
）
に
駐
屯
し
て
い
た
。
急
病
を
発
し
、
従
者
の
朱

軍
将
に
医
者
の
李
令
藹
を
興
元
府
ま
で
呼
び
に
行
か
せ
た
。
李
令
藹
と
朱
軍
将
は
騎

馬
で
西
県
に
向
か
い
、
夜
に
な
っ
て
城
外
の
諸
葛
亮
廟
の
前
ま
で
来
る
と
、
囚
人
と

し
て
陶
福
が
徒
歩
で
護
送
さ
れ
る
の
に
遭
遇
し
た
。
後
ろ
か
ら
つ
い
て
く
る
人
々
の

中
に
は
、
衣
服
を
抱
え
た
陶
の
老
父
も
い
た
。
恐
怖
と
疑
惑
の
中
で
明
け
方
に
軍
営

に
至
る
と
、
陶
の
死
を
示
す
家
族
の
哭
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
先
に
見
た
の
は
、
陶

の
霊
魂
が
冥
府
に
捕
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

巴
川
崔
令
（『
録
異
記
』）
　
合
州
巴
川
県
（
重
慶
市
）
は
乱
で
政
庁
が
破
壊
さ
れ
、

要
塞
に
移
転
し
て
防
御
を
固
め
た
。
県
令
の
崔
某
は
要
塞
の
木
材
を
盗
ん
だ
兵
卒
を

処
刑
し
た
が
、
そ
の
兵
卒
の
家
で
は
山
神
を
祀
っ
て
お
り
、
崔
某
は
、
家
の
金
銭
や

物
品
が
な
く
な
っ
た
り
壊
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
山
神
の
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
方
術
で
も
祓
う
こ
と
が
出
来
ず
、
崔
某
が
退
職
し
て
遠
方
に
帰
郷
し
て

か
ら
も
神
は
離
れ
ず
、
人
の
よ
う
に
飲
食
す
る
の
で
あ
っ
た
。
崔
某
は
一
家
を
挙
げ

て
神
を
も
て
な
し
た
が
、
そ
の
費
え
は
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
大
王
を

称
す
る
神
が
大
鳥
の
羽
ば
た
き
の
音
と
共
に
訪
れ
、
山
神
を
追
い
払
っ
た
こ
と
を
告

げ
、
代
わ
り
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
神
は
張
と
い
う
姓
で
、
崔
某
と
よ
く
話
を
し
、

家
の
者
が
楽
器
を
演
奏
す
る
時
は
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
詩
を
朗
誦
す
る
時
に
は
間

違
い
を
訂
正
し
た
り
し
た
。
ま
た
、
善
行
を
行
い
、
練
気
の
術
を
学
び
、
修
道
す
る

こ
と
を
勧
め
、
自
身
は
鶴
に
乗
っ
て
天
上
と
行
き
来
し
て
い
る
と
言
っ
た
。
張
は
人

の
よ
う
に
飲
食
し
、
そ
の
娘
や
妻
妾
も
お
り
、
や
は
り
費
え
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

善
人
や
君
子
と
は
話
を
し
て
粗
暴
な
者
は
相
手
に
せ
ず
、
人
の
善
悪
禍
福
を
言
い
当

て
た
が
、
ど
う
い
う
神
な
の
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

馮
生（『
北
夢
瑣
言
』）　
遂
寕（
四
川
省
遂
寕
市
）の
馮
生
は
鬼
を
見
る
こ
と
が
出
来
、

ま
た
人
の
吉
凶
が
分
か
っ
た
。
潁
川
（
河
南
省
禹
州
市
）
の
陳
絢
が
武
信
軍
（
王
建

の
創
設
し
た
藩
鎮
）
の
留
後
（
節
度
使
代
理
）
を
劉
知
俊
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
後
、

馮
生
は
陳
絢
に
「
劉
知
俊
は
将
帥
で
あ
る
の
に
、
そ
の
霊
体
に
旗
や
武
器
が
見
え
な

い
、
長
く
な
い
だ
ろ
う
か
ら
嘆
く
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
年
を
越
さ

な
い
う
ち
に
劉
知
俊
は
殺
さ
れ
た
。
ま
た
、
閩
（
福
建
省
）
人
の
林
泳
は
、
見
鬼
人

が
存
在
す
る
こ
と
を
信
じ
な
い
と
い
つ
も
言
っ
て
い
た
が
、
馮
生
が
皆
の
前
で
林
泳

が
嘗
て
女
を
殺
害
し
た
こ
と
を
暴
き
、
そ
の
女
が
祟
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
と
、
林

は
恥
じ
て
女
の
霊
に
詫
び
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

  
巻
三
五
二
「
鬼　

三
十
七
」
の
説
話
は
、
乾
符
元
年
（
８
７
４
）
に
起
き
た
黄
巣

の
乱
の
時
期
が
主
な
時
代
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
黄
巣
の
乱
は
全
国
に
波
及
し
、
各

地
の
軍
閥
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
く
る
。
乾
符
は
ま
さ
に
終
わ
り
の
始
ま
り
の
時

代
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
相
を
反
映
し
て
、
こ
の
巻
か
ら
軍
閥
や
悪
事
、
正

体
不
明
の
地
方
神
の
話
が
増
え
て
く
る
。
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冥
界
召
喚
譚

「
劉
璪
」
は
、
鬼
卒
に
よ
る
治
水
工
事
の
後
方
支
援
の
た
め
に
、
一
時
的
に
死
者

の
世
界
に
呼
び
出
召
し
出
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
農
村
に
お
け
る
神
や
祖
霊
の
イ
メ
ー

ジ
が
よ
く
分
か
る
説
話
で
あ
る
。

「
李
矩
」
の
冒
頭
に
名
の
見
え
る
成
汭
は
、
昭
宗
の
文
德
元
年
（
８
８
８
）
に
反

乱
軍
か
ら
荊
州
を
奪
回
し
、
荊
南
節
度
使
と
な
っ
た
。

「
陶
福
」
は
文
脈
と
し
て
は
、
陶
福
が
罪
人
と
な
っ
た
の
は
若
い
時
の
犬
や
牛
の

殺
生
の
た
め
で
あ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

変
鬼
帰
還
譚

「
李
雲
」
は
、
幽
霊
が
薬
で
人
を
溶
か
す
と
い
う
点
に
特
色
が
あ
る
。

「
鄭
総
」
は
「
李
雲
」
と
連
続
し
て
排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
妻
と
良

妾
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
し
て
い
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
牟
頴
」
は
、
遺
骨
を
弔
っ
て
や
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
幽
霊
を
使
役
で
き
る
よ
う

に
な
る
幽
霊
の
報
恩
譚
の
話
型
に
含
ま
れ
る
が
、
人
間
が
幽
霊
を
徹
底
的
に
悪
事
に

利
用
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

  「
王
紹
」
で
幽
霊
が
詩
に
詠
ん
だ
石
頭
城
は
、
今
日
の
南
京
市
の
異
称
。
本
話
の

詩
は
南
京
で
客
死
し
た
鬼
の
望
郷
の
念
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
客
死
の
理
由
は

不
明
で
あ
る
。

  「
王
鮪
」
は
遺
骨
を
弔
っ
て
や
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
幽
霊
を
使
役
で
き
る
よ
う
に

な
る
点
で
「
牟
頴
」
と
共
通
し
て
い
る
。
王
鮪
の
甥
の
王
凝
は
、
乾
符
五
年
に
黄
巣

の
乱
で
宣
城
（
安
徽
省
宣
城
市
）
が
攻
め
ら
れ
た
時
に
、
城
市
を
守
り
切
っ
た
人
物

で
あ
り
、
本
話
も
間
接
的
に
黄
巣
の
乱
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
李
戴
仁
」
で
は
、「
倀
鬼
」
は
人
を
溺
死
さ
せ
る
幽
霊
と
な
っ
て
い
て
、
虎
に
殺

さ
れ
て
虎
に
使
役
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
霊
鬼
を
指
す
一
般
的
な
「
倀
」
と
は
意
味

が
異
な
っ
て
い
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
游
氏
子
」
は
幽
霊
が
直
接
人
に
危
害
を
加
え
る
の
で
は
な
く
、
人
を
無
視
し
て

宴
会
を
行
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
は
、
人
が
乱
入
す
る
と
逃
げ
て

ゆ
く
場
合
が
多
い
が
、
本
話
で
は
幽
霊
の
力
が
人
を
圧
倒
し
て
い
る
。

「
巴
川
崔
令
」
は
粗
野
な
山
の
神
を
よ
り
洗
練
さ
れ
た
神
が
追
い
出
し
、
取
っ
て

代
わ
る
構
図
で
あ
る
。
酒
食
の
供
物
を
得
る
た
め
に
、
神
は
人
を
脅
し
た
り
、
友
好

的
に
ふ
る
ま
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

冥
事
占
判
譚

「
馮
生
」
で
語
ら
れ
る
劉
知
俊
の
死
は
天
漢
元
年
十
二
月
（
９
１
８
年
１
月
）。
前

蜀
の
皇
帝
と
な
っ
た
王
建
に
疎
ま
れ
、
謀
反
の
罪
を
着
せ
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
た
。

 

三　

唐
朝
の
滅
亡
―
巻
三
五
三　

鬼
三
十
八
―

 

（
唐
僖
宗
・
光
啓
年
間
〜
五
代
・
後
唐
）

皇
甫
枚
（『
三
水
小
牘
』）
　
光
啓
中
（
８
８
５
〜
８
８
８
）、
僖
宗
は
梁
州
（
陝
西
・

四
川
・
雲
南
省
）
に
い
た
。
秋
九
月
、
皇
甫
枚
と
裴
宜
城
は
帝
が
腰
を
据
え
ら
れ
る

地
を
求
め
て
出
発
し
、十
月
に
は
相
州
（
河
南
省
）
か
ら
西
に
向
か
い
、髙
平
県
（
山

西
省
）
に
至
り
、
坂
の
上
で
日
が
暮
れ
、
道
に
迷
っ
た
。
坂
の
下
の
茅
屋
の
村
婦
に

声
を
か
け
た
が
返
事
が
な
く
、
下
り
て
み
る
と
家
は
何
年
も
放
置
さ
れ
た
も
の
で
誰

も
い
な
か
っ
た
。
再
び
坂
を
上
り
、
出
会
っ
た
郵
吏
と
と
も
に
端
氏
県
（
山
西
省
）

に
行
っ
て
宿
泊
し
た
。

陳
璠
（『
三
水
小
牘
』）
　
沛
中
の
兵
卒
で
あ
っ
た
陳
璠
は
、
後
に
徐
泗
節
度
使
と
な

る
時
浦
と
若
い
時
に
義
兄
弟
の
よ
し
み
を
結
ん
だ
。
黄
巢
の
乱
の
際
、
時
浦
は
支
辟

の
命
で
討
伐
軍
五
千
人
を
率
い
、
陳
璠
を
副
将
と
し
た
が
、
陳
璠
が
反
乱
を
起
こ
し
、



204 （42）

日本女子大学紀要　人間社会学部　第 33号　Japan Women’s University Journal vol.33（2022）

次
々
と
砕
け
て
水
没
し
た
。

李
矩
（『
北
夢
瑣
言
』）
　
成
汭
が
荊
州
（
湖
北
省
・
湖
南
省
）
を
治
め
て
い
た
時
期

の
こ
と
。
墊
江
県
（
重
慶
市
墊
江
県
）
令
の
崔
令
と
主
簿
の
李
矩
は
仲
が
悪
く
、
崔

令
が
群
盗
に
殺
さ
れ
た
際
、
李
矩
は
内
通
を
疑
わ
れ
、
豫
州
（
河
南
省
）、
つ
い
で

江
陵
（
湖
北
省
江
陵
県
）
に
送
ら
れ
た
。
獄
吏
の
常
某
は
判
官
の
范
某
が
許
さ
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
李
矩
を
拷
問
し
、
む
り
や
り
罪
を
認
め
さ
せ
た
。
処
刑
に

臨
み
、
李
矩
は
冥
府
で
冤
罪
を
訴
え
ら
れ
る
よ
う
に
家
人
に
紙
や
筆
を
多
く
焼
か
せ

た
。
一
ヶ
月
後
、
常
某
が
急
死
し
、
范
某
の
前
に
李
矩
が
現
れ
て
、
范
某
の
こ
と
は

恨
ん
で
い
な
い
が
証
人
と
し
て
冥
府
に
来
て
貰
う
必
要
が
あ
る
と
言
っ
た
。
范
の
妻

子
も
懸
命
に
頼
み
、
范
は
一
ヶ
月
の
猶
予
を
貰
い
、
家
の
後
始
末
を
し
て
翌
月
に
死

亡
し
た
。

陶
福（『
北
夢
瑣
言
』）　
蜀
将
の
陶
福
は
若
い
時
は
無
頼
漢
で
犬
や
牛
を
盗
ん
で
食
っ

た
り
し
て
い
た
が
、
後
に
功
を
立
て
て
郡
守
と
な
り
、
興
元
府
（
陝
西
省
漢
中
市
）

に
属
す
る
西
県
（
甘
粛
省
隴
南
市
）
に
駐
屯
し
て
い
た
。
急
病
を
発
し
、
従
者
の
朱

軍
将
に
医
者
の
李
令
藹
を
興
元
府
ま
で
呼
び
に
行
か
せ
た
。
李
令
藹
と
朱
軍
将
は
騎

馬
で
西
県
に
向
か
い
、
夜
に
な
っ
て
城
外
の
諸
葛
亮
廟
の
前
ま
で
来
る
と
、
囚
人
と

し
て
陶
福
が
徒
歩
で
護
送
さ
れ
る
の
に
遭
遇
し
た
。
後
ろ
か
ら
つ
い
て
く
る
人
々
の

中
に
は
、
衣
服
を
抱
え
た
陶
の
老
父
も
い
た
。
恐
怖
と
疑
惑
の
中
で
明
け
方
に
軍
営

に
至
る
と
、
陶
の
死
を
示
す
家
族
の
哭
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
先
に
見
た
の
は
、
陶

の
霊
魂
が
冥
府
に
捕
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

巴
川
崔
令
（『
録
異
記
』）
　
合
州
巴
川
県
（
重
慶
市
）
は
乱
で
政
庁
が
破
壊
さ
れ
、

要
塞
に
移
転
し
て
防
御
を
固
め
た
。
県
令
の
崔
某
は
要
塞
の
木
材
を
盗
ん
だ
兵
卒
を

処
刑
し
た
が
、
そ
の
兵
卒
の
家
で
は
山
神
を
祀
っ
て
お
り
、
崔
某
は
、
家
の
金
銭
や

物
品
が
な
く
な
っ
た
り
壊
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
山
神
の
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
方
術
で
も
祓
う
こ
と
が
出
来
ず
、
崔
某
が
退
職
し
て
遠
方
に
帰
郷
し
て

か
ら
も
神
は
離
れ
ず
、
人
の
よ
う
に
飲
食
す
る
の
で
あ
っ
た
。
崔
某
は
一
家
を
挙
げ

て
神
を
も
て
な
し
た
が
、
そ
の
費
え
は
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
大
王
を

称
す
る
神
が
大
鳥
の
羽
ば
た
き
の
音
と
共
に
訪
れ
、
山
神
を
追
い
払
っ
た
こ
と
を
告

げ
、
代
わ
り
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
神
は
張
と
い
う
姓
で
、
崔
某
と
よ
く
話
を
し
、

家
の
者
が
楽
器
を
演
奏
す
る
時
は
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
詩
を
朗
誦
す
る
時
に
は
間

違
い
を
訂
正
し
た
り
し
た
。
ま
た
、
善
行
を
行
い
、
練
気
の
術
を
学
び
、
修
道
す
る

こ
と
を
勧
め
、
自
身
は
鶴
に
乗
っ
て
天
上
と
行
き
来
し
て
い
る
と
言
っ
た
。
張
は
人

の
よ
う
に
飲
食
し
、
そ
の
娘
や
妻
妾
も
お
り
、
や
は
り
費
え
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

善
人
や
君
子
と
は
話
を
し
て
粗
暴
な
者
は
相
手
に
せ
ず
、
人
の
善
悪
禍
福
を
言
い
当

て
た
が
、
ど
う
い
う
神
な
の
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

馮
生（『
北
夢
瑣
言
』）　
遂
寕（
四
川
省
遂
寕
市
）の
馮
生
は
鬼
を
見
る
こ
と
が
出
来
、

ま
た
人
の
吉
凶
が
分
か
っ
た
。
潁
川
（
河
南
省
禹
州
市
）
の
陳
絢
が
武
信
軍
（
王
建

の
創
設
し
た
藩
鎮
）
の
留
後
（
節
度
使
代
理
）
を
劉
知
俊
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
後
、

馮
生
は
陳
絢
に
「
劉
知
俊
は
将
帥
で
あ
る
の
に
、
そ
の
霊
体
に
旗
や
武
器
が
見
え
な

い
、
長
く
な
い
だ
ろ
う
か
ら
嘆
く
こ
と
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
そ
れ
か
ら
年
を
越
さ

な
い
う
ち
に
劉
知
俊
は
殺
さ
れ
た
。
ま
た
、
閩
（
福
建
省
）
人
の
林
泳
は
、
見
鬼
人

が
存
在
す
る
こ
と
を
信
じ
な
い
と
い
つ
も
言
っ
て
い
た
が
、
馮
生
が
皆
の
前
で
林
泳

が
嘗
て
女
を
殺
害
し
た
こ
と
を
暴
き
、
そ
の
女
が
祟
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
と
、
林

は
恥
じ
て
女
の
霊
に
詫
び
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

  

巻
三
五
二
「
鬼　

三
十
七
」
の
説
話
は
、
乾
符
元
年
（
８
７
４
）
に
起
き
た
黄
巣

の
乱
の
時
期
が
主
な
時
代
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
黄
巣
の
乱
は
全
国
に
波
及
し
、
各

地
の
軍
閥
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
く
る
。
乾
符
は
ま
さ
に
終
わ
り
の
始
ま
り
の
時

代
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
相
を
反
映
し
て
、
こ
の
巻
か
ら
軍
閥
や
悪
事
、
正

体
不
明
の
地
方
神
の
話
が
増
え
て
く
る
。
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冥
界
召
喚
譚

「
劉
璪
」
は
、
鬼
卒
に
よ
る
治
水
工
事
の
後
方
支
援
の
た
め
に
、
一
時
的
に
死
者

の
世
界
に
呼
び
出
召
し
出
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
農
村
に
お
け
る
神
や
祖
霊
の
イ
メ
ー

ジ
が
よ
く
分
か
る
説
話
で
あ
る
。

「
李
矩
」
の
冒
頭
に
名
の
見
え
る
成
汭
は
、
昭
宗
の
文
德
元
年
（
８
８
８
）
に
反

乱
軍
か
ら
荊
州
を
奪
回
し
、
荊
南
節
度
使
と
な
っ
た
。

「
陶
福
」
は
文
脈
と
し
て
は
、
陶
福
が
罪
人
と
な
っ
た
の
は
若
い
時
の
犬
や
牛
の

殺
生
の
た
め
で
あ
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

変
鬼
帰
還
譚

「
李
雲
」
は
、
幽
霊
が
薬
で
人
を
溶
か
す
と
い
う
点
に
特
色
が
あ
る
。

「
鄭
総
」
は
「
李
雲
」
と
連
続
し
て
排
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
妻
と
良

妾
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
成
し
て
い
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
牟
頴
」
は
、
遺
骨
を
弔
っ
て
や
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
幽
霊
を
使
役
で
き
る
よ
う

に
な
る
幽
霊
の
報
恩
譚
の
話
型
に
含
ま
れ
る
が
、
人
間
が
幽
霊
を
徹
底
的
に
悪
事
に

利
用
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

  「
王
紹
」
で
幽
霊
が
詩
に
詠
ん
だ
石
頭
城
は
、
今
日
の
南
京
市
の
異
称
。
本
話
の

詩
は
南
京
で
客
死
し
た
鬼
の
望
郷
の
念
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
客
死
の
理
由
は

不
明
で
あ
る
。

  「
王
鮪
」
は
遺
骨
を
弔
っ
て
や
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
幽
霊
を
使
役
で
き
る
よ
う
に

な
る
点
で
「
牟
頴
」
と
共
通
し
て
い
る
。
王
鮪
の
甥
の
王
凝
は
、
乾
符
五
年
に
黄
巣

の
乱
で
宣
城
（
安
徽
省
宣
城
市
）
が
攻
め
ら
れ
た
時
に
、
城
市
を
守
り
切
っ
た
人
物

で
あ
り
、
本
話
も
間
接
的
に
黄
巣
の
乱
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
李
戴
仁
」
で
は
、「
倀
鬼
」
は
人
を
溺
死
さ
せ
る
幽
霊
と
な
っ
て
い
て
、
虎
に
殺

さ
れ
て
虎
に
使
役
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
霊
鬼
を
指
す
一
般
的
な
「
倀
」
と
は
意
味

が
異
な
っ
て
い
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
游
氏
子
」
は
幽
霊
が
直
接
人
に
危
害
を
加
え
る
の
で
は
な
く
、
人
を
無
視
し
て

宴
会
を
行
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
は
、
人
が
乱
入
す
る
と
逃
げ
て

ゆ
く
場
合
が
多
い
が
、
本
話
で
は
幽
霊
の
力
が
人
を
圧
倒
し
て
い
る
。

「
巴
川
崔
令
」
は
粗
野
な
山
の
神
を
よ
り
洗
練
さ
れ
た
神
が
追
い
出
し
、
取
っ
て

代
わ
る
構
図
で
あ
る
。
酒
食
の
供
物
を
得
る
た
め
に
、
神
は
人
を
脅
し
た
り
、
友
好

的
に
ふ
る
ま
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

冥
事
占
判
譚

「
馮
生
」
で
語
ら
れ
る
劉
知
俊
の
死
は
天
漢
元
年
十
二
月
（
９
１
８
年
１
月
）。
前

蜀
の
皇
帝
と
な
っ
た
王
建
に
疎
ま
れ
、
謀
反
の
罪
を
着
せ
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
た
。

 

三　

唐
朝
の
滅
亡
―
巻
三
五
三　

鬼
三
十
八
―

 

（
唐
僖
宗
・
光
啓
年
間
〜
五
代
・
後
唐
）

皇
甫
枚
（『
三
水
小
牘
』）
　
光
啓
中
（
８
８
５
〜
８
８
８
）、
僖
宗
は
梁
州
（
陝
西
・

四
川
・
雲
南
省
）
に
い
た
。
秋
九
月
、
皇
甫
枚
と
裴
宜
城
は
帝
が
腰
を
据
え
ら
れ
る

地
を
求
め
て
出
発
し
、十
月
に
は
相
州
（
河
南
省
）
か
ら
西
に
向
か
い
、髙
平
県
（
山

西
省
）
に
至
り
、
坂
の
上
で
日
が
暮
れ
、
道
に
迷
っ
た
。
坂
の
下
の
茅
屋
の
村
婦
に

声
を
か
け
た
が
返
事
が
な
く
、
下
り
て
み
る
と
家
は
何
年
も
放
置
さ
れ
た
も
の
で
誰

も
い
な
か
っ
た
。
再
び
坂
を
上
り
、
出
会
っ
た
郵
吏
と
と
も
に
端
氏
県
（
山
西
省
）

に
行
っ
て
宿
泊
し
た
。

陳
璠
（『
三
水
小
牘
』）
　
沛
中
の
兵
卒
で
あ
っ
た
陳
璠
は
、
後
に
徐
泗
節
度
使
と
な

る
時
浦
と
若
い
時
に
義
兄
弟
の
よ
し
み
を
結
ん
だ
。
黄
巢
の
乱
の
際
、
時
浦
は
支
辟

の
命
で
討
伐
軍
五
千
人
を
率
い
、
陳
璠
を
副
将
と
し
た
が
、
陳
璠
が
反
乱
を
起
こ
し
、
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時
浦
も
同
調
し
て
平
陰
（
山
東
省
）
を
屠
り
、
沛
に
至
っ
て
支
辟
か
ら
兵
権
を
奪
っ

た
。
さ
ら
に
陳
璠
は
時
浦
が
反
対
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
望
の
高
か
っ
た
支
辟
を

謀
殺
し
た
。
時
浦
は
朝
廷
か
ら
節
度
使
に
任
命
さ
れ
、
陳
璠
を
宿
州
（
安
徽
省
）
太

守
に
し
た
が
、
陳
璠
は
苛
政
の
限
り
を
尽
く
し
、
張
友
と
交
替
さ
せ
よ
う
と
し
て
も

従
わ
な
か
っ
た
の
で
、
張
友
に
討
た
せ
た
。
処
刑
さ
れ
る
際
、
陳
璠
は
「
積
玉
堆
金
、

官
又
崇
し
。
禍
来
た
り
て
倐
忽
と
し
て
変
じ
て
空
と
成
る
。
五
年
の
栄
貴
、
今
何
く

に
か
在
る
。
南
柯
一
夢
の
中
に
異
な
ら
ず
。」
と
い
う
詩
を
賦
し
た
が
、
読
み
書
き

の
出
来
な
い
男
で
あ
っ
た
の
で
、
時
人
は
鬼
の
代
作
で
あ
る
と
思
っ
た
。

豫
章
中
官（『
稽
神
録
』）　
天
復
甲
子
の
年（
９
０
４
）、豫
章（
江
西
省
）の
住
人
は
、

毎
晩
、
市
に
向
か
っ
て
数
十
人
が
移
動
す
る
声
を
聞
い
た
が
、
見
れ
ば
誰
も
い
な
い

の
で
、
恐
怖
で
眠
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
や
が
て
宦
官
誅
殺
の
詔
が
有
り
、
豫

章
で
も
五
十
人
が
市
に
追
い
立
て
て
殺
さ
れ
た
。
そ
の
喧
噪
は
、
先
に
聞
い
た
声
と

同
じ
で
あ
っ
た
。

邵
元
休
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
南
漢
（
９
１
７
〜
９
７
１
）
の
左
司
員
外
郎
と
な
っ
た

邵
元
休
は
、
唐
の
天
復
年
中
（
９
０
１
〜
９
０
４
）
に
は
ま
だ
元
服
前
で
兗
州
（
山

東
省
）
で
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
夜
、
婦
人
の
靴
音
が
し
て
何
者
か
が
邵
元
休
の
部

屋
に
近
づ
い
て
き
た
。
途
中
で
磁
器
の
割
れ
る
音
が
し
て
、
入
っ
て
き
た
の
は
青
黒

い
布
で
顔
を
隠
し
た
六
七
尺
の
者
で
あ
っ
た
。
邵
元
休
は
懼
れ
ず
に
怒
鳴
り
つ
け
て

誰
何
し
た
が
、
答
え
ず
去
っ
て
行
っ
た
。
夜
が
明
け
て
か
ら
見
る
と
南
の
部
屋
の
茶

卓
に
置
い
て
あ
っ
た
白
磁
が
地
面
に
落
ち
て
割
れ
て
い
た
。
そ
の
屋
敷
は
嘗
て
は
兵

馬
留
後
の
家
で
、
留
後
の
死
ん
だ
娘
が
と
て
も
背
が
高
か
っ
た
そ
う
な
の
で
、
お
そ

ら
く
は
そ
の
女
の
魄
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

何
四
郎
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
後
梁
（
９
０
７
〜
９
２
３
）
の
時
代
、
西
京
（
洛
陽
）

中
州
の
市
で
化
粧
品
を
売
っ
て
い
た
何
四
郎
は
、
毎
朝
、
夜
明
け
の
太
鼓
が
鳴
る
前

に
遠
く
か
ら
名
を
呼
ば
れ
る
と
い
う
事
が
続
き
、半
月
後
の
朝
、店
を
開
け
る
と
「
官

の
お
召
し
で
あ
る
」
と
下
僕
ら
し
き
者
に
強
引
に
外
に
連
れ
出
さ
れ
た
。
相
手
は
鬼

で
は
な
い
か
と
疑
い
、
靴
で
自
分
の
周
り
に
線
を
引
い
て
囲
め
ば
邪
魅
を
防
げ
る
と

聞
い
て
い
た
も
の
の
、
靴
は
出
る
時
に
脱
が
さ
れ
、
家
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
。
北

の
徽
安
門
を
出
て
、
日
暮
れ
に
将
相
だ
っ
た
人
の
館
だ
と
い
う
朱
塗
り
の
門
の
豪
邸

に
到
着
し
て
接
待
さ
れ
、
そ
の
家
の
娘
の
婿
に
な
る
よ
う
乞
わ
れ
た
。
娘
の
美
し
さ

に
心
を
奪
わ
れ
、
明
け
方
、
気
が
つ
け
ば
塚
で
寝
て
い
た
。
帰
ろ
う
と
し
て
荒
れ
果

て
た
井
戸
に
落
ち
、ま
た
一
晩
過
ぎ
て
か
ら
樵
に
発
見
さ
れ
て
家
に
知
ら
せ
て
貰
い
、

救
出
さ
れ
た
。
数
日
を
経
て
よ
う
や
く
回
復
し
た
。

青
州
客
（『
稽
神
録
』）
　
後
梁
の
時
代
、
青
州
の
商
人
が
海
で
風
に
流
さ
れ
、
鬼
国

に
漂
着
し
た
。
鬼
国
の
景
色
や
器
物
は
中
国
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の

地
の
人
々
に
は
商
人
の
姿
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
王
宮
に
入
っ
て
王
に
近
づ

く
と
王
は
病
に
な
り
、
巫
師
が
「
た
ま
た
ま
や
っ
て
来
た
人
の
陽
気
に
中
て
ら
れ
た

せ
い
な
の
で
、
食
事
と
飲
み
物
、
車
馬
を
用
意
し
て
去
っ
て
貰
え
ば
良
い
」
と
言
い
、

別
室
に
酒
食
が
設
け
ら
れ
た
。
食
べ
終
え
る
と
、
御
者
付
き
の
馬
車
が
あ
り
、
そ
れ

に
乗
っ
て
岸
に
戻
り
、
順
風
を
得
て
帰
国
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
青
州
節
度
使
の
賀

徳
儉
は
、
魏
博
節
度
の
楊
師
厚
と
親
し
か
っ
た
の
で
、
こ
の
商
人
を
魏
へ
の
使
者
と

し
て
楊
師
厚
の
も
と
に
送
り
、
詳
し
く
話
を
さ
せ
た
。
魏
人
范
宣
古
は
直
接
こ
の
話

を
聞
い
て
お
り
、
私
（『
稽
神
録
』
の
作
者
徐
鉉
）
に
語
っ
た
の
で
あ
る
。

周
元
樞
（『
稽
神
録
』）
　
睢
陽
の
人
、
周
元
樞
は
平
盧
節
度
使
（
山
東
省
）
の
掌
書

記
と
な
り
、
臨
淄
の
官
舍
に
住
ん
で
い
た
が
、
隋
の
開
皇
年
間
に
そ
の
家
に
住
ん
で

い
た
鬼
で
あ
る
李
司
空
に
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ
た
。
冥
府
か
ら
そ
こ
に
自
分
の
廟

を
立
て
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
周
元
樞
も
殺
さ
れ
て

も
棺
に
紙
と
筆
を
多
く
入
れ
さ
せ
て
冥
府
で
訴
え
る
と
譲
ら
ず
、
両
者
は
数
百
杯
の

酒
を
飲
み
交
わ
し
な
が
ら
激
し
く
論
じ
、李
が
去
ろ
う
と
し
て
も
周
は
引
き
留
め
た
。

し
ば
ら
く
し
て
召
使
い
が
「
周
書
記
の
よ
う
な
頑
固
者
と
議
論
し
て
苦
し
む
こ
と
は
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な
い
」
と
い
う
夫
人
か
ら
の
伝
言
を
李
司
空
に
述
べ
、
李
は
暇
乞
い
を
し
て
去
り
、

周
は
門
前
ま
で
見
送
っ
た
。
そ
の
後
、
周
に
は
何
事
も
な
か
っ
た
。

朱
延
寿
（『
稽
神
録
』）
　
寿
州
（
安
徽
省
）
の
刺
史
朱
延
寿
が
入
浴
し
て
い
る
と
、

窓
外
で
、
赤
い
髪
に
青
い
顔
の
書
類
を
持
っ
た
二
人
の
青
衣
の
者
が
、
ど
ち
ら
も
自

分
が
取
っ
て
く
る
よ
う
命
を
受
け
た
と
言
い
合
っ
て
い
た
。
朱
延
寿
が
従
者
を
呼
ぶ

と
二
人
と
も
消
え
、
や
っ
て
来
た
従
者
ら
は
外
に
は
誰
も
い
な
い
と
言
っ
た
。
そ
れ

か
ら
ま
も
な
く
朱
延
寿
は
殺
さ
れ
た
。

秦
進
忠
（『
稽
神
録
』）
　
天
祐
丙
子
の
年
（
９
１
６
）、
浙
西
軍
士
の
周
交
が
造
反

し
、
大
将
秦
進
忠
、
張
胤
ら
凡
そ
十
余
人
を
殺
害
し
た
。
秦
進
忠
は
、
少
し
前
か
ら
、

若
い
時
に
心
臓
を
刺
し
て
殺
し
た
奴
隷
が
心
臓
を
手
に
持
っ
て
立
っ
て
い
る
の
が
い

つ
も
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
百
歩
離
れ
た
場
所
か
ら
日
ご
と
に
近
づ

き
、
秦
が
殺
さ
れ
た
日
に
は
馬
前
に
お
り
、
左
右
の
者
に
も
見
え
た
。
秦
は
胸
を
傷

つ
け
ら
れ
て
死
ん
だ
。
張
胤
は
一
ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら
い
つ
も
自
分
の
姓
名
を
呼
ぶ
声

が
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
声
は
日
々
近
く
な
り
、
当
日
は

目
の
前
に
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
政
庁
で
襲
わ
れ
、
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

望
江
李
令
（『
稽
神
録
』）
　
望
江
（
安
徽
省
安
慶
市
）
の
李
令
は
退
職
し
て
舒
州
（
安

徽
省
安
慶
市
）
に
住
ん
で
い
た
。
李
に
は
二
人
の
賢
い
息
子
が
い
た
。
あ
る
時
、
酒

を
飲
ん
で
帰
宅
す
る
途
中
、
迎
え
に
来
た
息
子
た
ち
に
道
す
が
ら
殴
ら
れ
続
け
、
家

の
近
く
ま
で
来
る
と
息
子
た
ち
は
逃
げ
て
い
っ
た
。
李
が
家
に
入
る
と
内
か
ら
息
子

た
ち
が
出
て
き
て
、
外
に
は
出
て
い
な
い
と
言
っ
た
。
一
ヶ
月
後
、
李
は
知
人
宅
で

酒
を
飲
み
、
そ
の
家
に
泊
め
て
貰
っ
た
。
一
方
、
父
親
を
心
配
し
て
迎
え
に
出
た
息

子
た
ち
は
、
道
で
父
に
会
い
、
暮
れ
方
に
外
に
出
た
こ
と
を
叱
ら
れ
、
従
者
に
殴
ら

れ
た
。
翌
日
、
帰
宅
し
た
李
は
そ
の
話
に
驚
い
た
。
そ
れ
か
ら
何
ヶ
月
も
し
な
い
う

ち
に
父
子
共
々
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
当
地
の
人
々
は
、
舒
州
の
山
鬼
の
得
意
な
や
り

口
だ
と
話
し
た
。「
黎
邱
丈
人
」
の
故
事
に
見
ら
れ
る
鬼
の
類
い
で
あ
ろ
う
。

張
飛
廟
祝
（『
野
人
閒
話
』）
　
梓
州
（
四
川
省
綿
陽
市
）
の
城
外
十
余
里
に
張
飛
廟

が
あ
り
、
廟
中
の
衛
士
の
土
偶
が
廟
祝
の
妻
を
妊
娠
さ
せ
た
。
髪
が
赤
く
顔
も
手
足

も
土
偶
に
似
た
娘
が
生
ま
れ
、
成
長
す
る
と
皆
畏
れ
た
。
梓
州
で
任
官
す
る
者
は
皆

こ
の
廟
に
詣
で
て
、
娘
を
見
て
銭
や
布
を
与
え
た
。
娘
は
今
も
健
在
で
あ
る
。

僧
彦
翛（『
北
夢
瑣
言
』）　
草
書
の
名
手
の
文
英
大
師
彦
翛
は
、洛
陽
で
後
唐（
９
２
３

〜
９
３
６
）
の
明
宗
の
世
子
で
あ
る
秦
王
従
栄
に
厚
遇
さ
れ
て
い
た
。
後
に
江
陵
の

西
湖
に
あ
る
曽
口
寺
に
移
り
、
あ
る
時
、
秦
王
が
二
十
騎
を
従
え
て
寺
に
や
っ
て
き

た
が
、
声
を
か
け
る
ま
も
な
く
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十

日
も
経
た
ず
に
秦
王
は
殺
さ
れ
た
。

建
康
楽
人
（『
稽
神
録
』）
　
建
康
（
江
蘇
省
南
京
市
）
の
楽
師
が
日
暮
れ
に
市
に
行

く
と
、
二
人
の
召
使
い
に
陸
判
官
の
邸
宅
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
十
人
余
り
の
客
が

酒
を
飲
ん
で
い
た
が
食
べ
物
は
な
く
、
楽
師
は
酒
も
飲
ま
せ
て
も
ら
え
ず
、
明
け
方

に
疲
れ
て
門
の
外
で
寝
て
し
ま
っ
た
。
起
き
る
と
、
そ
こ
は
陸
判
官
の
塚
墓
で
あ
っ

た
。
陸
判
官
が
い
つ
頃
の
人
か
は
不
明
で
あ
る
。

黄
廷
讓
（『
稽
神
録
』）
　
建
康
の
役
人
の
黄
廷
讓
は
酒
を
飲
ん
で
帰
る
夜
道
で
頭
が

ぼ
ん
や
り
し
、
体
が
浮
き
上
が
り
、
ふ
わ
ふ
わ
と
漂
っ
て
無
人
の
大
邸
宅
に
入
り
込

み
、そ
の
小
部
屋
で
寝
て
し
ま
っ
た
。
目
が
覚
め
る
と
蔣
山
の
前
の
草
地
で
あ
っ
た
。

城
壁
を
越
え
て
堀
に
落
ち
て
い
た
の
で
あ
る
。
惚
け
て
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
一

年
余
り
し
て
よ
う
や
く
治
っ
た
。

張
瑗
（『
稽
神
録
』）
　
江
南
の
宦
官
張
瑗
は
、
日
暮
れ
に
建
康
の
新
橋
を
通
り
、
衣

服
を
は
だ
け
さ
せ
た
美
女
が
狂
奔
す
る
の
を
見
か
け
た
。
女
は
旋
風
に
変
化
し
て
張

瑗
の
方
に
向
か
っ
て
き
て
、
張
の
乗
っ
て
い
る
馬
を
倒
し
た
。
馬
は
負
傷
し
た
片
足

を
上
げ
て
戻
り
、
傷
が
癒
え
て
か
ら
も
、
こ
の
橋
を
通
る
時
は
片
足
を
上
げ
た
。

婺
源
軍
人
妻
（『
稽
神
録
』）
　
丁
酉
の
年
（
９
３
７
）
に
死
ん
だ
婺
源
（
江
西
省
上

饒
市
）
の
建
威
軍
の
軍
人
の
妻
が
、
自
分
の
子
を
虐
待
す
る
後
妻
と
、
そ
れ
を
制
止
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時
浦
も
同
調
し
て
平
陰
（
山
東
省
）
を
屠
り
、
沛
に
至
っ
て
支
辟
か
ら
兵
権
を
奪
っ

た
。
さ
ら
に
陳
璠
は
時
浦
が
反
対
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
人
望
の
高
か
っ
た
支
辟
を

謀
殺
し
た
。
時
浦
は
朝
廷
か
ら
節
度
使
に
任
命
さ
れ
、
陳
璠
を
宿
州
（
安
徽
省
）
太

守
に
し
た
が
、
陳
璠
は
苛
政
の
限
り
を
尽
く
し
、
張
友
と
交
替
さ
せ
よ
う
と
し
て
も

従
わ
な
か
っ
た
の
で
、
張
友
に
討
た
せ
た
。
処
刑
さ
れ
る
際
、
陳
璠
は
「
積
玉
堆
金
、

官
又
崇
し
。
禍
来
た
り
て
倐
忽
と
し
て
変
じ
て
空
と
成
る
。
五
年
の
栄
貴
、
今
何
く

に
か
在
る
。
南
柯
一
夢
の
中
に
異
な
ら
ず
。」
と
い
う
詩
を
賦
し
た
が
、
読
み
書
き

の
出
来
な
い
男
で
あ
っ
た
の
で
、
時
人
は
鬼
の
代
作
で
あ
る
と
思
っ
た
。

豫
章
中
官（『
稽
神
録
』）　
天
復
甲
子
の
年（
９
０
４
）、豫
章（
江
西
省
）の
住
人
は
、

毎
晩
、
市
に
向
か
っ
て
数
十
人
が
移
動
す
る
声
を
聞
い
た
が
、
見
れ
ば
誰
も
い
な
い

の
で
、
恐
怖
で
眠
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
や
が
て
宦
官
誅
殺
の
詔
が
有
り
、
豫

章
で
も
五
十
人
が
市
に
追
い
立
て
て
殺
さ
れ
た
。
そ
の
喧
噪
は
、
先
に
聞
い
た
声
と

同
じ
で
あ
っ
た
。

邵
元
休
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
南
漢
（
９
１
７
〜
９
７
１
）
の
左
司
員
外
郎
と
な
っ
た

邵
元
休
は
、
唐
の
天
復
年
中
（
９
０
１
〜
９
０
４
）
に
は
ま
だ
元
服
前
で
兗
州
（
山

東
省
）
で
暮
ら
し
て
い
た
。
あ
る
夜
、
婦
人
の
靴
音
が
し
て
何
者
か
が
邵
元
休
の
部

屋
に
近
づ
い
て
き
た
。
途
中
で
磁
器
の
割
れ
る
音
が
し
て
、
入
っ
て
き
た
の
は
青
黒

い
布
で
顔
を
隠
し
た
六
七
尺
の
者
で
あ
っ
た
。
邵
元
休
は
懼
れ
ず
に
怒
鳴
り
つ
け
て

誰
何
し
た
が
、
答
え
ず
去
っ
て
行
っ
た
。
夜
が
明
け
て
か
ら
見
る
と
南
の
部
屋
の
茶

卓
に
置
い
て
あ
っ
た
白
磁
が
地
面
に
落
ち
て
割
れ
て
い
た
。
そ
の
屋
敷
は
嘗
て
は
兵

馬
留
後
の
家
で
、
留
後
の
死
ん
だ
娘
が
と
て
も
背
が
高
か
っ
た
そ
う
な
の
で
、
お
そ

ら
く
は
そ
の
女
の
魄
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

何
四
郎
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
後
梁
（
９
０
７
〜
９
２
３
）
の
時
代
、
西
京
（
洛
陽
）

中
州
の
市
で
化
粧
品
を
売
っ
て
い
た
何
四
郎
は
、
毎
朝
、
夜
明
け
の
太
鼓
が
鳴
る
前

に
遠
く
か
ら
名
を
呼
ば
れ
る
と
い
う
事
が
続
き
、半
月
後
の
朝
、店
を
開
け
る
と
「
官

の
お
召
し
で
あ
る
」
と
下
僕
ら
し
き
者
に
強
引
に
外
に
連
れ
出
さ
れ
た
。
相
手
は
鬼

で
は
な
い
か
と
疑
い
、
靴
で
自
分
の
周
り
に
線
を
引
い
て
囲
め
ば
邪
魅
を
防
げ
る
と

聞
い
て
い
た
も
の
の
、
靴
は
出
る
時
に
脱
が
さ
れ
、
家
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
。
北

の
徽
安
門
を
出
て
、
日
暮
れ
に
将
相
だ
っ
た
人
の
館
だ
と
い
う
朱
塗
り
の
門
の
豪
邸

に
到
着
し
て
接
待
さ
れ
、
そ
の
家
の
娘
の
婿
に
な
る
よ
う
乞
わ
れ
た
。
娘
の
美
し
さ

に
心
を
奪
わ
れ
、
明
け
方
、
気
が
つ
け
ば
塚
で
寝
て
い
た
。
帰
ろ
う
と
し
て
荒
れ
果

て
た
井
戸
に
落
ち
、ま
た
一
晩
過
ぎ
て
か
ら
樵
に
発
見
さ
れ
て
家
に
知
ら
せ
て
貰
い
、

救
出
さ
れ
た
。
数
日
を
経
て
よ
う
や
く
回
復
し
た
。

青
州
客
（『
稽
神
録
』）
　
後
梁
の
時
代
、
青
州
の
商
人
が
海
で
風
に
流
さ
れ
、
鬼
国

に
漂
着
し
た
。
鬼
国
の
景
色
や
器
物
は
中
国
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の

地
の
人
々
に
は
商
人
の
姿
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
王
宮
に
入
っ
て
王
に
近
づ

く
と
王
は
病
に
な
り
、
巫
師
が
「
た
ま
た
ま
や
っ
て
来
た
人
の
陽
気
に
中
て
ら
れ
た

せ
い
な
の
で
、
食
事
と
飲
み
物
、
車
馬
を
用
意
し
て
去
っ
て
貰
え
ば
良
い
」
と
言
い
、

別
室
に
酒
食
が
設
け
ら
れ
た
。
食
べ
終
え
る
と
、
御
者
付
き
の
馬
車
が
あ
り
、
そ
れ

に
乗
っ
て
岸
に
戻
り
、
順
風
を
得
て
帰
国
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
青
州
節
度
使
の
賀

徳
儉
は
、
魏
博
節
度
の
楊
師
厚
と
親
し
か
っ
た
の
で
、
こ
の
商
人
を
魏
へ
の
使
者
と

し
て
楊
師
厚
の
も
と
に
送
り
、
詳
し
く
話
を
さ
せ
た
。
魏
人
范
宣
古
は
直
接
こ
の
話

を
聞
い
て
お
り
、
私
（『
稽
神
録
』
の
作
者
徐
鉉
）
に
語
っ
た
の
で
あ
る
。

周
元
樞
（『
稽
神
録
』）
　
睢
陽
の
人
、
周
元
樞
は
平
盧
節
度
使
（
山
東
省
）
の
掌
書

記
と
な
り
、
臨
淄
の
官
舍
に
住
ん
で
い
た
が
、
隋
の
開
皇
年
間
に
そ
の
家
に
住
ん
で

い
た
鬼
で
あ
る
李
司
空
に
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ
た
。
冥
府
か
ら
そ
こ
に
自
分
の
廟

を
立
て
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
周
元
樞
も
殺
さ
れ
て

も
棺
に
紙
と
筆
を
多
く
入
れ
さ
せ
て
冥
府
で
訴
え
る
と
譲
ら
ず
、
両
者
は
数
百
杯
の

酒
を
飲
み
交
わ
し
な
が
ら
激
し
く
論
じ
、李
が
去
ろ
う
と
し
て
も
周
は
引
き
留
め
た
。

し
ば
ら
く
し
て
召
使
い
が
「
周
書
記
の
よ
う
な
頑
固
者
と
議
論
し
て
苦
し
む
こ
と
は
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な
い
」
と
い
う
夫
人
か
ら
の
伝
言
を
李
司
空
に
述
べ
、
李
は
暇
乞
い
を
し
て
去
り
、

周
は
門
前
ま
で
見
送
っ
た
。
そ
の
後
、
周
に
は
何
事
も
な
か
っ
た
。

朱
延
寿
（『
稽
神
録
』）
　
寿
州
（
安
徽
省
）
の
刺
史
朱
延
寿
が
入
浴
し
て
い
る
と
、

窓
外
で
、
赤
い
髪
に
青
い
顔
の
書
類
を
持
っ
た
二
人
の
青
衣
の
者
が
、
ど
ち
ら
も
自

分
が
取
っ
て
く
る
よ
う
命
を
受
け
た
と
言
い
合
っ
て
い
た
。
朱
延
寿
が
従
者
を
呼
ぶ

と
二
人
と
も
消
え
、
や
っ
て
来
た
従
者
ら
は
外
に
は
誰
も
い
な
い
と
言
っ
た
。
そ
れ

か
ら
ま
も
な
く
朱
延
寿
は
殺
さ
れ
た
。

秦
進
忠
（『
稽
神
録
』）
　
天
祐
丙
子
の
年
（
９
１
６
）、
浙
西
軍
士
の
周
交
が
造
反

し
、
大
将
秦
進
忠
、
張
胤
ら
凡
そ
十
余
人
を
殺
害
し
た
。
秦
進
忠
は
、
少
し
前
か
ら
、

若
い
時
に
心
臓
を
刺
し
て
殺
し
た
奴
隷
が
心
臓
を
手
に
持
っ
て
立
っ
て
い
る
の
が
い

つ
も
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
百
歩
離
れ
た
場
所
か
ら
日
ご
と
に
近
づ

き
、
秦
が
殺
さ
れ
た
日
に
は
馬
前
に
お
り
、
左
右
の
者
に
も
見
え
た
。
秦
は
胸
を
傷

つ
け
ら
れ
て
死
ん
だ
。
張
胤
は
一
ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら
い
つ
も
自
分
の
姓
名
を
呼
ぶ
声

が
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
声
は
日
々
近
く
な
り
、
当
日
は

目
の
前
に
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
政
庁
で
襲
わ
れ
、
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

望
江
李
令
（『
稽
神
録
』）
　
望
江
（
安
徽
省
安
慶
市
）
の
李
令
は
退
職
し
て
舒
州
（
安

徽
省
安
慶
市
）
に
住
ん
で
い
た
。
李
に
は
二
人
の
賢
い
息
子
が
い
た
。
あ
る
時
、
酒

を
飲
ん
で
帰
宅
す
る
途
中
、
迎
え
に
来
た
息
子
た
ち
に
道
す
が
ら
殴
ら
れ
続
け
、
家

の
近
く
ま
で
来
る
と
息
子
た
ち
は
逃
げ
て
い
っ
た
。
李
が
家
に
入
る
と
内
か
ら
息
子

た
ち
が
出
て
き
て
、
外
に
は
出
て
い
な
い
と
言
っ
た
。
一
ヶ
月
後
、
李
は
知
人
宅
で

酒
を
飲
み
、
そ
の
家
に
泊
め
て
貰
っ
た
。
一
方
、
父
親
を
心
配
し
て
迎
え
に
出
た
息

子
た
ち
は
、
道
で
父
に
会
い
、
暮
れ
方
に
外
に
出
た
こ
と
を
叱
ら
れ
、
従
者
に
殴
ら

れ
た
。
翌
日
、
帰
宅
し
た
李
は
そ
の
話
に
驚
い
た
。
そ
れ
か
ら
何
ヶ
月
も
し
な
い
う

ち
に
父
子
共
々
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
当
地
の
人
々
は
、
舒
州
の
山
鬼
の
得
意
な
や
り

口
だ
と
話
し
た
。「
黎
邱
丈
人
」
の
故
事
に
見
ら
れ
る
鬼
の
類
い
で
あ
ろ
う
。

張
飛
廟
祝
（『
野
人
閒
話
』）
　
梓
州
（
四
川
省
綿
陽
市
）
の
城
外
十
余
里
に
張
飛
廟

が
あ
り
、
廟
中
の
衛
士
の
土
偶
が
廟
祝
の
妻
を
妊
娠
さ
せ
た
。
髪
が
赤
く
顔
も
手
足

も
土
偶
に
似
た
娘
が
生
ま
れ
、
成
長
す
る
と
皆
畏
れ
た
。
梓
州
で
任
官
す
る
者
は
皆

こ
の
廟
に
詣
で
て
、
娘
を
見
て
銭
や
布
を
与
え
た
。
娘
は
今
も
健
在
で
あ
る
。

僧
彦
翛（『
北
夢
瑣
言
』）　
草
書
の
名
手
の
文
英
大
師
彦
翛
は
、洛
陽
で
後
唐（
９
２
３

〜
９
３
６
）
の
明
宗
の
世
子
で
あ
る
秦
王
従
栄
に
厚
遇
さ
れ
て
い
た
。
後
に
江
陵
の

西
湖
に
あ
る
曽
口
寺
に
移
り
、
あ
る
時
、
秦
王
が
二
十
騎
を
従
え
て
寺
に
や
っ
て
き

た
が
、
声
を
か
け
る
ま
も
な
く
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
事
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
十

日
も
経
た
ず
に
秦
王
は
殺
さ
れ
た
。

建
康
楽
人
（『
稽
神
録
』）
　
建
康
（
江
蘇
省
南
京
市
）
の
楽
師
が
日
暮
れ
に
市
に
行

く
と
、
二
人
の
召
使
い
に
陸
判
官
の
邸
宅
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
十
人
余
り
の
客
が

酒
を
飲
ん
で
い
た
が
食
べ
物
は
な
く
、
楽
師
は
酒
も
飲
ま
せ
て
も
ら
え
ず
、
明
け
方

に
疲
れ
て
門
の
外
で
寝
て
し
ま
っ
た
。
起
き
る
と
、
そ
こ
は
陸
判
官
の
塚
墓
で
あ
っ

た
。
陸
判
官
が
い
つ
頃
の
人
か
は
不
明
で
あ
る
。

黄
廷
讓
（『
稽
神
録
』）
　
建
康
の
役
人
の
黄
廷
讓
は
酒
を
飲
ん
で
帰
る
夜
道
で
頭
が

ぼ
ん
や
り
し
、
体
が
浮
き
上
が
り
、
ふ
わ
ふ
わ
と
漂
っ
て
無
人
の
大
邸
宅
に
入
り
込

み
、そ
の
小
部
屋
で
寝
て
し
ま
っ
た
。
目
が
覚
め
る
と
蔣
山
の
前
の
草
地
で
あ
っ
た
。

城
壁
を
越
え
て
堀
に
落
ち
て
い
た
の
で
あ
る
。
惚
け
て
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
一

年
余
り
し
て
よ
う
や
く
治
っ
た
。

張
瑗
（『
稽
神
録
』）
　
江
南
の
宦
官
張
瑗
は
、
日
暮
れ
に
建
康
の
新
橋
を
通
り
、
衣

服
を
は
だ
け
さ
せ
た
美
女
が
狂
奔
す
る
の
を
見
か
け
た
。
女
は
旋
風
に
変
化
し
て
張

瑗
の
方
に
向
か
っ
て
き
て
、
張
の
乗
っ
て
い
る
馬
を
倒
し
た
。
馬
は
負
傷
し
た
片
足

を
上
げ
て
戻
り
、
傷
が
癒
え
て
か
ら
も
、
こ
の
橋
を
通
る
時
は
片
足
を
上
げ
た
。

婺
源
軍
人
妻
（『
稽
神
録
』）
　
丁
酉
の
年
（
９
３
７
）
に
死
ん
だ
婺
源
（
江
西
省
上

饒
市
）
の
建
威
軍
の
軍
人
の
妻
が
、
自
分
の
子
を
虐
待
す
る
後
妻
と
、
そ
れ
を
制
止
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で
き
な
い
夫
の
前
に
現
れ
、
叱
責
し
た
。
夫
婦
は
前
妻
の
た
め
に
酒
食
を
設
け
、
親

類
や
近
隣
の
者
も
集
め
た
。
み
な
、
前
妻
と
話
を
す
る
こ
と
は
出
来
た
が
、
姿
が
見

え
る
の
は
夫
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
夫
に
も
同
衾
は
許
さ
な
か
っ
た
。
十
日
が
過

ぎ
、
一
族
を
挙
げ
て
墓
ま
で
見
送
っ
た
。
前
妻
が
墓
地
の
植
木
の
中
に
入
っ
て
い
っ

た
時
、
皆
に
も
生
前
と
変
わ
ら
ぬ
そ
の
姿
が
見
え
た
。
建
威
軍
使
の
汪
延
昌
が
語
っ

た
話
で
あ
る
。

陳
徳
遇
（『
稽
神
録
』）
　
辛
亥
の
年
（
９
５
１
）、江
南
の
王
朝
の
右
藏
庫
官
で
あ
っ

た
陳
居
譲
は
字
を
徳
遇
と
云
っ
た
。
陳
が
倉
庫
に
宿
直
し
た
晩
、
そ
の
妻
は
二
人
の

役
人
が
「
陳
徳
遇
」
を
探
し
に
来
る
夢
を
見
た
。
妻
は
自
分
の
夫
は
字
が
徳
遇
で
あ

る
だ
け
で
姓
名
が
陳
徳
遇
な
の
は
別
人
で
あ
る
と
教
え
、
役
人
た
ち
は
「
間
違
え
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
言
っ
て
去
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
の
内
に
そ
の
陳
徳
遇
は
死
ん

だ
。

広
陵
吏
人
（『
稽
神
録
』）
　
暑
い
夏
の
夜
、
広
陵
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
役
人
の
趙

が
寝
て
い
る
と
、
七
人
の
黄
色
い
服
の
小
人
を
連
れ
た
や
は
り
黄
色
い
服
を
来
た
者

が
入
っ
て
き
て
、
趙
を
起
こ
し
て
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
こ
う
と
し
た
が
、
小
人
の
一

人
が
「
寿
命
が
ま
だ
尽
き
て
い
な
い
か
ら
す
ぐ
に
連
れ
て
行
く
こ
と
は
出
来
な
い
。

印
だ
け
つ
け
よ
う
。」
と
言
い
、
趙
の
左
臂
に
「
仙
」
や
「
記
」
の
よ
う
に
見
え
る

古
い
篆
書
の
文
字
の
印
を
押
し
た
。
趙
の
そ
の
後
は
分
か
ら
な
い
。

「
巻
三
五
三　

鬼
三
十
八
」
は
、
唐
の
僖
宗
の
光
啓
年
間
か
ら
唐
末
ま
で
と
五
代

の
後
梁
・
後
唐
、
そ
し
て
南
方
の
諸
王
朝
に
関
す
る
説
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
文

徳
元
年
（
８
８
８
）、
僖
宗
が
崩
御
し
て
弟
の
昭
宗
が
即
位
し
、
昭
宗
の
時
代
に
朝

廷
を
牛
耳
る
勢
力
が
宦
官
集
団
か
ら
朱
全
忠
へ
と
交
替
す
る
。「
豫
章
中
官
」
は
そ
の

事
を
象
徴
す
る
説
話
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
天
祐
元
年
（
９
０
４
）、
朱
全
忠
は
昭

宗
を
暗
殺
し
て
哀
帝
を
即
位
さ
せ
、 

天
祐
四
年
（
９
０
７
）
に
哀
帝
か
ら
禅
譲
さ
れ

て
後
梁
を
建
て
た
。
こ
う
し
て
唐
は
滅
亡
し
た
。

冥
婚
譚

「
何
四
郎
」
は
後
梁
（
９
０
７
〜
９
２
３
）
の
話
で
あ
る
。
後
梁
は
、
首
都
開
封

が
東
都
、
洛
陽
が
西
都
で
あ
っ
た
。

「
張
飛
廟
祝
」
は
、
何
ら
か
の
異
常
性
を
認
識
さ
れ
た
子
供
が
「
神
の
子
」
と
さ

れ
る
現
象
の
事
例
で
あ
る
。
出
典
の
『
野
人
閒
話
』
は
前
蜀
時
代
の
出
来
事
を
集
め

た
説
話
集
。
作
者
は
宋
の
景
煥
で
、
乾
德
三
年
（
９
６
５
）
の
自
序
が
あ
る
。

塚
墓
宿
泊
譚

「
建
康
楽
人
」「
黄
廷
讓
」
は
現
在
の
南
京
市
の
話
で
あ
る
。
南
京
市
は
五
代
十

国
期
に
は
呉
（
９
０
２
〜
９
３
７
）
及
び
呉
の
禅
譲
を
受
け
た
南
唐
（
９
３
７
〜

９
７
５
）
の
都
で
あ
っ
た
。

変
鬼
帰
還
譚

「
僧
彦
翛
」
は
後
唐
（
９
２
３
〜
９
３
６
）
の
話
で
あ
る
。
第
二
代
皇
帝
明
宗
（
李

嗣
源
）
は
名
君
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
長
興
四
年
（
９
３
３
）、
明
宗
が
危
篤
の
床

に
あ
る
中
、
既
に
崩
御
し
た
と
誤
解
し
た
秦
王
李
従
栄
は
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
て
失

敗
し
、
斬
殺
さ
れ
た
。
本
話
で
李
従
栄
を
世
子
と
す
る
理
由
は
不
明
。

「
婺
源
軍
人
妻
」
の
建
威
軍
は
南
唐
に
属
す
る
軍
隊
で
あ
り
、
本
話
は
南
唐
の
話

で
あ
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
皇
甫
枚
」
は
黄
巣
の
乱
後
、
軍
閥
間
の
抗
争
に
よ
り
李
克
用
軍
が
長
安
に
迫
り
、

僖
宗
が
都
を
脱
出
し
、
鳳
翔
府
に
逃
げ
て
い
た
事
を
背
景
と
す
る
説
話
で
あ
る
。

「
陳
璠
」
の
支
辟
・
時
浦
は
、
支
詳
・
時
溥
の
誤
り
で
あ
る
。

 「
豫
章
中
官
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
宦
官
の
大
量
誅
殺
は
宰
相
崔
胤
と
朱
全
忠
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
期
は
、
天
復
甲
子
の
年
で
は
な
く
、
前
年
の
天
復
三
年

癸
亥
の
年
（
９
０
３
）
の
一
月
で
あ
る
。

（47）

『太平広記』鬼部説話の構成 ― 鬼三十六～鬼四十 ―

 「
朱
延
寿
」
は
朱
延
寿
の
死
の
前
兆
と
し
て
の
怪
事
を
語
っ
て
い
る
。
朱
延
寿
は

呉
王
楊
行
密
へ
の
反
乱
を
目
論
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
、
天
復
三
年
に
楊
行
密

に
お
び
き
出
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
。

「
秦
進
忠
」
は
死
期
が
近
づ
く
ほ
ど
人
が
鬼
に
近
い
存
在
に
な
り
、
祟
っ
て
い
る

鬼
が
対
象
に
近
づ
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

 「
望
江
李
令
」
話
で
言
及
さ
れ
る
黎
邱
の
鬼
と
は
、『
呂
氏
春
秋
』「
慎
行
論　

疑

似
」
所
収
の
類
話
に
登
場
す
る
鬼
で
あ
る
。
そ
の
話
で
は
父
は
息
子
を
鬼
と
思
い
込

ん
で
刺
殺
し
て
し
ま
う
。「
黎
邱
丈
人
」
と
い
う
成
語
に
な
っ
て
い
る
。

 「
張
瑗
」
も
南
京
市
の
話
で
あ
る
。

冥
界
召
喚
譚 

「
青
州
客
」
は
鬼
国
に
行
く
話
な
の
で
こ
こ
に
分
類
し
た
。『
稽
神
録
』
の
作
者
で

あ
る
徐
鉉
は
『
太
平
広
記
』
の
編
纂
に
も
加
わ
っ
て
い
る
。

「
陳
徳
遇
」
は
原
文
で
は
陳
居
讓
の
役
職
名
の
前
に
「
偽
」
と
あ
る
の
で
、『
稽
神

録
』
の
作
者
徐
鉉
の
仕
え
て
い
た
南
唐
以
外
の
国
の
話
で
あ
ろ
う
。

「
広
陵
吏
人
」
は
呉
ま
た
は
南
唐
の
話
で
あ
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
邵
元
休
」
で
白
磁
が
割
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
、
そ
れ
が
確
か
に
幽

霊
が
通
っ
た
証
拠
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

「
周
元
樞
」
で
は
人
の
強
情
さ
に
幽
霊
の
方
が
気
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
五

代
の
鬼
話
は
幽
霊
よ
り
も
人
の
方
が
凄
ま
じ
い
話
が
少
な
く
な
い
。

四　

中
心
を
失
っ
た
世
界
―
巻
三
五
四　

鬼
三
十
九
―

 

（
唐
僖
宗
・
龍
紀
年
間
〜
五
代
・
後
梁
）

楊
瑊
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
楊
瑊
は
科
挙
に
失
敗
し
、泰
寧
軍
節
度
使
（
山
東
省
南
部
）

朱
瑾
の
書
記
と
な
っ
て
い
た
。
兗
州
（
山
東
省
）
龍
興
寺
の
法
宝
大
師
に
、
楊
書
記

宅
の
土
地
神
で
あ
る
白
衣
の
翁
が
、
楊
書
記
が
土
地
神
を
圧
迫
す
る
建
物
の
造
営
を

続
け
る
こ
と
を
訴
え
た
。
な
ぜ
、
楊
を
祟
ら
な
い
の
か
と
尋
ね
る
と
、
運
勢
が
ま
だ

衰
え
て
い
な
い
の
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
答
え
て
消
え
た
。
数
年
後
（
８
９
６
）、

朱
瑾
は
戦
に
敗
れ
、
都
市
を
放
棄
し
て
逃
げ
、
楊
瑊
は
一
家
皆
殺
し
と
な
っ
た
。

袁
継
謙
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
殿
中
少
監
の
袁
継
謙
が
か
つ
て
兗
州
（
山
東
省
）
で
病

気
の
親
の
介
護
を
し
て
い
た
時
に
黒
衣
の
人
が
来
て
、
そ
の
名
刺
に
は
「
前
の
某
州

長
史　

許
延
年
」「
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
袁
は
不
愉
快
に

思
い
な
が
ら
会
い
に
出
た
が
、
も
う
去
っ
て
い
た
。
そ
の
年
に
親
は
死
に
、
袁
は
名

刺
を
紙
銭
と
と
も
に
燃
や
し
た
。

邠
州
士
人
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
後
梁
（
９
０
７
〜
９
２
３
）
の
時
代
、
あ
る
士
人
が

雍
州
（
陝
西
省
西
安
市
）
か
ら
邠
州
（
陝
西
省
咸
陽
市
）
に
向
か
う
途
中
、
夜
道
で

王
者
の
風
格
の
あ
る
騎
馬
の
三
人
の
男
が
、「
命
令
に
よ
り
邠
州
で
三
千
人
を
取
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
戦
争
で
は
君
子
も
殺
し
て
し
ま
う
か
ら
疫
病
が
良
い
だ
ろ
う
」
と

話
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
。
士
人
が
邠
州
に
着
く
と
、
本
当
に
疫
病
が
流
行
し
多
く

の
人
が
死
ん
だ
。

王
商
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
後
梁
の
貞
明
甲
戍
の
年
（
９
１
４
）、
徐
州
の
将
で
あ
る

王
殷
は
反
乱
を
目
論
ん
だ
。
そ
の
年
の
八
月
二
十
日
の
夜
、
青
衣
の
鬼
兵
の
部
隊
が

騒
が
し
く
様
々
な
音
を
立
て
な
が
ら
徐
州
の
庁
舎
か
ら
東
門
へ
抜
け
て
い
っ
た
。
冬

に
な
っ
て
、王
殷
は
朝
命
を
拒
み
、劉
鄩
の
討
伐
軍
兵
五
万
と
八
ヶ
月
に
亘
っ
て
戦
っ

て
敗
れ
た
。
徐
州
全
域
が
被
害
を
受
け
た
。

謝
彦
璋
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
後
梁
の
許
州
（
河
南
省
許
昌
市
）
節
度
使
の
謝
彦
璋
が

謀
反
の
罪
で
殺
さ
れ
、
朝
廷
が
宣
和
庫
副
使
の
郝
昌
遇
に
許
昌
で
そ
の
家
財
を
整
理

さ
せ
た
時
、
一
室
に
あ
っ
た
謝
彦
璋
の
肖
像
画
の
左
目
か
ら
鮮
血
が
流
れ
て
い
た
。

謝
彦
璋
は
生
前
す
っ
ぽ
ん
を
好
み
、
河
陽
を
治
め
て
い
た
時
は
漁
師
に
毎
日
届
け
さ
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で
き
な
い
夫
の
前
に
現
れ
、
叱
責
し
た
。
夫
婦
は
前
妻
の
た
め
に
酒
食
を
設
け
、
親

類
や
近
隣
の
者
も
集
め
た
。
み
な
、
前
妻
と
話
を
す
る
こ
と
は
出
来
た
が
、
姿
が
見

え
る
の
は
夫
の
み
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
夫
に
も
同
衾
は
許
さ
な
か
っ
た
。
十
日
が
過

ぎ
、
一
族
を
挙
げ
て
墓
ま
で
見
送
っ
た
。
前
妻
が
墓
地
の
植
木
の
中
に
入
っ
て
い
っ

た
時
、
皆
に
も
生
前
と
変
わ
ら
ぬ
そ
の
姿
が
見
え
た
。
建
威
軍
使
の
汪
延
昌
が
語
っ

た
話
で
あ
る
。

陳
徳
遇
（『
稽
神
録
』）
　
辛
亥
の
年
（
９
５
１
）、江
南
の
王
朝
の
右
藏
庫
官
で
あ
っ

た
陳
居
譲
は
字
を
徳
遇
と
云
っ
た
。
陳
が
倉
庫
に
宿
直
し
た
晩
、
そ
の
妻
は
二
人
の

役
人
が
「
陳
徳
遇
」
を
探
し
に
来
る
夢
を
見
た
。
妻
は
自
分
の
夫
は
字
が
徳
遇
で
あ

る
だ
け
で
姓
名
が
陳
徳
遇
な
の
は
別
人
で
あ
る
と
教
え
、
役
人
た
ち
は
「
間
違
え
る

と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
言
っ
て
去
っ
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
の
内
に
そ
の
陳
徳
遇
は
死
ん

だ
。

広
陵
吏
人
（『
稽
神
録
』）
　
暑
い
夏
の
夜
、
広
陵
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
役
人
の
趙

が
寝
て
い
る
と
、
七
人
の
黄
色
い
服
の
小
人
を
連
れ
た
や
は
り
黄
色
い
服
を
来
た
者

が
入
っ
て
き
て
、
趙
を
起
こ
し
て
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
こ
う
と
し
た
が
、
小
人
の
一

人
が
「
寿
命
が
ま
だ
尽
き
て
い
な
い
か
ら
す
ぐ
に
連
れ
て
行
く
こ
と
は
出
来
な
い
。

印
だ
け
つ
け
よ
う
。」
と
言
い
、
趙
の
左
臂
に
「
仙
」
や
「
記
」
の
よ
う
に
見
え
る

古
い
篆
書
の
文
字
の
印
を
押
し
た
。
趙
の
そ
の
後
は
分
か
ら
な
い
。

「
巻
三
五
三　

鬼
三
十
八
」
は
、
唐
の
僖
宗
の
光
啓
年
間
か
ら
唐
末
ま
で
と
五
代

の
後
梁
・
後
唐
、
そ
し
て
南
方
の
諸
王
朝
に
関
す
る
説
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
文

徳
元
年
（
８
８
８
）、
僖
宗
が
崩
御
し
て
弟
の
昭
宗
が
即
位
し
、
昭
宗
の
時
代
に
朝

廷
を
牛
耳
る
勢
力
が
宦
官
集
団
か
ら
朱
全
忠
へ
と
交
替
す
る
。「
豫
章
中
官
」
は
そ
の

事
を
象
徴
す
る
説
話
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
天
祐
元
年
（
９
０
４
）、
朱
全
忠
は
昭

宗
を
暗
殺
し
て
哀
帝
を
即
位
さ
せ
、 

天
祐
四
年
（
９
０
７
）
に
哀
帝
か
ら
禅
譲
さ
れ

て
後
梁
を
建
て
た
。
こ
う
し
て
唐
は
滅
亡
し
た
。

冥
婚
譚

「
何
四
郎
」
は
後
梁
（
９
０
７
〜
９
２
３
）
の
話
で
あ
る
。
後
梁
は
、
首
都
開
封

が
東
都
、
洛
陽
が
西
都
で
あ
っ
た
。

「
張
飛
廟
祝
」
は
、
何
ら
か
の
異
常
性
を
認
識
さ
れ
た
子
供
が
「
神
の
子
」
と
さ

れ
る
現
象
の
事
例
で
あ
る
。
出
典
の
『
野
人
閒
話
』
は
前
蜀
時
代
の
出
来
事
を
集
め

た
説
話
集
。
作
者
は
宋
の
景
煥
で
、
乾
德
三
年
（
９
６
５
）
の
自
序
が
あ
る
。

塚
墓
宿
泊
譚

「
建
康
楽
人
」「
黄
廷
讓
」
は
現
在
の
南
京
市
の
話
で
あ
る
。
南
京
市
は
五
代
十

国
期
に
は
呉
（
９
０
２
〜
９
３
７
）
及
び
呉
の
禅
譲
を
受
け
た
南
唐
（
９
３
７
〜

９
７
５
）
の
都
で
あ
っ
た
。

変
鬼
帰
還
譚

「
僧
彦
翛
」
は
後
唐
（
９
２
３
〜
９
３
６
）
の
話
で
あ
る
。
第
二
代
皇
帝
明
宗
（
李

嗣
源
）
は
名
君
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
長
興
四
年
（
９
３
３
）、
明
宗
が
危
篤
の
床

に
あ
る
中
、
既
に
崩
御
し
た
と
誤
解
し
た
秦
王
李
従
栄
は
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
て
失

敗
し
、
斬
殺
さ
れ
た
。
本
話
で
李
従
栄
を
世
子
と
す
る
理
由
は
不
明
。

「
婺
源
軍
人
妻
」
の
建
威
軍
は
南
唐
に
属
す
る
軍
隊
で
あ
り
、
本
話
は
南
唐
の
話

で
あ
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
皇
甫
枚
」
は
黄
巣
の
乱
後
、
軍
閥
間
の
抗
争
に
よ
り
李
克
用
軍
が
長
安
に
迫
り
、

僖
宗
が
都
を
脱
出
し
、
鳳
翔
府
に
逃
げ
て
い
た
事
を
背
景
と
す
る
説
話
で
あ
る
。

「
陳
璠
」
の
支
辟
・
時
浦
は
、
支
詳
・
時
溥
の
誤
り
で
あ
る
。

 「
豫
章
中
官
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
宦
官
の
大
量
誅
殺
は
宰
相
崔
胤
と
朱
全
忠
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
期
は
、
天
復
甲
子
の
年
で
は
な
く
、
前
年
の
天
復
三
年

癸
亥
の
年
（
９
０
３
）
の
一
月
で
あ
る
。

（47）

『太平広記』鬼部説話の構成 ― 鬼三十六～鬼四十 ―

 「
朱
延
寿
」
は
朱
延
寿
の
死
の
前
兆
と
し
て
の
怪
事
を
語
っ
て
い
る
。
朱
延
寿
は

呉
王
楊
行
密
へ
の
反
乱
を
目
論
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
、
天
復
三
年
に
楊
行
密

に
お
び
き
出
さ
れ
て
殺
さ
れ
た
。

「
秦
進
忠
」
は
死
期
が
近
づ
く
ほ
ど
人
が
鬼
に
近
い
存
在
に
な
り
、
祟
っ
て
い
る

鬼
が
対
象
に
近
づ
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

 「
望
江
李
令
」
話
で
言
及
さ
れ
る
黎
邱
の
鬼
と
は
、『
呂
氏
春
秋
』「
慎
行
論　

疑

似
」
所
収
の
類
話
に
登
場
す
る
鬼
で
あ
る
。
そ
の
話
で
は
父
は
息
子
を
鬼
と
思
い
込

ん
で
刺
殺
し
て
し
ま
う
。「
黎
邱
丈
人
」
と
い
う
成
語
に
な
っ
て
い
る
。

 「
張
瑗
」
も
南
京
市
の
話
で
あ
る
。

冥
界
召
喚
譚 

「
青
州
客
」
は
鬼
国
に
行
く
話
な
の
で
こ
こ
に
分
類
し
た
。『
稽
神
録
』
の
作
者
で

あ
る
徐
鉉
は
『
太
平
広
記
』
の
編
纂
に
も
加
わ
っ
て
い
る
。

「
陳
徳
遇
」
は
原
文
で
は
陳
居
讓
の
役
職
名
の
前
に
「
偽
」
と
あ
る
の
で
、『
稽
神

録
』
の
作
者
徐
鉉
の
仕
え
て
い
た
南
唐
以
外
の
国
の
話
で
あ
ろ
う
。

「
広
陵
吏
人
」
は
呉
ま
た
は
南
唐
の
話
で
あ
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
邵
元
休
」
で
白
磁
が
割
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
、
そ
れ
が
確
か
に
幽

霊
が
通
っ
た
証
拠
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

「
周
元
樞
」
で
は
人
の
強
情
さ
に
幽
霊
の
方
が
気
圧
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
五

代
の
鬼
話
は
幽
霊
よ
り
も
人
の
方
が
凄
ま
じ
い
話
が
少
な
く
な
い
。

四　

中
心
を
失
っ
た
世
界
―
巻
三
五
四　

鬼
三
十
九
―

 

（
唐
僖
宗
・
龍
紀
年
間
〜
五
代
・
後
梁
）

楊
瑊
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
楊
瑊
は
科
挙
に
失
敗
し
、泰
寧
軍
節
度
使
（
山
東
省
南
部
）

朱
瑾
の
書
記
と
な
っ
て
い
た
。
兗
州
（
山
東
省
）
龍
興
寺
の
法
宝
大
師
に
、
楊
書
記

宅
の
土
地
神
で
あ
る
白
衣
の
翁
が
、
楊
書
記
が
土
地
神
を
圧
迫
す
る
建
物
の
造
営
を

続
け
る
こ
と
を
訴
え
た
。
な
ぜ
、
楊
を
祟
ら
な
い
の
か
と
尋
ね
る
と
、
運
勢
が
ま
だ

衰
え
て
い
な
い
の
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
答
え
て
消
え
た
。
数
年
後
（
８
９
６
）、

朱
瑾
は
戦
に
敗
れ
、
都
市
を
放
棄
し
て
逃
げ
、
楊
瑊
は
一
家
皆
殺
し
と
な
っ
た
。

袁
継
謙
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
殿
中
少
監
の
袁
継
謙
が
か
つ
て
兗
州
（
山
東
省
）
で
病

気
の
親
の
介
護
を
し
て
い
た
時
に
黒
衣
の
人
が
来
て
、
そ
の
名
刺
に
は
「
前
の
某
州

長
史　

許
延
年
」「
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
袁
は
不
愉
快
に

思
い
な
が
ら
会
い
に
出
た
が
、
も
う
去
っ
て
い
た
。
そ
の
年
に
親
は
死
に
、
袁
は
名

刺
を
紙
銭
と
と
も
に
燃
や
し
た
。

邠
州
士
人
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
後
梁
（
９
０
７
〜
９
２
３
）
の
時
代
、
あ
る
士
人
が

雍
州
（
陝
西
省
西
安
市
）
か
ら
邠
州
（
陝
西
省
咸
陽
市
）
に
向
か
う
途
中
、
夜
道
で

王
者
の
風
格
の
あ
る
騎
馬
の
三
人
の
男
が
、「
命
令
に
よ
り
邠
州
で
三
千
人
を
取
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
戦
争
で
は
君
子
も
殺
し
て
し
ま
う
か
ら
疫
病
が
良
い
だ
ろ
う
」
と

話
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
。
士
人
が
邠
州
に
着
く
と
、
本
当
に
疫
病
が
流
行
し
多
く

の
人
が
死
ん
だ
。

王
商
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
後
梁
の
貞
明
甲
戍
の
年
（
９
１
４
）、
徐
州
の
将
で
あ
る

王
殷
は
反
乱
を
目
論
ん
だ
。
そ
の
年
の
八
月
二
十
日
の
夜
、
青
衣
の
鬼
兵
の
部
隊
が

騒
が
し
く
様
々
な
音
を
立
て
な
が
ら
徐
州
の
庁
舎
か
ら
東
門
へ
抜
け
て
い
っ
た
。
冬

に
な
っ
て
、王
殷
は
朝
命
を
拒
み
、劉
鄩
の
討
伐
軍
兵
五
万
と
八
ヶ
月
に
亘
っ
て
戦
っ

て
敗
れ
た
。
徐
州
全
域
が
被
害
を
受
け
た
。

謝
彦
璋
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
後
梁
の
許
州
（
河
南
省
許
昌
市
）
節
度
使
の
謝
彦
璋
が

謀
反
の
罪
で
殺
さ
れ
、
朝
廷
が
宣
和
庫
副
使
の
郝
昌
遇
に
許
昌
で
そ
の
家
財
を
整
理

さ
せ
た
時
、
一
室
に
あ
っ
た
謝
彦
璋
の
肖
像
画
の
左
目
か
ら
鮮
血
が
流
れ
て
い
た
。

謝
彦
璋
は
生
前
す
っ
ぽ
ん
を
好
み
、
河
陽
を
治
め
て
い
た
時
は
漁
師
に
毎
日
届
け
さ
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せ
、
獲
れ
な
い
時
は
重
く
罰
し
た
。
あ
る
日
の
夜
明
け
前
、
漁
師
が
す
っ
ぽ
ん
を
獲

り
に
行
こ
う
と
す
る
と
、
あ
る
人
が
今
日
は
漁
を
止
め
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
漁
師
は

行
か
な
い
と
罰
せ
ら
れ
る
と
断
っ
た
が
、
そ
の
人
が
五
千
銭
を
払
う
と
言
う
の
で
承

諾
し
た
。
朝
に
な
っ
て
、
漁
師
が
確
認
し
て
み
る
と
、
も
ら
っ
た
銭
は
紙
で
あ
っ
た
。

崇
聖
寺
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
寒
食
の
日
、
漢
州
（
四
川
省
徳
陽
市
）
の
崇
聖
寺
に
朱

衣
と
紫
衣
の
二
人
の
貴
人
が
訪
れ
、壁
に
詩
を
書
い
た
。
朱
衣
の
詩
「
禁
煙
の
佳
節
、

此
に
同
遊
す
。
正
に
值
ふ
、酴
醿
の
岸
を
夾
み
て
香
る
を
。
緬
想
す
、十
年
前
往
の
事
。

強
ひ
て
風
景
を
吟
じ
、愁
腸
を
乱
す
。」紫
衣
の
詩「
馬
に
䇿
し
暫
し
尋
ぬ
、原
上
の
路
。

落
花
芳
草
尚
ほ
依
然
た
り
。
家
亡
び
国
破
る
は
一
場
の
夢
。
惆
悵
す
、
又
寒
食
の
天

に
逢
ふ
を
。」書
き
終
え
る
と
馬
で
去
っ
て
行
っ
た
が
、一
月
余
り
残
り
香
が
あ
っ
た
。

そ
の
詩
は
現
存
し
て
い
る
。

任
彦
思
（『
幽
明
録
』）
　
蜀
の
昌
州
（
重
慶
市
）
の
牧
、
任
彦
思
の
家
に
、
哀
切
な

音
楽
を
奏
で
る
一
方
、
酒
食
を
要
求
す
る
鬼
が
住
み
着
き
、
用
意
し
な
い
と
人
の
耳

に
虫
を
入
れ
る
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を
し
た
。
引
っ
越
し
て
も
つ
い
て
来
て
七
八
年
に

亘
っ
て
悩
ま
さ
れ
た
が
、
突
然
何
事
も
起
き
な
く
な
り
、
屋
根
の
梁
に
血
で
詩
が
書

か
れ
て
い
た
。「
物
類
遷
変
し
易
く
、
我
行
く
も
人
見
ず
。
任
彦
思
を
珍
重
す
れ
ど
、

相
ひ
别
れ
し
日
已
に
遠
し
。」
任
彦
思
は
文
字
を
削
り
取
ろ
う
と
し
た
が
、
既
に
木

に
染
み
込
ん
で
い
た
。

張
仁
宝
（『
述
異
記
』）
　
挍
書
郎
の
張
仁
宝
は
才
学
が
あ
っ
た
が
夭
折
し
、
成
都
か

ら
閬
中
（
四
川
省
閬
中
市
）
に
運
ば
れ
、
東
津
寺
に
殯
さ
れ
た
。
張
の
家
で
は
寒
食

の
日
に
芭
蕉
の
葉
に
詩
が
書
か
れ
て
い
た
。「
寒
食
、家
家
盡
く
煙
を
禁
ず
。　

野
棠
、

風
に
小
花
の
鈿
を
墜
す
。
如
今
空
し
く
孤
魂
の
夢
み
る
有
り
。
半
ば
は
嘉
陵
に
在
り

て
半
ば
は
錦
川
に
あ
り
。」
ま
た
端
午
の
日
に
は
身
の
長
三
丈
の
張
が
門
に
「
五
月

午
日
、
天
中
節
」
と
書
い
た
。
本
葬
を
行
っ
て
か
ら
は
張
の
鬼
は
来
な
く
な
っ
た
。

楊
藴
中
（『
幽
異
記
』）
　
進
士
の
楊
藴
中
は
成
都
の
牢
獄
で
、
風
采
は
上
が
ら
な
い

が
言
葉
に
優
れ
た
女
を
夢
に
見
た
。
女
は
、
自
分
は
薛
濤
で
こ
の
部
屋
で
亡
く
な
っ

た
と
語
り
、
藴
中
に
次
の
詩
を
贈
っ
た
。「
玉
漏
深
長
に
し
て
燈
耿
耿
た
り
。
東
墻

西
墻
、
時
に
影
を
見
わ
す
。
月
明
の
窓
外
、
子
規
が
啼
き
、
忍
ぶ
れ
ど
孤
魂
を
し
て

愁
夜
の
永
き
を
愁
へ
し
む
。」

王
延
鎬
（『
霊
異
記
』）
　
梓
州
（
四
川
省
綿
陽
市
）
の
陽
関
の
神
は
蜀
の
車
騎
将
軍

西
郷
侯
張
飛
で
あ
り
、
霊
験
あ
ら
た
か
で
州
の
人
々
に
敬
わ
れ
て
い
た
。
龍
州
軍
判

官
の
王
延
鎬
は
身
受
け
し
た
成
都
の
妓
女
霞
卿
を
陽
関
の
神
に
召
し
上
げ
ら
れ
、
霞

卿
は
死
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
神
か
ら
解
放
さ
れ
て
鬼
の
ま
ま
再
び
王
延
鎬
と
暮
ら
す

よ
う
に
な
っ
た
。
自
身
の
似
顔
絵
を
依
り
代
と
し
て
、
飲
食
な
ど
も
生
き
て
い
る
人

の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
共
に
暮
ら
す
の
は
娘
が
嫁
ぐ
ま
で
と
言
っ
た
。
王
が
再
婚
し

て
か
ら
は
黒
い
蝶
と
な
っ
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
霞
卿
の
娘
を
嫁
が
せ
た
後
は
声

も
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。

僧
恵
進
（『
録
異
記
』）
　
西
蜀
の
福
感
寺
の
僧
恵
進
は
、
早
朝
、
長
身
の
青
黒
い
者

に
追
わ
れ
、
民
家
に
逃
げ
込
ん
だ
が
捕
ま
っ
て
名
を
聞
か
れ
た
。
答
え
る
と
、
姓
が

違
う
と
言
っ
て
恵
進
を
捨
て
て
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
夕
、
恵
進
と
同
名
異
姓
の
者

が
死
ん
だ
。

田
達
誠
（『
稽
神
録
』）
　
廬
陵
（
江
西
省
吉
安
市
）
の
富
商
田
達
誠
は
よ
く
人
助
け

を
し
た
。
あ
る
時
、
水
害
で
家
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
龍
泉
（
浙
江
省
麗
水
市
）
の
鬼

に
乞
わ
れ
て
、家
に
住
ま
わ
せ
て
や
っ
た
。鬼
は
詩
や
書
に
巧
み
で
、名
を
聞
く
と「
天

然
我
と
一
霊
を
通
じ
、
還
た
人
間
と
事
同
じ
か
ら
ず
。
吾
が
家
の
真
の
姓
字
を
識
ら

ん
と
要
す
れ
ば
、
天
地
南
頭
一
段
紅
な
り
。」
と
詩
で
答
え
た
が
、
そ
の
意
味
は
解

け
な
か
っ
た
。
ま
た
、
鬼
の
息
子
と
樟
樹
神
の
娘
の
婚
礼
の
た
め
に
後
堂
を
三
日
間

貸
し
て
や
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
余
り
で
鬼
は
去
っ
て
行
っ
た
が
、
田
が
広
陵
（
江

蘇
省
揚
州
市
）
か
ら
な
か
な
か
帰
ら
ず
、
家
族
が
心
配
し
た
際
は
無
事
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
田
は
龍
泉
の
鬼
の
住
ま
い
を
探
し
た
が
見
つ
か
ら
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な
か
っ
た
。

徐
彦
成
（『
稽
神
録
』）
　
木
材
の
買
い
付
け
が
主
な
業
務
で
あ
る
軍
の
役
人
の
徐
彦

成
は
、
丁
亥
の
年
（
９
２
７
）
に
信
州
汭
口
塲
（
江
西
省
上
饒
市
鉛
山
県
河
口
鎮
汭

口
村
）
で
知
り
合
っ
た
若
者
の
豪
邸
に
招
か
れ
、
良
質
の
木
を
安
く
売
っ
て
も
ら
え

た
上
に
、高
く
売
れ
る
か
ら
と
大
き
な
杉
板
を
四
枚
贈
呈
さ
れ
た
。
秦
淮
（
南
京
市
）

に
行
く
と
、
呉
帥
が
逝
去
し
た
折
で
、
徐
の
杉
板
が
立
派
で
棺
材
に
ふ
さ
わ
し
い
と

銭
数
十
万
で
買
い
取
ら
れ
た
。
徐
は
そ
れ
か
ら
三
回
に
亘
っ
て
若
者
と
取
引
を
し
て

巨
利
を
得
た
が
、
一
年
ほ
ど
間
を
空
け
て
訪
ね
る
と
、
村
は
元
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が

若
者
の
豪
邸
は
な
く
、
村
人
に
聞
い
て
も
若
者
を
知
っ
て
い
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

鄭
郊
（『
述
異
記
』）
　
進
士
と
な
っ
た
が
科
挙
に
落
ち
た
河
北
の
鄭
郊
は
陳
蔡
の
間

（
河
南
省
）
で
二
本
の
竹
を
植
え
た
塚
墓
を
見
た
。「
塜
上
兩
つ
の
竿
竹　

風
吹
き
常

に
裊
裊
と
す
」
と
吟
じ
た
が
下
の
句
を
継
げ
ず
に
い
る
と
、
塜
の
中
か
ら
声
が
し
て

「
下
に
百
年
の
人
有
り　

長
く
眠
り
て
暁
を
知
ら
ず
」
と
続
け
た
。

李
茵
（『
北
夢
瑣
言
』）
　
進
士
の
襄
陽
（
湖
北
省
）
の
李
茵
は
、
宮
殿
か
ら
流
れ
て

き
た
紅
葉
に
「
流
水
何
ぞ
太
だ
急
な
る
。
深
宮
尽
日
閑
た
り
。
殷
勤
に
紅
葉
に
謝
せ

ど
、
好
み
て
去
り
人
間
に
到
る
。」
と
宮
女
の
詩
が
書
か
れ
て
い
る
を
見
つ
け
、
し

ま
っ
て
お
い
た
。
後
に
僖
宗
が
蜀
に
逃
げ
た
時
、
李
茵
は
避
難
し
て
い
た
南
山
で
、

そ
の
詩
を
書
い
た
宫
中
侍
書
の
雲
芳
子
と
知
り
合
い
、
共
に
蜀
に
向
か
っ
た
が
、
綿

竹
（
四
川
省
徳
陽
市
）
で
宦
官
の
田
大
人
に
見
つ
か
り
、雲
芳
子
は
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
夕
方
に
雲
芳
子
は
戻
っ
て
き
て
田
に
賄
賂
を
払
っ
て
見
逃
し
て
貰
っ
た
と
言
っ

た
。
共
に
襄
陽
に
帰
っ
た
が
、数
年
し
て
李
茵
は
霊
気
に
中
て
ら
れ
て
病
気
に
な
り
、

雲
芳
子
は
実
は
綿
竹
で
自
縊
し
幽
霊
と
な
っ
て
側
に
い
た
こ
と
を
告
白
し
て
去
っ
て

行
っ
た
。

柳
鵬
挙
（『
北
夢
瑣
言
』）
　
唐
の
龍
紀
年
間
（
８
８
１
）、
士
人
の
柳
鵬
挙
は
杭
州

の
伍
相
廟
で
雨
宿
り
を
し
た
時
に
銭
大
夫
の
召
使
い
の
五
弦
琴
を
抱
え
た
女
と
深
い

仲
に
な
り
、
船
中
に
女
を
隠
し
て
い
た
が
、
役
人
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
女
は
首
を

吊
っ
て
死
ん
だ
。
そ
の
後
、
女
は
柳
の
元
に
戻
っ
て
き
て
、
柳
も
女
が
死
ん
だ
こ
と

を
知
っ
て
い
た
が
一
緒
に
暮
ら
し
た
。随
分
時
が
経
っ
て
か
ら
女
は
去
っ
て
行
っ
た
。

周
潔
（『
稽
神
録
』）
　
霍
丘
（
安
徽
省
六
安
市
）
の
令
で
あ
っ
た
周
潔
は
、
甲
辰
の

年
（
８
８
４
）、
退
職
し
て
淮
河
を
旅
し
た
。
大
飢
饉
の
時
期
で
、
営
業
し
て
い
る

宿
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
煙
の
立
っ
て
い
る
村
に
行
き
、
村
娘
と
そ
の
妹
が
病
気

で
動
け
な
い
家
族
と
住
む
家
の
広
間
に
泊
め
て
貰
い
、
二
人
に
餅
を
や
っ
た
。
朝
に

な
っ
て
人
を
呼
ん
で
も
誰
も
答
え
ず
、
姉
妹
が
昨
夜
入
っ
た
部
屋
を
見
る
と
、
部
屋

中
に
死
体
が
積
ん
で
あ
り
、
そ
の
中
に
姉
妹
の
遺
体
も
あ
っ
た
。
餅
は
胸
の
上
に
置

か
れ
て
お
り
、
周
潔
は
皆
を
埋
葬
し
て
や
っ
た
。

「
巻
三
五
四　

鬼
三
十
九
」
は
、
唐
の
僖
宗
の
龍
紀
年
間
の
説
話
や
五
代
後
梁
の

説
話
に
加
え
て
、後
半
に
は
蜀
を
中
心
に
西
方
の
地
域
の
説
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

前
巻
「
巻
三
五
三
」
の
後
半
が
江
南
を
中
心
に
主
に
南
方
の
説
話
を
中
心
に
構
成
さ

れ
て
い
た
の
と
併
せ
て
、
こ
の
混
沌
と
し
た
時
期
の
全
体
像
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
浮

か
び
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

塚
墓
宿
泊
譚

「
周
潔
」
は
甲
辰
の
年
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
唐
の
僖
宗
の
中
和
四
年
（
８
８
４
）

が
飢
饉
の
年
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
甲
辰
の
年
と
な
る
。

「
徐
彦
成
」
に
お
け
る
若
者
は
鬼
で
、
豪
邸
は
そ
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
塚

墓
宿
泊
譚
の
派
生
型
と
し
た
。
丁
亥
の
年
の
呉
師
の
死
と
は
、
呉
の
順
義
七
年

（
９
２
７
）の
太
師
徐
温
の
死
の
こ
と
で
あ
る
。
後
に
徐
温
の
養
子
の
徐
知
誥
（
李
昪
）

が
呉
の
禅
譲
を
受
け
て
南
唐
を
建
国
す
る
。

変
鬼
帰
還
譚　

「
王
延
鎬
」「
李
茵
」「
柳
鵬
挙
」
は
、
死
ん
だ
妻
が
幽
霊
と
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
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せ
、
獲
れ
な
い
時
は
重
く
罰
し
た
。
あ
る
日
の
夜
明
け
前
、
漁
師
が
す
っ
ぽ
ん
を
獲

り
に
行
こ
う
と
す
る
と
、
あ
る
人
が
今
日
は
漁
を
止
め
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
漁
師
は

行
か
な
い
と
罰
せ
ら
れ
る
と
断
っ
た
が
、
そ
の
人
が
五
千
銭
を
払
う
と
言
う
の
で
承

諾
し
た
。
朝
に
な
っ
て
、
漁
師
が
確
認
し
て
み
る
と
、
も
ら
っ
た
銭
は
紙
で
あ
っ
た
。

崇
聖
寺
（『
玉
堂
閒
話
』）
　
寒
食
の
日
、
漢
州
（
四
川
省
徳
陽
市
）
の
崇
聖
寺
に
朱

衣
と
紫
衣
の
二
人
の
貴
人
が
訪
れ
、壁
に
詩
を
書
い
た
。
朱
衣
の
詩
「
禁
煙
の
佳
節
、

此
に
同
遊
す
。
正
に
值
ふ
、酴
醿
の
岸
を
夾
み
て
香
る
を
。
緬
想
す
、十
年
前
往
の
事
。

強
ひ
て
風
景
を
吟
じ
、愁
腸
を
乱
す
。」紫
衣
の
詩「
馬
に
䇿
し
暫
し
尋
ぬ
、原
上
の
路
。

落
花
芳
草
尚
ほ
依
然
た
り
。
家
亡
び
国
破
る
は
一
場
の
夢
。
惆
悵
す
、
又
寒
食
の
天

に
逢
ふ
を
。」書
き
終
え
る
と
馬
で
去
っ
て
行
っ
た
が
、一
月
余
り
残
り
香
が
あ
っ
た
。

そ
の
詩
は
現
存
し
て
い
る
。

任
彦
思
（『
幽
明
録
』）
　
蜀
の
昌
州
（
重
慶
市
）
の
牧
、
任
彦
思
の
家
に
、
哀
切
な

音
楽
を
奏
で
る
一
方
、
酒
食
を
要
求
す
る
鬼
が
住
み
着
き
、
用
意
し
な
い
と
人
の
耳

に
虫
を
入
れ
る
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を
し
た
。
引
っ
越
し
て
も
つ
い
て
来
て
七
八
年
に

亘
っ
て
悩
ま
さ
れ
た
が
、
突
然
何
事
も
起
き
な
く
な
り
、
屋
根
の
梁
に
血
で
詩
が
書

か
れ
て
い
た
。「
物
類
遷
変
し
易
く
、
我
行
く
も
人
見
ず
。
任
彦
思
を
珍
重
す
れ
ど
、

相
ひ
别
れ
し
日
已
に
遠
し
。」
任
彦
思
は
文
字
を
削
り
取
ろ
う
と
し
た
が
、
既
に
木

に
染
み
込
ん
で
い
た
。

張
仁
宝
（『
述
異
記
』）
　
挍
書
郎
の
張
仁
宝
は
才
学
が
あ
っ
た
が
夭
折
し
、
成
都
か

ら
閬
中
（
四
川
省
閬
中
市
）
に
運
ば
れ
、
東
津
寺
に
殯
さ
れ
た
。
張
の
家
で
は
寒
食

の
日
に
芭
蕉
の
葉
に
詩
が
書
か
れ
て
い
た
。「
寒
食
、家
家
盡
く
煙
を
禁
ず
。　

野
棠
、

風
に
小
花
の
鈿
を
墜
す
。
如
今
空
し
く
孤
魂
の
夢
み
る
有
り
。
半
ば
は
嘉
陵
に
在
り

て
半
ば
は
錦
川
に
あ
り
。」
ま
た
端
午
の
日
に
は
身
の
長
三
丈
の
張
が
門
に
「
五
月

午
日
、
天
中
節
」
と
書
い
た
。
本
葬
を
行
っ
て
か
ら
は
張
の
鬼
は
来
な
く
な
っ
た
。

楊
藴
中
（『
幽
異
記
』）
　
進
士
の
楊
藴
中
は
成
都
の
牢
獄
で
、
風
采
は
上
が
ら
な
い

が
言
葉
に
優
れ
た
女
を
夢
に
見
た
。
女
は
、
自
分
は
薛
濤
で
こ
の
部
屋
で
亡
く
な
っ

た
と
語
り
、
藴
中
に
次
の
詩
を
贈
っ
た
。「
玉
漏
深
長
に
し
て
燈
耿
耿
た
り
。
東
墻

西
墻
、
時
に
影
を
見
わ
す
。
月
明
の
窓
外
、
子
規
が
啼
き
、
忍
ぶ
れ
ど
孤
魂
を
し
て

愁
夜
の
永
き
を
愁
へ
し
む
。」

王
延
鎬
（『
霊
異
記
』）
　
梓
州
（
四
川
省
綿
陽
市
）
の
陽
関
の
神
は
蜀
の
車
騎
将
軍

西
郷
侯
張
飛
で
あ
り
、
霊
験
あ
ら
た
か
で
州
の
人
々
に
敬
わ
れ
て
い
た
。
龍
州
軍
判

官
の
王
延
鎬
は
身
受
け
し
た
成
都
の
妓
女
霞
卿
を
陽
関
の
神
に
召
し
上
げ
ら
れ
、
霞

卿
は
死
ん
だ
が
、
そ
の
後
、
神
か
ら
解
放
さ
れ
て
鬼
の
ま
ま
再
び
王
延
鎬
と
暮
ら
す

よ
う
に
な
っ
た
。
自
身
の
似
顔
絵
を
依
り
代
と
し
て
、
飲
食
な
ど
も
生
き
て
い
る
人

の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
共
に
暮
ら
す
の
は
娘
が
嫁
ぐ
ま
で
と
言
っ
た
。
王
が
再
婚
し

て
か
ら
は
黒
い
蝶
と
な
っ
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
霞
卿
の
娘
を
嫁
が
せ
た
後
は
声

も
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。

僧
恵
進
（『
録
異
記
』）
　
西
蜀
の
福
感
寺
の
僧
恵
進
は
、
早
朝
、
長
身
の
青
黒
い
者

に
追
わ
れ
、
民
家
に
逃
げ
込
ん
だ
が
捕
ま
っ
て
名
を
聞
か
れ
た
。
答
え
る
と
、
姓
が

違
う
と
言
っ
て
恵
進
を
捨
て
て
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
夕
、
恵
進
と
同
名
異
姓
の
者

が
死
ん
だ
。

田
達
誠
（『
稽
神
録
』）
　
廬
陵
（
江
西
省
吉
安
市
）
の
富
商
田
達
誠
は
よ
く
人
助
け

を
し
た
。
あ
る
時
、
水
害
で
家
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
龍
泉
（
浙
江
省
麗
水
市
）
の
鬼

に
乞
わ
れ
て
、家
に
住
ま
わ
せ
て
や
っ
た
。鬼
は
詩
や
書
に
巧
み
で
、名
を
聞
く
と「
天

然
我
と
一
霊
を
通
じ
、
還
た
人
間
と
事
同
じ
か
ら
ず
。
吾
が
家
の
真
の
姓
字
を
識
ら

ん
と
要
す
れ
ば
、
天
地
南
頭
一
段
紅
な
り
。」
と
詩
で
答
え
た
が
、
そ
の
意
味
は
解

け
な
か
っ
た
。
ま
た
、
鬼
の
息
子
と
樟
樹
神
の
娘
の
婚
礼
の
た
め
に
後
堂
を
三
日
間

貸
し
て
や
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
余
り
で
鬼
は
去
っ
て
行
っ
た
が
、
田
が
広
陵
（
江

蘇
省
揚
州
市
）
か
ら
な
か
な
か
帰
ら
ず
、
家
族
が
心
配
し
た
際
は
無
事
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
田
は
龍
泉
の
鬼
の
住
ま
い
を
探
し
た
が
見
つ
か
ら
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な
か
っ
た
。

徐
彦
成
（『
稽
神
録
』）
　
木
材
の
買
い
付
け
が
主
な
業
務
で
あ
る
軍
の
役
人
の
徐
彦

成
は
、
丁
亥
の
年
（
９
２
７
）
に
信
州
汭
口
塲
（
江
西
省
上
饒
市
鉛
山
県
河
口
鎮
汭

口
村
）
で
知
り
合
っ
た
若
者
の
豪
邸
に
招
か
れ
、
良
質
の
木
を
安
く
売
っ
て
も
ら
え

た
上
に
、高
く
売
れ
る
か
ら
と
大
き
な
杉
板
を
四
枚
贈
呈
さ
れ
た
。
秦
淮
（
南
京
市
）

に
行
く
と
、
呉
帥
が
逝
去
し
た
折
で
、
徐
の
杉
板
が
立
派
で
棺
材
に
ふ
さ
わ
し
い
と

銭
数
十
万
で
買
い
取
ら
れ
た
。
徐
は
そ
れ
か
ら
三
回
に
亘
っ
て
若
者
と
取
引
を
し
て

巨
利
を
得
た
が
、
一
年
ほ
ど
間
を
空
け
て
訪
ね
る
と
、
村
は
元
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が

若
者
の
豪
邸
は
な
く
、
村
人
に
聞
い
て
も
若
者
を
知
っ
て
い
る
者
は
い
な
か
っ
た
。

鄭
郊
（『
述
異
記
』）
　
進
士
と
な
っ
た
が
科
挙
に
落
ち
た
河
北
の
鄭
郊
は
陳
蔡
の
間

（
河
南
省
）
で
二
本
の
竹
を
植
え
た
塚
墓
を
見
た
。「
塜
上
兩
つ
の
竿
竹　

風
吹
き
常

に
裊
裊
と
す
」
と
吟
じ
た
が
下
の
句
を
継
げ
ず
に
い
る
と
、
塜
の
中
か
ら
声
が
し
て

「
下
に
百
年
の
人
有
り　

長
く
眠
り
て
暁
を
知
ら
ず
」
と
続
け
た
。

李
茵
（『
北
夢
瑣
言
』）
　
進
士
の
襄
陽
（
湖
北
省
）
の
李
茵
は
、
宮
殿
か
ら
流
れ
て

き
た
紅
葉
に
「
流
水
何
ぞ
太
だ
急
な
る
。
深
宮
尽
日
閑
た
り
。
殷
勤
に
紅
葉
に
謝
せ

ど
、
好
み
て
去
り
人
間
に
到
る
。」
と
宮
女
の
詩
が
書
か
れ
て
い
る
を
見
つ
け
、
し

ま
っ
て
お
い
た
。
後
に
僖
宗
が
蜀
に
逃
げ
た
時
、
李
茵
は
避
難
し
て
い
た
南
山
で
、

そ
の
詩
を
書
い
た
宫
中
侍
書
の
雲
芳
子
と
知
り
合
い
、
共
に
蜀
に
向
か
っ
た
が
、
綿

竹
（
四
川
省
徳
陽
市
）
で
宦
官
の
田
大
人
に
見
つ
か
り
、雲
芳
子
は
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。
夕
方
に
雲
芳
子
は
戻
っ
て
き
て
田
に
賄
賂
を
払
っ
て
見
逃
し
て
貰
っ
た
と
言
っ

た
。
共
に
襄
陽
に
帰
っ
た
が
、数
年
し
て
李
茵
は
霊
気
に
中
て
ら
れ
て
病
気
に
な
り
、

雲
芳
子
は
実
は
綿
竹
で
自
縊
し
幽
霊
と
な
っ
て
側
に
い
た
こ
と
を
告
白
し
て
去
っ
て

行
っ
た
。

柳
鵬
挙
（『
北
夢
瑣
言
』）
　
唐
の
龍
紀
年
間
（
８
８
１
）、
士
人
の
柳
鵬
挙
は
杭
州

の
伍
相
廟
で
雨
宿
り
を
し
た
時
に
銭
大
夫
の
召
使
い
の
五
弦
琴
を
抱
え
た
女
と
深
い

仲
に
な
り
、
船
中
に
女
を
隠
し
て
い
た
が
、
役
人
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
女
は
首
を

吊
っ
て
死
ん
だ
。
そ
の
後
、
女
は
柳
の
元
に
戻
っ
て
き
て
、
柳
も
女
が
死
ん
だ
こ
と

を
知
っ
て
い
た
が
一
緒
に
暮
ら
し
た
。随
分
時
が
経
っ
て
か
ら
女
は
去
っ
て
行
っ
た
。

周
潔
（『
稽
神
録
』）
　
霍
丘
（
安
徽
省
六
安
市
）
の
令
で
あ
っ
た
周
潔
は
、
甲
辰
の

年
（
８
８
４
）、
退
職
し
て
淮
河
を
旅
し
た
。
大
飢
饉
の
時
期
で
、
営
業
し
て
い
る

宿
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
煙
の
立
っ
て
い
る
村
に
行
き
、
村
娘
と
そ
の
妹
が
病
気

で
動
け
な
い
家
族
と
住
む
家
の
広
間
に
泊
め
て
貰
い
、
二
人
に
餅
を
や
っ
た
。
朝
に

な
っ
て
人
を
呼
ん
で
も
誰
も
答
え
ず
、
姉
妹
が
昨
夜
入
っ
た
部
屋
を
見
る
と
、
部
屋

中
に
死
体
が
積
ん
で
あ
り
、
そ
の
中
に
姉
妹
の
遺
体
も
あ
っ
た
。
餅
は
胸
の
上
に
置

か
れ
て
お
り
、
周
潔
は
皆
を
埋
葬
し
て
や
っ
た
。

「
巻
三
五
四　

鬼
三
十
九
」
は
、
唐
の
僖
宗
の
龍
紀
年
間
の
説
話
や
五
代
後
梁
の

説
話
に
加
え
て
、後
半
に
は
蜀
を
中
心
に
西
方
の
地
域
の
説
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

前
巻
「
巻
三
五
三
」
の
後
半
が
江
南
を
中
心
に
主
に
南
方
の
説
話
を
中
心
に
構
成
さ

れ
て
い
た
の
と
併
せ
て
、
こ
の
混
沌
と
し
た
時
期
の
全
体
像
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
浮

か
び
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

塚
墓
宿
泊
譚

「
周
潔
」
は
甲
辰
の
年
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
唐
の
僖
宗
の
中
和
四
年
（
８
８
４
）

が
飢
饉
の
年
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
甲
辰
の
年
と
な
る
。

「
徐
彦
成
」
に
お
け
る
若
者
は
鬼
で
、
豪
邸
は
そ
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
塚

墓
宿
泊
譚
の
派
生
型
と
し
た
。
丁
亥
の
年
の
呉
師
の
死
と
は
、
呉
の
順
義
七
年

（
９
２
７
）の
太
師
徐
温
の
死
の
こ
と
で
あ
る
。
後
に
徐
温
の
養
子
の
徐
知
誥
（
李
昪
）

が
呉
の
禅
譲
を
受
け
て
南
唐
を
建
国
す
る
。

変
鬼
帰
還
譚　

「
王
延
鎬
」「
李
茵
」「
柳
鵬
挙
」
は
、
死
ん
だ
妻
が
幽
霊
と
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
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た
め
に
、
や
が
て
は
別
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
共
通
し
た
構
造
に
な
っ
て
い

る
。「

李
茵
」
で
語
ら
れ
る
僖
宗
の
蜀
へ
の
逃
亡
は
、
広
明
元
年
（
８
８
０
）
の
黄
巣

軍
に
よ
る
長
安
占
領
の
際
の
こ
と
で
あ
る
。

「
柳
鵬
挙
」
は
唐
の
龍
紀
年
間
の
出
来
事
と
あ
る
が
、
龍
紀
が
使
用
さ
れ
た
の
は

昭
宗
の
治
世
の
８
８
９
年
の
み
で
あ
る
。

「
張
仁
宝
」
は
鬼
詩
の
詩
話
で
も
あ
る
が
、
節
供
毎
に
現
れ
る
幽
霊
の
姿
に
哀
愁

が
感
じ
ら
れ
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
僧
恵
進
」
は
似
た
名
前
の
人
と
間
違
わ
れ
そ
う
に
な
る
型
の
説
話
で
あ
る
。

「
袁
継
謙
」
は
死
の
予
告
に
訪
れ
る
話
な
の
で
、
冥
界
召
喚
譚
に
分
類
し
た
。

鬼
神
遭
遇
譚　

「
楊
瑊
」は
、朱
全
忠
に
敗
れ
た
朱
瑾
が
乾
寧
三
年
（
８
９
６
）に
山
東
を
放
棄
し
、

淮
南
節
度
使
楊
行
密
の
元
に
身
を
寄
せ
た
史
実
を
ふ
ま
え
て
い
る
。。

「
邠
州
士
人
」
は
、
戦
争
を
無
差
別
殺
人
と
す
る
の
に
対
し
て
、
疫
病
に
つ
い
て

は
君
子
は
罹
患
し
な
い
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

「
王
商
」
に
は
貞
明
甲
戍
の
年
と
い
う
表
記
が
あ
る
が
、
甲
戍
の
年
の
元
号
は
乾

化
で
、
貞
明
と
な
る
の
は
翌
年
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
王
殷
を
王
商
と
し
て
い
る
の

は
、
殷
王
朝
を
商
と
も
呼
称
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
か
。

「
謝
彦
璋
」
は
殺
生
を
戒
め
る
と
い
う
仏
教
説
話
的
要
素
を
含
む
。

「
崇
聖
寺
」「
鄭
郊
」
は
鬼
詩
の
詩
話
で
あ
る
。「
楊
藴
中
」
は
、
そ
の
生
涯
を
蜀
の

地
で
過
ご
し
た
中
唐
の
女
流
詩
人
の
鬼
詩
話
で
あ
る
と
い
う
点
に
、
説
話
の
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
任
彦
思
」
は
鬼
詩
の
詩
話
で
も
あ
る
。　

「
田
達
誠
」
は
、
鬼
が
家
に
住
み
つ
く
話
な
の
で
、
悪
意
的
な
鬼
の
話
で
は
な
い

が
凶
宅
鬧
鬼
譚
と
し
て
分
類
す
る
。

五　

鬼
の
目
に
映
っ
た
乱
世
の
年
月
―
巻
三
五
五　

鬼
四
十
―

 

（
五
代
・
後
周
）

楊
副
使
（『
稽
神
録
』）
　
壬
午
の
年
、広
陵
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
瓜
州
の
市
で
、「
明

日
、
楊
副
使
が
金
山
の
役
所
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
言
っ
て
慌
て
て
果
物
を
買
い
求

め
る
人
が
い
た
。
ち
ょ
う
ど
揚
州
に
向
か
う
浙
西
副
使
が
い
た
が
、
翌
日
、
船
が
金

山
ま
で
来
る
と
頓
死
し
た
。

僧
珉
楚
（『
稽
神
録
』）
　
広
陵
法
雲
寺
の
僧
の
珉
楚
は
、
親
し
か
っ
た
中
山
の
商
人

章
某
の
鬼
と
市
場
で
出
会
っ
た
。
章
は
生
前
の
小
さ
な
悪
事
の
た
め
に
人
の
過
剰
な

利
益
を
掠
め
取
る
掠
剰
鬼
と
し
て
揚
州
に
流
さ
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
昨
今
、
自
分

の
よ
う
な
者
は
多
い
と
章
は
言
っ
て
、
や
は
り
鬼
で
あ
る
と
い
う
花
屋
の
女
か
ら
赤

い
き
れ
い
な
花
を
買
っ
て
珉
楚
に
く
れ
た
が
、
た
い
へ
ん
重
か
っ
た
。
こ
の
花
を
見

て
笑
う
者
は
み
な
鬼
だ
と
章
は
言
っ
た
。
珉
楚
は
寺
の
前
で
花
を
捨
て
、
後
で
改
め

て
見
に
行
く
と
、
そ
れ
は
死
人
の
腕
で
あ
っ
た
。

陳
守
規
（『
稽
神
録
』）
　
将
軍
の
陳
守
規
は
信
州
（
江
西
省
上
饒
市
）
に
流
罪
に
成

り
、凶
宅
と
言
わ
れ
て
い
る
公
館
で
鬼
と
戦
い
、そ
の
鬼
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
。
鬼
は
吉
凶
な
ど
を
予
め
知
ら
せ
て
く
れ
、
陳
は
鬼
に
食
べ
物
を
売
っ
て
や
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
嫌
に
な
っ
た
の
で
方
士
に
天
帝
に
訴
え
さ
せ
た
。
鬼
は
陳
を
罵
っ

た
が
、
蜀
に
行
く
と
言
っ
て
い
な
く
な
っ
た
。

広
陵
賈
人
（『
稽
神
録
』）
　
広
陵
の
商
人
が
銭
二
十
万
を
か
け
て
作
ら
せ
た
栢
木
の

什
器
の
名
品
百
余
点
を
舟
に
乗
せ
て
建
康
（
南
京
市
）
に
売
り
に
行
っ
た
が
、
風
を

避
け
て
瓜
歩
の
山
の
下
に
停
船
し
た
際
、
天
候
が
荒
れ
て
避
難
し
て
い
る
内
に
傍
ら
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に
停
泊
し
た
三
人
の
漕
ぎ
手
し
か
い
な
い
不
審
な
大
舟
に
什
器
を
全
て
盗
ま
れ
て
し

ま
っ
た
。
弁
償
す
る
か
ら
恨
ま
な
い
よ
う
に
と
言
い
残
し
て
大
舟
は
去
っ
て
見
え
な

く
な
り
、
商
人
が
広
陵
に
帰
る
と
、
荷
物
を
盗
ま
れ
た
翌
日
に
何
者
か
が
家
に
銭

三
十
万
を
届
け
て
い
た
。

浦
城
人
（『
稽
神
録
』）
　
浦
城
（
福
建
省
南
平
市
）
の
人
が
死
ん
だ
際
に
金
一
斤
を

残
し
た
こ
と
を
妻
が
姑
に
告
げ
ず
に
隠
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
翌
年
、
夫
の
鬼
が
帰
っ

て
き
て
妻
を
殺
そ
う
と
し
た
。
母
が
自
分
に
容
疑
が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
止
め
た
の

で
、
夫
は
自
ら
送
っ
て
妻
を
実
家
に
返
し
た
。

劉
道
士
（『
稽
神
録
』）
　
廬
山
（
江
西
省
）
の
劉
道
士
は
南
岳
衡
山
（
湖
南
省
）
へ

の
旅
の
途
中
、
宜
春
（
江
西
省
宜
春
市
）
の
貧
し
い
家
に
宿
を
借
り
た
。
そ
の
家
は

殯
も
出
来
ず
に
死
ん
だ
息
子
の
遺
体
を
置
い
て
い
た
が
、
夜
に
な
っ
て
顔
の
白
い
男

が
「
残
念
だ
、
残
念
だ
」
と
慟
哭
し
な
が
ら
入
っ
て
き
て
、
遺
体
を
背
負
っ
て
去
っ

て
行
っ
た
。

清
源
都
将
（『
稽
神
録
』）
　
清
源
（
福
建
省
莆
田
市
）
の
都
將
楊
某
の
家
に
白
髭
の

翁
の
鬼
が
入
り
込
ん
だ
。
動
き
が
素
早
く
て
杖
で
打
つ
こ
と
も
出
来
ず
、
巫
女
に
も

抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
人
の
娘
は
台
所
で
料
理
を
し
て
い
る
時
に
驚
か
さ
れ
て
病

気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
や
が
て
妻
も
娘
た
ち
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
明
教
と
い
う
魔

法
の
使
い
手
が
来
る
と
、
罵
り
な
が
ら
去
っ
て
行
っ
た
が
、
楊
も
そ
の
年
の
内
に
死

ん
で
し
ま
っ
た
。

王
誗
妻
（『
稽
神
録
』）
　
南
安
県
大
盈
村
（
福
建
省
泉
州
南
安
市
）
の
王
誗
と
妻
の

林
氏
は
、
林
氏
に
取
り
憑
い
た
陳
九
娘
の
霊
が
、
自
分
を
香
花
で
祀
っ
て
く
れ
れ
ば

利
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
で
受
け
入
れ
、
九
娘
は
林
氏
を
姉
と
呼
ん
だ
。
九
娘
の
説

く
吉
凶
は
よ
く
当
た
り
、
依
頼
が
あ
れ
ば
遠
近
を
問
わ
ず
林
氏
と
出
か
け
、
祭
祀
の

仕
事
も
立
派
に
執
り
行
っ
た
。
そ
の
姿
形
も
、
半
年
ほ
ど
で
腰
か
ら
下
は
親
し
い

人
々
に
は
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
二
年
間
で
巨
利
を
得
る
に
至
っ
た
が
、
あ

る
日
、
九
娘
は
泣
き
な
が
ら
林
氏
に
別
れ
を
告
げ
た
。
九
娘
は
前
世
に
お
い
て
林
氏

の
銭
二
十
万
を
隠
匿
し
、
そ
の
罪
を
償
う
た
め
に
鬼
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
が
、
償
い

が
終
わ
っ
た
の
で
男
子
に
転
生
す
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
別
れ
の
酒
宴
で
は
九
娘
の

全
身
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
泣
き
な
が
ら
「
お
元
気
で
」
と
言
い
、
去
っ

て
行
っ
た
。

林
昌
業
（『
稽
神
録
』）
　
漳
浦
（
福
建
省
漳
州
市
）
の
林
昌
業
は
泉
州
軍
事
衙
で
あ
っ

た
が
、
七
十
で
隠
居
し
、
龍
渓
県
（
漳
州
市
）
羊
額
山
で
道
術
の
研
究
を
し
て
い
た
。

良
い
田
を
持
っ
て
お
り
、
米
を
脱
穀
し
て
都
市
で
売
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
人
手

が
足
り
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
三
十
歳
く
ら
い
の
髭
面
の
男
が
や
っ
て
来
て
、
何
を

聞
い
て
も
微
笑
む
だ
け
で
答
え
ず
、
林
は
鬼
だ
と
察
し
た
が
満
腹
す
る
ま
で
飯
を
食

わ
せ
て
や
っ
た
。翌
日
か
ら
一
カ
月
か
け
て
鬼
は
五
十
石
の
米
を
脱
穀
し
て
く
れ
た
。

ご
ち
そ
う
を
出
し
て
や
っ
て
も
野
菜
と
飯
し
か
食
わ
ず
、
や
は
り
一
言
も
話
さ
ず
に

去
っ
て
、
以
降
は
も
う
現
れ
な
か
っ
た
。

潘
襲
（『
稽
神
録
』）
　
建
安
（
福
建
省
建
甌
市
）
の
県
令
潘
襲
の
命
を
受
け
て
犯
人

逮
捕
に
向
か
っ
た
役
人
が
道
に
迷
っ
て
泊
め
て
貰
っ
た
家
は
、
引
っ
越
し
の
準
備
で

奥
方
が
朝
ま
で
忙
し
く
立
ち
働
い
て
い
た
。
明
け
方
に
辞
去
し
て
か
ら
書
類
を
忘
れ

た
こ
と
に
気
づ
い
て
そ
の
家
に
戻
る
と
、
そ
こ
は
塚
で
ま
さ
に
改
葬
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
書
類
は
棺
の
中
に
あ
っ
た
。

胡
澄（『
稽
神
録
』）　
池
陽（
陝
西
省
咸
陽
市
涇
陽
県
）の
胡
澄
は
小
作
農
で
あ
っ
た
。

妻
が
死
ん
だ
時
、
役
所
か
ら
棺
が
支
給
さ
れ
、
中
に
普
段
身
に
つ
け
て
い
た
装
飾
品

等
も
入
れ
た
。
数
年
後
、
市
で
妻
の
棺
に
入
れ
た
首
飾
り
が
売
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
売
っ
た
の
は
妻
自
身
で
あ
っ
た
。
冥
司
か
ら
棺
の
代
金
を
催
促
さ
れ
て
、
首
飾
り

を
売
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
胡
澄
は
出
家
し
て
僧
と
な
っ
た
。

王
攀
（『
稽
神
録
』）
　
高
郵
県
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
医
師
王
攀
は
広
陵
（
江
蘇
省

揚
州
市
）
か
ら
高
郵
県
に
小
舟
で
行
こ
う
と
思
っ
た
が
、
親
友
と
酒
を
飲
ん
で
大
酔
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た
め
に
、
や
が
て
は
別
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
共
通
し
た
構
造
に
な
っ
て
い

る
。「

李
茵
」
で
語
ら
れ
る
僖
宗
の
蜀
へ
の
逃
亡
は
、
広
明
元
年
（
８
８
０
）
の
黄
巣

軍
に
よ
る
長
安
占
領
の
際
の
こ
と
で
あ
る
。

「
柳
鵬
挙
」
は
唐
の
龍
紀
年
間
の
出
来
事
と
あ
る
が
、
龍
紀
が
使
用
さ
れ
た
の
は

昭
宗
の
治
世
の
８
８
９
年
の
み
で
あ
る
。

「
張
仁
宝
」
は
鬼
詩
の
詩
話
で
も
あ
る
が
、
節
供
毎
に
現
れ
る
幽
霊
の
姿
に
哀
愁

が
感
じ
ら
れ
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
僧
恵
進
」
は
似
た
名
前
の
人
と
間
違
わ
れ
そ
う
に
な
る
型
の
説
話
で
あ
る
。

「
袁
継
謙
」
は
死
の
予
告
に
訪
れ
る
話
な
の
で
、
冥
界
召
喚
譚
に
分
類
し
た
。

鬼
神
遭
遇
譚　

「
楊
瑊
」は
、朱
全
忠
に
敗
れ
た
朱
瑾
が
乾
寧
三
年
（
８
９
６
）に
山
東
を
放
棄
し
、

淮
南
節
度
使
楊
行
密
の
元
に
身
を
寄
せ
た
史
実
を
ふ
ま
え
て
い
る
。。

「
邠
州
士
人
」
は
、
戦
争
を
無
差
別
殺
人
と
す
る
の
に
対
し
て
、
疫
病
に
つ
い
て

は
君
子
は
罹
患
し
な
い
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

「
王
商
」
に
は
貞
明
甲
戍
の
年
と
い
う
表
記
が
あ
る
が
、
甲
戍
の
年
の
元
号
は
乾

化
で
、
貞
明
と
な
る
の
は
翌
年
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
王
殷
を
王
商
と
し
て
い
る
の

は
、
殷
王
朝
を
商
と
も
呼
称
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
か
。

「
謝
彦
璋
」
は
殺
生
を
戒
め
る
と
い
う
仏
教
説
話
的
要
素
を
含
む
。

「
崇
聖
寺
」「
鄭
郊
」
は
鬼
詩
の
詩
話
で
あ
る
。「
楊
藴
中
」
は
、
そ
の
生
涯
を
蜀
の

地
で
過
ご
し
た
中
唐
の
女
流
詩
人
の
鬼
詩
話
で
あ
る
と
い
う
点
に
、
説
話
の
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
任
彦
思
」
は
鬼
詩
の
詩
話
で
も
あ
る
。　

「
田
達
誠
」
は
、
鬼
が
家
に
住
み
つ
く
話
な
の
で
、
悪
意
的
な
鬼
の
話
で
は
な
い

が
凶
宅
鬧
鬼
譚
と
し
て
分
類
す
る
。

五　

鬼
の
目
に
映
っ
た
乱
世
の
年
月
―
巻
三
五
五　

鬼
四
十
―

 

（
五
代
・
後
周
）

楊
副
使
（『
稽
神
録
』）
　
壬
午
の
年
、広
陵
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
瓜
州
の
市
で
、「
明

日
、
楊
副
使
が
金
山
の
役
所
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
言
っ
て
慌
て
て
果
物
を
買
い
求

め
る
人
が
い
た
。
ち
ょ
う
ど
揚
州
に
向
か
う
浙
西
副
使
が
い
た
が
、
翌
日
、
船
が
金

山
ま
で
来
る
と
頓
死
し
た
。

僧
珉
楚
（『
稽
神
録
』）
　
広
陵
法
雲
寺
の
僧
の
珉
楚
は
、
親
し
か
っ
た
中
山
の
商
人

章
某
の
鬼
と
市
場
で
出
会
っ
た
。
章
は
生
前
の
小
さ
な
悪
事
の
た
め
に
人
の
過
剰
な

利
益
を
掠
め
取
る
掠
剰
鬼
と
し
て
揚
州
に
流
さ
れ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
昨
今
、
自
分

の
よ
う
な
者
は
多
い
と
章
は
言
っ
て
、
や
は
り
鬼
で
あ
る
と
い
う
花
屋
の
女
か
ら
赤

い
き
れ
い
な
花
を
買
っ
て
珉
楚
に
く
れ
た
が
、
た
い
へ
ん
重
か
っ
た
。
こ
の
花
を
見

て
笑
う
者
は
み
な
鬼
だ
と
章
は
言
っ
た
。
珉
楚
は
寺
の
前
で
花
を
捨
て
、
後
で
改
め

て
見
に
行
く
と
、
そ
れ
は
死
人
の
腕
で
あ
っ
た
。

陳
守
規
（『
稽
神
録
』）
　
将
軍
の
陳
守
規
は
信
州
（
江
西
省
上
饒
市
）
に
流
罪
に
成

り
、凶
宅
と
言
わ
れ
て
い
る
公
館
で
鬼
と
戦
い
、そ
の
鬼
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
。
鬼
は
吉
凶
な
ど
を
予
め
知
ら
せ
て
く
れ
、
陳
は
鬼
に
食
べ
物
を
売
っ
て
や
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
嫌
に
な
っ
た
の
で
方
士
に
天
帝
に
訴
え
さ
せ
た
。
鬼
は
陳
を
罵
っ

た
が
、
蜀
に
行
く
と
言
っ
て
い
な
く
な
っ
た
。

広
陵
賈
人
（『
稽
神
録
』）
　
広
陵
の
商
人
が
銭
二
十
万
を
か
け
て
作
ら
せ
た
栢
木
の

什
器
の
名
品
百
余
点
を
舟
に
乗
せ
て
建
康
（
南
京
市
）
に
売
り
に
行
っ
た
が
、
風
を

避
け
て
瓜
歩
の
山
の
下
に
停
船
し
た
際
、
天
候
が
荒
れ
て
避
難
し
て
い
る
内
に
傍
ら
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に
停
泊
し
た
三
人
の
漕
ぎ
手
し
か
い
な
い
不
審
な
大
舟
に
什
器
を
全
て
盗
ま
れ
て
し

ま
っ
た
。
弁
償
す
る
か
ら
恨
ま
な
い
よ
う
に
と
言
い
残
し
て
大
舟
は
去
っ
て
見
え
な

く
な
り
、
商
人
が
広
陵
に
帰
る
と
、
荷
物
を
盗
ま
れ
た
翌
日
に
何
者
か
が
家
に
銭

三
十
万
を
届
け
て
い
た
。

浦
城
人
（『
稽
神
録
』）
　
浦
城
（
福
建
省
南
平
市
）
の
人
が
死
ん
だ
際
に
金
一
斤
を

残
し
た
こ
と
を
妻
が
姑
に
告
げ
ず
に
隠
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
翌
年
、
夫
の
鬼
が
帰
っ

て
き
て
妻
を
殺
そ
う
と
し
た
。
母
が
自
分
に
容
疑
が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
止
め
た
の

で
、
夫
は
自
ら
送
っ
て
妻
を
実
家
に
返
し
た
。

劉
道
士
（『
稽
神
録
』）
　
廬
山
（
江
西
省
）
の
劉
道
士
は
南
岳
衡
山
（
湖
南
省
）
へ

の
旅
の
途
中
、
宜
春
（
江
西
省
宜
春
市
）
の
貧
し
い
家
に
宿
を
借
り
た
。
そ
の
家
は

殯
も
出
来
ず
に
死
ん
だ
息
子
の
遺
体
を
置
い
て
い
た
が
、
夜
に
な
っ
て
顔
の
白
い
男

が
「
残
念
だ
、
残
念
だ
」
と
慟
哭
し
な
が
ら
入
っ
て
き
て
、
遺
体
を
背
負
っ
て
去
っ

て
行
っ
た
。

清
源
都
将
（『
稽
神
録
』）
　
清
源
（
福
建
省
莆
田
市
）
の
都
將
楊
某
の
家
に
白
髭
の

翁
の
鬼
が
入
り
込
ん
だ
。
動
き
が
素
早
く
て
杖
で
打
つ
こ
と
も
出
来
ず
、
巫
女
に
も

抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
人
の
娘
は
台
所
で
料
理
を
し
て
い
る
時
に
驚
か
さ
れ
て
病

気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
や
が
て
妻
も
娘
た
ち
も
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
明
教
と
い
う
魔

法
の
使
い
手
が
来
る
と
、
罵
り
な
が
ら
去
っ
て
行
っ
た
が
、
楊
も
そ
の
年
の
内
に
死

ん
で
し
ま
っ
た
。

王
誗
妻
（『
稽
神
録
』）
　
南
安
県
大
盈
村
（
福
建
省
泉
州
南
安
市
）
の
王
誗
と
妻
の

林
氏
は
、
林
氏
に
取
り
憑
い
た
陳
九
娘
の
霊
が
、
自
分
を
香
花
で
祀
っ
て
く
れ
れ
ば

利
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
で
受
け
入
れ
、
九
娘
は
林
氏
を
姉
と
呼
ん
だ
。
九
娘
の
説

く
吉
凶
は
よ
く
当
た
り
、
依
頼
が
あ
れ
ば
遠
近
を
問
わ
ず
林
氏
と
出
か
け
、
祭
祀
の

仕
事
も
立
派
に
執
り
行
っ
た
。
そ
の
姿
形
も
、
半
年
ほ
ど
で
腰
か
ら
下
は
親
し
い

人
々
に
は
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
二
年
間
で
巨
利
を
得
る
に
至
っ
た
が
、
あ

る
日
、
九
娘
は
泣
き
な
が
ら
林
氏
に
別
れ
を
告
げ
た
。
九
娘
は
前
世
に
お
い
て
林
氏

の
銭
二
十
万
を
隠
匿
し
、
そ
の
罪
を
償
う
た
め
に
鬼
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
が
、
償
い

が
終
わ
っ
た
の
で
男
子
に
転
生
す
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
別
れ
の
酒
宴
で
は
九
娘
の

全
身
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
泣
き
な
が
ら
「
お
元
気
で
」
と
言
い
、
去
っ

て
行
っ
た
。

林
昌
業
（『
稽
神
録
』）
　
漳
浦
（
福
建
省
漳
州
市
）
の
林
昌
業
は
泉
州
軍
事
衙
で
あ
っ

た
が
、
七
十
で
隠
居
し
、
龍
渓
県
（
漳
州
市
）
羊
額
山
で
道
術
の
研
究
を
し
て
い
た
。

良
い
田
を
持
っ
て
お
り
、
米
を
脱
穀
し
て
都
市
で
売
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
人
手

が
足
り
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
三
十
歳
く
ら
い
の
髭
面
の
男
が
や
っ
て
来
て
、
何
を

聞
い
て
も
微
笑
む
だ
け
で
答
え
ず
、
林
は
鬼
だ
と
察
し
た
が
満
腹
す
る
ま
で
飯
を
食

わ
せ
て
や
っ
た
。翌
日
か
ら
一
カ
月
か
け
て
鬼
は
五
十
石
の
米
を
脱
穀
し
て
く
れ
た
。

ご
ち
そ
う
を
出
し
て
や
っ
て
も
野
菜
と
飯
し
か
食
わ
ず
、
や
は
り
一
言
も
話
さ
ず
に

去
っ
て
、
以
降
は
も
う
現
れ
な
か
っ
た
。

潘
襲
（『
稽
神
録
』）
　
建
安
（
福
建
省
建
甌
市
）
の
県
令
潘
襲
の
命
を
受
け
て
犯
人

逮
捕
に
向
か
っ
た
役
人
が
道
に
迷
っ
て
泊
め
て
貰
っ
た
家
は
、
引
っ
越
し
の
準
備
で

奥
方
が
朝
ま
で
忙
し
く
立
ち
働
い
て
い
た
。
明
け
方
に
辞
去
し
て
か
ら
書
類
を
忘
れ

た
こ
と
に
気
づ
い
て
そ
の
家
に
戻
る
と
、
そ
こ
は
塚
で
ま
さ
に
改
葬
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
書
類
は
棺
の
中
に
あ
っ
た
。

胡
澄（『
稽
神
録
』）　
池
陽（
陝
西
省
咸
陽
市
涇
陽
県
）の
胡
澄
は
小
作
農
で
あ
っ
た
。

妻
が
死
ん
だ
時
、
役
所
か
ら
棺
が
支
給
さ
れ
、
中
に
普
段
身
に
つ
け
て
い
た
装
飾
品

等
も
入
れ
た
。
数
年
後
、
市
で
妻
の
棺
に
入
れ
た
首
飾
り
が
売
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
売
っ
た
の
は
妻
自
身
で
あ
っ
た
。
冥
司
か
ら
棺
の
代
金
を
催
促
さ
れ
て
、
首
飾
り

を
売
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
胡
澄
は
出
家
し
て
僧
と
な
っ
た
。

王
攀
（『
稽
神
録
』）
　
高
郵
県
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
医
師
王
攀
は
広
陵
（
江
蘇
省

揚
州
市
）
か
ら
高
郵
県
に
小
舟
で
行
こ
う
と
思
っ
た
が
、
親
友
と
酒
を
飲
ん
で
大
酔
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し
て
間
違
っ
た
方
へ
行
き
、
見
知
ら
ぬ
家
に
入
り
込
ん
で
寝
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
家

の
奥
方
に
事
情
を
話
す
と
、
村
童
を
呼
ん
で
広
陵
の
城
東
ま
で
王
攀
を
送
ら
せ
た
。

難
路
を
村
童
に
助
け
ら
れ
て
城
東
に
到
着
で
き
た
王
攀
は
固
辞
す
る
村
童
に
上
着
を

与
え
た
が
、
別
れ
た
後
に
そ
の
上
着
が
自
分
の
帯
に
挟
ん
で
あ
る
の
で
、
昨
夜
の
家

に
戻
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
は
古
塚
で
あ
っ
た
。

鄭
守
澄
（『
稽
神
録
』）
　
広
陵
副
将
の
鄭
守
澄
は
新
た
に
婢
を
買
い
入
れ
た
が
、夜
、

何
者
か
が
門
を
叩
い
て
「
そ
の
婢
の
名
は
私
の
方
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
手
元

に
置
い
て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
た
。
数
日
後
、
広
陵
に
疫
病
が
蔓
延
し
、
婢
は
罹

患
し
て
死
ん
だ
。
鄭
守
澄
も
死
に
、
弔
問
に
来
た
者
た
ち
も
死
ん
だ
。
甲
寅
の
年

（
９
５
４
）
の
春
の
こ
と
で
あ
る
。

劉
隲（『
稽
神
録
』）　
洪
州
高
安（
江
西
省
高
安
市
）の
劉
隲
は
若
い
時
に
戦
乱
に
遭
い
、

姉
の
糞
掃
は
将
軍
孫
金
に
奪
わ
れ
、
妹
の
烏
頭
は
十
七
で
死
ん
だ
。
三
年
後
、
孫
金

が
常
州
（
江
蘇
省
常
州
市
）
の
団
練
副
使
と
な
り
、
糞
掃
は
、
そ
こ
で
任
と
い
う
軍

人
の
妻
に
な
っ
て
い
た
烏
頭
に
再
会
し
た
。
烏
頭
は
攫
わ
れ
て
岳
州
（
湖
南
省
岳
陽

市
）
に
連
れ
て
行
か
れ
、
劉
翁
夫
婦
の
養
女
に
な
っ
て
任
と
結
婚
し
た
の
だ
と
話
し

た
。
更
に
数
年
後
、
高
安
県
の
下
級
役
人
に
な
っ
て
い
た
劉
隲
も
烏
頭
と
再
会
し
た
。

任
は
烏
頭
の
針
仕
事
が
誰
か
が
手
伝
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
早
い
こ
と
や
冷
え
た
物

し
か
食
べ
な
い
こ
と
な
ど
を
語
っ
た
。
劉
隲
が
お
前
は
死
ん
だ
は
ず
だ
と
密
か
に
烏

頭
に
尋
ね
る
と
、
そ
れ
は
聞
か
な
い
で
欲
し
い
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
任
は
死
亡
し
、

烏
頭
は
羅
と
い
う
江
州
（
江
西
省
九
江
市
）
の
軍
人
と
再
婚
し
た
。
高
安
の
制
置
の

陳
承
昭
が
劉
隲
を
召
し
出
し
て
話
を
聞
き
、
烏
頭
の
墓
を
調
査
さ
せ
た
。
墓
所
は
放

置
さ
れ
た
ま
ま
数
十
年
経
っ
て
お
り
、
木
を
伐
っ
て
道
を
作
り
、
墓
の
上
に
出
る
と

お
椀
ほ
ど
の
穴
が
空
い
て
い
た
が
、
深
さ
は
測
れ
な
い
ほ
ど
で
、
皆
恐
れ
て
墓
を
発

く
こ
と
は
出
来
ず
、大
樹
の
下
に
退
却
し
て
報
告
書
を
作
っ
た
。
そ
の
年
、烏
頭
は「
武

器
を
持
っ
た
十
数
人
の
男
に
襲
わ
れ
た
が
、
抵
抗
す
る
と
大
樹
の
下
に
逃
げ
て
文
書

を
作
っ
て
去
っ
て
行
っ
た
。」
と
話
し
た
の
で
、
劉
隲
は
烏
頭
が
墓
に
出
入
り
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
懼
れ
て
疎
遠
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
烏
頭
の
夫
の
羅
は
晋
王
に
臣

従
し
た
。
顕
徳
五
年
（
９
５
８
）、
後
周
が
淮
南
を
手
に
入
れ
た
。
羅
は
陣
没
し
、
時

に
六
十
二
歳
に
な
っ
て
い
た
烏
頭
が
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

「
巻
三
五
五　

鬼
三
十
五
」
は
、
巻
の
全
て
の
説
話
が
『
太
平
広
記
』
編
纂
者
の

一
人
で
あ
る
徐
鉉
の
『
稽
神
録
』
か
ら
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
巻
三
五
三
」
の

江
南
、「
巻
三
五
四
」
の
蜀
に
続
い
て
、
こ
の
巻
で
は
福
建
の
説
話
が
数
多
く
収
録

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
太
平
広
記
』
鬼
部
の
掉
尾
を
飾
る
の
が
「
劉
隲
」
で
あ
る
。

こ
の
話
の
主
人
公
烏
頭
は
、
乱
世
の
中
で
人
と
し
て
一
家
離
散
、
夭
折
を
経
験
し
、

十
七
か
ら
六
十
二
歳
に
至
る
ま
で
は
鬼
と
し
て
現
世
に
留
ま
り
続
け
た
。
顕
徳
五
年

（
９
５
８
）
に
数
え
年
で
六
十
二
歳
の
烏
頭
は
、
唐
の
昭
宗
の
乾
寧
四
年
（
８
９
７
）

に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
唐
の
滅
亡
の
ち
ょ
う
ど
十
年
前
で
あ
る
。
鬼
と
な
っ
た

十
七
歳
は
後
梁
の
末
帝
の
乾
化
三
年
（
９
１
３
）、
五
代
最
初
の
王
朝
で
あ
る
後
梁

の
末
期
で
あ
る
。
つ
ま
り
烏
頭
は
唐
に
生
ま
れ
、
後
梁
・
後
唐
・
後
晋
・
後
漢
・
後

周
の
五
つ
の
王
朝
の
交
代
期
を
そ
の
支
配
外
の
中
国
南
部
の
国
家
で
過
ご
し
、
後
周

が
南
部
の
最
大
勢
力
で
あ
る
南
唐
を
屈
服
さ
せ
た
の
を
境
に
消
息
を
断
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
唐
末
以
来
の
長
い
混
乱
を
経
て
後
周
の
後
継
王
朝
で
あ
る
宋
が
中
国

南
部
を
も
版
図
に
含
む
大
帝
国
を
築
く
こ
と
を
暗
示
し
た
説
話
を
末
尾
に
配
し
た
わ

け
で
あ
る
。

塚
墓
宿
泊
譚

「
潘
襲
」
と
「
王
攀
」
は
、
両
話
と
も
奥
方
が
屋
敷
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ま
だ
夫
が
死
ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

変
鬼
帰
還
譚

「
僧
珉
楚
」
に
見
え
る
「
掠
剰
鬼
」
は
、
五
代
十
国
期
、
最
も
繁
栄
し
て
い
た
経

（53）
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済
都
市
で
あ
る
揚
州
ら
し
い
鬼
で
あ
る
と
言
え
る
。

「
胡
澄
」は
、
貧
者
が
幽
霊
と
な
っ
て
も
債
務
に
苦
し
む
姿
を
描
く
。
胡
澄
が
仏
門

に
入
っ
た
の
は
、
仏
教
が
現
世
の
理
を
超
え
た
彼
岸
へ
の
済
度
を
説
く
故
で
あ
ろ
う
。

「
劉
隲
」
に
お
い
て
、
烏
頭
の
二
人
目
の
夫
の
羅
が
仕
え
た
晋
王
と
は
、
即
位
前

の
後
周
世
宗
、
郭
栄
（
柴
栄
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
郭
栄
が
晋
王
に
封
じ
ら
れ
た
の

は
広
順
三
年
（
９
３
５
）
の
こ
と
で
あ
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
楊
副
使
」
は
楊
副
使
が
冥
官
と
し
て
召
喚
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
な
の

で
、
冥
界
召
喚
譚
に
分
類
し
た
。

「
浦
城
人
」
の
舞
台
で
あ
る
浦
城
は
、
十
国
の
一
つ
で
あ
る
閩
（
９
０
９
〜

９
４
５
）
の
支
配
領
域
で
あ
っ
た
。
閩
は
南
唐
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
広
陵
賈
人
」
の
説
話
と
し
て
の
成
立
背
景
に
は
揚
州
商
人
の
活
発
な
経
済
活
動

が
あ
る
。

「
劉
道
士
」
は
葬
儀
を
行
え
な
い
こ
と
の
惨
め
さ
を
強
調
す
る
説
話
で
あ
る
。
出

現
し
た
鬼
は
、
子
供
を
悼
む
祖
先
の
霊
か
、
あ
る
い
は
遺
体
を
奪
う
怪
物
か
、
不
明

で
あ
る
。

「
王
誗
妻
」
は
、
償
債
譚
に
属
す
る
説
話
で
あ
る
が
、
多
く
の
償
債
譚
が
畜
生
に

転
生
し
て
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、鬼
と
な
っ
て
償
債
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

「
林
昌
業
」
は
、
素
朴
な
山
人
と
の
交
流
譚
の
よ
う
な
説
話
で
あ
る
が
、
主
人
公

が
相
手
を
鬼
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
鬼
話
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

  「
鄭
守
澄
」
の
怪
事
の
起
き
た
甲
寅
の
年
（
９
５
４
）
の
春
は
、
南
唐
を
服
従
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
後
周
世
宗
が
即
位
し
た
時
期
と
一
致
す
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
陳
守
規
」
は
、
霊
と
の
ド
ラ
イ
な
共
生
が
描
か
れ
て
い
る
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
と
も

言
え
る
話
で
あ
る
。

「
清
源
都
将
」
の
主
人
公
は
部
将
と
あ
る
の
で
、
南
唐
時
代
に
置
か
れ
て
い
た
清

源
軍
節
度
使
の
将
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

「
鬼
三
十
六
」
か
ら
「
鬼
四
十
」
は
、
唐
末
か
ら
五
代
最
後
の
王
朝
で
あ
る
後
周

ま
で
の
時
期
の
説
話
を
排
列
し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
代
十
国
期
に
関
し
て
は
、
数

話
の
後
梁
・
後
唐
関
連
説
話
を
除
け
ば
、
五
王
朝
に
つ
い
て
の
説
話
は
ほ
と
ん
ど
無

く
、
専
ら
南
方
・
西
方
の
諸
国
の
説
話
を
収
録
し
て
い
る
。
五
代
は
興
亡
を
繰
り
返

し
つ
つ
も
宋
と
い
う
統
一
王
朝
に
至
る
系
譜
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
後
に
十
国
と

称
さ
れ
る
北
方
・
西
方
・
南
方
の
諸
国
は
皆
滅
亡
し
た
。
滅
亡
に
至
っ
た
唐
朝
と
諸

国
に
お
い
て
鬼
が
ど
の
よ
う
に
跳
梁
跋
扈
し
た
か
を
示
す
こ
と
が
、
鬼
部
末
尾
の
諸

巻
の
編
纂
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

注
 
（
1
） 

『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』
第
21
号
（
２
０
１
５
） 

 
（
2
） 

『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』 

第
26
号
（
２
０
１
６
） 

 
（
3
） 

『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』 

第
27
号
（
２
０
１
７
） 

 
（
4
） 

『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』 

第
28
号
（
２
０
１
８
） 

 
（
5
） 

『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』 

第
31
号
（
２
０
２
１
） 

 
（
6
） 

『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』 

第
32
号
（
２
０
２
２
） 

 

（
7
） 

『
太
平
広
記
』
本
文
に
つ
い
て
は
、
汪
紹
楹
校
点
『
太
平
広
記
』（
中
華
書
局　

１
９
６
１
）

に
拠
っ
た
。
ま
た
各
説
話
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
木
村
秀
海
監
修
・
堤
保
仁
編
『
訳
注 

太
平
廣

記 

鬼
部
四
』（
や
ま
と
崑
崙
企
画　

二
〇
一
〇
）
を
参
考
と
し
た
。  
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し
て
間
違
っ
た
方
へ
行
き
、
見
知
ら
ぬ
家
に
入
り
込
ん
で
寝
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
家

の
奥
方
に
事
情
を
話
す
と
、
村
童
を
呼
ん
で
広
陵
の
城
東
ま
で
王
攀
を
送
ら
せ
た
。

難
路
を
村
童
に
助
け
ら
れ
て
城
東
に
到
着
で
き
た
王
攀
は
固
辞
す
る
村
童
に
上
着
を

与
え
た
が
、
別
れ
た
後
に
そ
の
上
着
が
自
分
の
帯
に
挟
ん
で
あ
る
の
で
、
昨
夜
の
家

に
戻
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
は
古
塚
で
あ
っ
た
。

鄭
守
澄
（『
稽
神
録
』）
　
広
陵
副
将
の
鄭
守
澄
は
新
た
に
婢
を
買
い
入
れ
た
が
、夜
、

何
者
か
が
門
を
叩
い
て
「
そ
の
婢
の
名
は
私
の
方
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
手
元

に
置
い
て
は
い
け
な
い
」
と
言
っ
た
。
数
日
後
、
広
陵
に
疫
病
が
蔓
延
し
、
婢
は
罹

患
し
て
死
ん
だ
。
鄭
守
澄
も
死
に
、
弔
問
に
来
た
者
た
ち
も
死
ん
だ
。
甲
寅
の
年

（
９
５
４
）
の
春
の
こ
と
で
あ
る
。

劉
隲（『
稽
神
録
』）　
洪
州
高
安（
江
西
省
高
安
市
）の
劉
隲
は
若
い
時
に
戦
乱
に
遭
い
、

姉
の
糞
掃
は
将
軍
孫
金
に
奪
わ
れ
、
妹
の
烏
頭
は
十
七
で
死
ん
だ
。
三
年
後
、
孫
金

が
常
州
（
江
蘇
省
常
州
市
）
の
団
練
副
使
と
な
り
、
糞
掃
は
、
そ
こ
で
任
と
い
う
軍

人
の
妻
に
な
っ
て
い
た
烏
頭
に
再
会
し
た
。
烏
頭
は
攫
わ
れ
て
岳
州
（
湖
南
省
岳
陽

市
）
に
連
れ
て
行
か
れ
、
劉
翁
夫
婦
の
養
女
に
な
っ
て
任
と
結
婚
し
た
の
だ
と
話
し

た
。
更
に
数
年
後
、
高
安
県
の
下
級
役
人
に
な
っ
て
い
た
劉
隲
も
烏
頭
と
再
会
し
た
。

任
は
烏
頭
の
針
仕
事
が
誰
か
が
手
伝
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
早
い
こ
と
や
冷
え
た
物

し
か
食
べ
な
い
こ
と
な
ど
を
語
っ
た
。
劉
隲
が
お
前
は
死
ん
だ
は
ず
だ
と
密
か
に
烏

頭
に
尋
ね
る
と
、
そ
れ
は
聞
か
な
い
で
欲
し
い
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
任
は
死
亡
し
、

烏
頭
は
羅
と
い
う
江
州
（
江
西
省
九
江
市
）
の
軍
人
と
再
婚
し
た
。
高
安
の
制
置
の

陳
承
昭
が
劉
隲
を
召
し
出
し
て
話
を
聞
き
、
烏
頭
の
墓
を
調
査
さ
せ
た
。
墓
所
は
放

置
さ
れ
た
ま
ま
数
十
年
経
っ
て
お
り
、
木
を
伐
っ
て
道
を
作
り
、
墓
の
上
に
出
る
と

お
椀
ほ
ど
の
穴
が
空
い
て
い
た
が
、
深
さ
は
測
れ
な
い
ほ
ど
で
、
皆
恐
れ
て
墓
を
発

く
こ
と
は
出
来
ず
、大
樹
の
下
に
退
却
し
て
報
告
書
を
作
っ
た
。
そ
の
年
、烏
頭
は「
武

器
を
持
っ
た
十
数
人
の
男
に
襲
わ
れ
た
が
、
抵
抗
す
る
と
大
樹
の
下
に
逃
げ
て
文
書

を
作
っ
て
去
っ
て
行
っ
た
。」
と
話
し
た
の
で
、
劉
隲
は
烏
頭
が
墓
に
出
入
り
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
懼
れ
て
疎
遠
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
烏
頭
の
夫
の
羅
は
晋
王
に
臣

従
し
た
。
顕
徳
五
年
（
９
５
８
）、
後
周
が
淮
南
を
手
に
入
れ
た
。
羅
は
陣
没
し
、
時

に
六
十
二
歳
に
な
っ
て
い
た
烏
頭
が
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

「
巻
三
五
五　

鬼
三
十
五
」
は
、
巻
の
全
て
の
説
話
が
『
太
平
広
記
』
編
纂
者
の

一
人
で
あ
る
徐
鉉
の
『
稽
神
録
』
か
ら
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
巻
三
五
三
」
の

江
南
、「
巻
三
五
四
」
の
蜀
に
続
い
て
、
こ
の
巻
で
は
福
建
の
説
話
が
数
多
く
収
録

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
太
平
広
記
』
鬼
部
の
掉
尾
を
飾
る
の
が
「
劉
隲
」
で
あ
る
。

こ
の
話
の
主
人
公
烏
頭
は
、
乱
世
の
中
で
人
と
し
て
一
家
離
散
、
夭
折
を
経
験
し
、

十
七
か
ら
六
十
二
歳
に
至
る
ま
で
は
鬼
と
し
て
現
世
に
留
ま
り
続
け
た
。
顕
徳
五
年

（
９
５
８
）
に
数
え
年
で
六
十
二
歳
の
烏
頭
は
、
唐
の
昭
宗
の
乾
寧
四
年
（
８
９
７
）

に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
唐
の
滅
亡
の
ち
ょ
う
ど
十
年
前
で
あ
る
。
鬼
と
な
っ
た

十
七
歳
は
後
梁
の
末
帝
の
乾
化
三
年
（
９
１
３
）、
五
代
最
初
の
王
朝
で
あ
る
後
梁

の
末
期
で
あ
る
。
つ
ま
り
烏
頭
は
唐
に
生
ま
れ
、
後
梁
・
後
唐
・
後
晋
・
後
漢
・
後

周
の
五
つ
の
王
朝
の
交
代
期
を
そ
の
支
配
外
の
中
国
南
部
の
国
家
で
過
ご
し
、
後
周

が
南
部
の
最
大
勢
力
で
あ
る
南
唐
を
屈
服
さ
せ
た
の
を
境
に
消
息
を
断
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
唐
末
以
来
の
長
い
混
乱
を
経
て
後
周
の
後
継
王
朝
で
あ
る
宋
が
中
国

南
部
を
も
版
図
に
含
む
大
帝
国
を
築
く
こ
と
を
暗
示
し
た
説
話
を
末
尾
に
配
し
た
わ

け
で
あ
る
。

塚
墓
宿
泊
譚

「
潘
襲
」
と
「
王
攀
」
は
、
両
話
と
も
奥
方
が
屋
敷
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ま
だ
夫
が
死
ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

変
鬼
帰
還
譚

「
僧
珉
楚
」
に
見
え
る
「
掠
剰
鬼
」
は
、
五
代
十
国
期
、
最
も
繁
栄
し
て
い
た
経
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『太平広記』鬼部説話の構成 ― 鬼三十六～鬼四十 ―

済
都
市
で
あ
る
揚
州
ら
し
い
鬼
で
あ
る
と
言
え
る
。

「
胡
澄
」は
、
貧
者
が
幽
霊
と
な
っ
て
も
債
務
に
苦
し
む
姿
を
描
く
。
胡
澄
が
仏
門

に
入
っ
た
の
は
、
仏
教
が
現
世
の
理
を
超
え
た
彼
岸
へ
の
済
度
を
説
く
故
で
あ
ろ
う
。

「
劉
隲
」
に
お
い
て
、
烏
頭
の
二
人
目
の
夫
の
羅
が
仕
え
た
晋
王
と
は
、
即
位
前

の
後
周
世
宗
、
郭
栄
（
柴
栄
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
郭
栄
が
晋
王
に
封
じ
ら
れ
た
の

は
広
順
三
年
（
９
３
５
）
の
こ
と
で
あ
る
。

冥
界
召
喚
譚

「
楊
副
使
」
は
楊
副
使
が
冥
官
と
し
て
召
喚
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
な
の

で
、
冥
界
召
喚
譚
に
分
類
し
た
。

「
浦
城
人
」
の
舞
台
で
あ
る
浦
城
は
、
十
国
の
一
つ
で
あ
る
閩
（
９
０
９
〜

９
４
５
）
の
支
配
領
域
で
あ
っ
た
。
閩
は
南
唐
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
広
陵
賈
人
」
の
説
話
と
し
て
の
成
立
背
景
に
は
揚
州
商
人
の
活
発
な
経
済
活
動

が
あ
る
。

「
劉
道
士
」
は
葬
儀
を
行
え
な
い
こ
と
の
惨
め
さ
を
強
調
す
る
説
話
で
あ
る
。
出

現
し
た
鬼
は
、
子
供
を
悼
む
祖
先
の
霊
か
、
あ
る
い
は
遺
体
を
奪
う
怪
物
か
、
不
明

で
あ
る
。

「
王
誗
妻
」
は
、
償
債
譚
に
属
す
る
説
話
で
あ
る
が
、
多
く
の
償
債
譚
が
畜
生
に

転
生
し
て
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、鬼
と
な
っ
て
償
債
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

「
林
昌
業
」
は
、
素
朴
な
山
人
と
の
交
流
譚
の
よ
う
な
説
話
で
あ
る
が
、
主
人
公

が
相
手
を
鬼
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
鬼
話
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

  「
鄭
守
澄
」
の
怪
事
の
起
き
た
甲
寅
の
年
（
９
５
４
）
の
春
は
、
南
唐
を
服
従
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
後
周
世
宗
が
即
位
し
た
時
期
と
一
致
す
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
陳
守
規
」
は
、
霊
と
の
ド
ラ
イ
な
共
生
が
描
か
れ
て
い
る
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
と
も

言
え
る
話
で
あ
る
。

「
清
源
都
将
」
の
主
人
公
は
部
将
と
あ
る
の
で
、
南
唐
時
代
に
置
か
れ
て
い
た
清

源
軍
節
度
使
の
将
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

「
鬼
三
十
六
」
か
ら
「
鬼
四
十
」
は
、
唐
末
か
ら
五
代
最
後
の
王
朝
で
あ
る
後
周

ま
で
の
時
期
の
説
話
を
排
列
し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
代
十
国
期
に
関
し
て
は
、
数

話
の
後
梁
・
後
唐
関
連
説
話
を
除
け
ば
、
五
王
朝
に
つ
い
て
の
説
話
は
ほ
と
ん
ど
無

く
、
専
ら
南
方
・
西
方
の
諸
国
の
説
話
を
収
録
し
て
い
る
。
五
代
は
興
亡
を
繰
り
返

し
つ
つ
も
宋
と
い
う
統
一
王
朝
に
至
る
系
譜
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
後
に
十
国
と

称
さ
れ
る
北
方
・
西
方
・
南
方
の
諸
国
は
皆
滅
亡
し
た
。
滅
亡
に
至
っ
た
唐
朝
と
諸

国
に
お
い
て
鬼
が
ど
の
よ
う
に
跳
梁
跋
扈
し
た
か
を
示
す
こ
と
が
、
鬼
部
末
尾
の
諸

巻
の
編
纂
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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The ghost stories of  “ Taiping Guangji”   vol.36~vol.40

MITTA Akihiro

［Abstract］“ Taiping  Guangji ( Extensive Records of the Taiping Era ) “ is a collection of stories compiled 

under the editorship of Li Fang, � rst published in 978. The book is divided into 500 volumes and 40 volumes 

of them are ghost story parts. In this paper, I have analyzed vol.36～ vol.40 of the ghost story parts.The 

results of the analysis, I have cleared ideological features and features on the story type of Tang dynasty early 

ghost stories.




